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雷等の寳玉

総監修東京大学名誉教授緒方富雄

弊社創業百年記念事業として《わが

国医学の宝玉を完全復元して､御鑑

賞に供します。
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発
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こ
れ
は
九
幸
杉
田
玄
白
先
生

二
七
三
三
’
’
八
一
七
）
の

没
年
八
十
五
才
の
初
春
の
書

で
、
絶
筆
に
近
い
逸
品
で
す
。

「
医
事
不
如
自
然
」
は
、
先

生
の
蘭
学
医
学
五
十
年
の
体

験
と
思
索
の
結
論
と
思
わ
れ

ま
す
。

と
も
す
れ
ば
自
然
を
軽
視
し

が
ち
な
現
代
に
と
っ
て
も
、

き
び
し
い
警
告
と
ひ
び
き
ま

す
。
（
財
団
法
人
緒
方
医
学

化
学
研
究
所
蘭
学
文
庫
蔵
）

金
原
出
版
株
式
会
社

医
学
文
化
保
存
事
業
部
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）
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大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
’
一
八
二
七
）
が
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
、
洋
風
画
家
石
川
大
浪
（
一
七
六
五
’
一
八
一
七
）
に
た
の
ん
で
、
コ
ル

ネ
ィ
キ
所
載
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
（
右
手
の
見
え
る
左
向
き
の
画
像
）
を
模
写
さ
せ
、
そ
の
う
え
に
み
ず
か
ら
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
小
伝
と
思
想

（
要
語
と
い
っ
て
い
る
）
と
を
紹
介
す
る
題
言
を
言
い
た
こ
と
蕊
そ
し
て
そ
れ
が
、
日
本
最
初
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
で
あ
り
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

（
１
）

賛
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
わ
た
く
し
の
「
日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
で
く
わ
し
く
の
べ
た
（
同
書
第
五
章
）
。
こ
の
歴
史
的
な
画
幅
そ

（
２
）

の
も
の
は
現
存
し
な
い
が
、
玄
沢
の
題
言
は
「
磐
水
存
響
」
（
沖
）
に
「
号
擢
嗜
拉
貼
斯
伝
」
と
し
て
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
い
ま
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
実
際
の
画
幅
の
題
言
が
こ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
多
少
疑
問
が
あ
る
が
、
大
要
に
は
か

わ
り
は
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。
玄
沢
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
「
西
哲
号
播
蛤
蝋
貼
斯
真
容
図
井
要
語
」
と
題
す
る
草
稿
風
の
紙
片
を
の
こ
し
て

い
る
。
こ
れ
も
現
存
し
な
い
が
、
写
真
製
版
さ
れ
た
も
の
が
の
こ
っ
て
い
て
、
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
前
者
と
は
文
の
組
み
立
て
が
前
後
逆

で
、
要
語
が
さ
き
で
、
小
伝
が
あ
と
に
な
っ
て
い
る
。
文
体
に
も
ち
が
い
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
お
な
じ
内
容
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
二
つ
の
資
料
の
比
較
は
、
単
行
本
の
な
か
で
く
わ
し
く
お
こ
な
っ
た
。

玄
沢
の
題
言
の
な
か
で
、
と
く
に
わ
た
く
し
の
注
目
を
ひ
い
た
の
は
、
玄
沢
が
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
要
語
」
を
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
著
作
か
ら

原
著

ヘ
ィ
ス
テ
ル
内
科
書
と
そ
の
な
か
の

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
こ
と
ば

一

譲
零
鱸
瞬
謹
笠
一
罐
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
雲
付

緒
方
富
雄
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一
一

わ
た
く
し
は
、
玄
沢
の
い
う
「
ヘ
イ
ス
テ
ル
内
科
書
」
と
い
う
も
の
の
あ
る
こ
と
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
日
本
で
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
書
と
い

え
ば
、
蘭
学
事
始
に
も
出
て
く
る
「
シ
ュ
ル
ゼ
イ
ン
」
（
外
科
害
）
に
ま
ち
が
い
な
い
と
お
も
い
こ
ん
で
い
た
。
そ
れ
で
大
鳥
蘭
三
郎
教
授
の

御
厚
意
で
、
慶
応
大
学
医
学
部
北
里
図
書
館
の
「
シ
ュ
ル
ゼ
イ
ン
」
の
原
書
Ｐ
固
員
①
自
切
臣
①
耐
蔚
同
国
の
①
房
巨
且
侭
①
○
且
①
局
言
肩
旨
鴨
口
）

に
つ
い
て
、
玄
沢
の
い
う
「
第
五
章
」
に
あ
た
る
部
分
を
さ
が
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
。
ほ
か
に
労
働
科
学
研
究
所
に
あ
る
オ

わ
た
く
し
は
、
玄
沢
が
引
用
し
て
い
る
「
要
語
」
の
出
典
を
さ
が
す
つ
も
り
で
、
手
も
と
の
資
料
に
あ
た
っ
て
み
た
が
、
見
つ
か
ら
な
い
。

一
方
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
著
書
の
な
か
も
さ
が
し
た
が
、
こ
れ
も
無
駄
で
あ
っ
た
。
あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
全
く
見
当

ち
が
い
の
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
書
を
見
て
い
た
。
こ
れ
は
全
く
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
著
書
に
関
す
る
わ
た
く
し
の
無
知
の
せ
い
で
あ
っ
た
。

引
用
し
た
よ
う
に
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

磐
水
存
響
に
の
っ
て
い
る
も
の
は
、
「
協
速
貼
盧
内
科
害
第
五
章
載
一
令
擁
拉
貼
斯
語
。
日
」
の
あ
と
に
、
つ
ぎ
の
文
が
つ
づ
く
。

凡
為
医
者
。
宜
就
諸
病
。
潜
意
葦
思
。
心
窮
其
理
也
芙
。
夫
人
身
之
性
。
有
自
然
之
妙
道
。
蓋
其
元
神
意
識
。
主
宰
一
身
。
而
能
自
連
動
営

為
。
無
不
如
意
也
。
医
能
明
弁
此
理
。
随
其
自
然
。
以
施
治
。
亦
何
危
疑
之
有
。
何
則
人
身
之
性
。
錐
有
疾
病
。
有
活
動
機
転
。
而
能
自

愈
。
謂
之
人
身
自
然
之
大
良
医
。
医
之
従
其
事
。
猶
臣
僕
之
供
使
令
。
其
務
在
順
其
自
然
之
性
。
以
処
通
達
其
執
滞
之
良
方
而
已
。
故
能
預

識
人
身
固
有
之
理
。
而
沈
潜
苦
思
。
仗
其
自
然
之
性
。
順
行
直
達
者
。
此
医
之
能
事
也
。

第
二
の
「
西
哲
号
撰
蛤
臘
貼
斯
真
容
図
並
要
語
」
で
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
部
分
が
冒
頭
に
あ
っ
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

凡
業
医
者
。
就
諸
般
疾
病
必
能
研
粘
壹
思
。
乃
預
知
其
本
性
目
然
之
常
道
。
且
兼
察
精
神
意
志
之
思
欲
。
而
其
所
為
動
静
云
為
之
作
用
。
跣

跡
其
方
。
為
之
治
法
。
無
所
忌
悼
焉
。
何
則
本
性
。
自
法
即
是
善
令
其
順
正
快
通
之
一
大
良
工
也
。
而
医
師
猶
従
役
服
事
之
臣
僕
。
右
要
語

跡
其
方
。
為
之
治
法
。
無
所
三

へ
イ
ス
テ
ル

載
干
西
医
協
乙
斯
貼
爾
書
中
。
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ラ
ン
ダ
語
本
、
ド
イ
ツ
語
本
、
ラ
テ
ン
語
本
も
く
わ
し
く
し
ら
べ
た
が
》
こ
れ
ら
に
も
相
当
す
る
句
が
見
あ
た
ら
な
い
。

ヘ
イ
ス
テ
ル

と
こ
ろ
が
昭
和
四
十
五
年
夏
京
都
の
阿
知
波
五
郎
博
士
に
、
京
都
大
学
図
書
館
の
富
士
川
文
庫
に
「
歓
伊
私
的
児
内
科
書
」
（
全
五
冊
）
と

い
う
手
書
本
が
あ
っ
て
、
そ
の
第
五
冊
に
と
く
に
「
人
身
窮
理
医
術
論
」
と
い
う
題
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
「
富
士
川
本
目
録
」

を
見
る
と
、
一
三
一
ペ
ー
ジ
に
そ
れ
が
あ
っ
て
、
「
へ
。
一
こ
の
整
理
番
号
が
つ
い
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
同
氏
の
御
厚
意
に
あ
ま
え
て
複
写

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
「
人
身
窮
理
医
術
論
」
を
見
る
と
、
第
五
章
に
「
尚
ス
タ
ァ
ル
ノ
説
ヲ
論

ズ
」
と
い
う
題
が
つ
い
て
い
て
、
そ
の
章
の
お
わ
り
に
ち
か
く
、
つ
ぎ
の
一
節
が
あ
っ
た
。

此
二
因
テ
、
彼
又
ヒ
ッ
ポ
カ
ラ
テ
ス
ノ
説
ヲ
拳
テ
曰
ク
。
医
師
最
モ
能
ク
諸
病
二
就
テ
思
ヒ
ヲ
致
シ
、
預
メ
遠
ク
自
然
ノ
順
路
及
意
識
ノ
自

ナ
ン
ト
ナ
レ
パ

己
ノ
作
用
二
意
ヲ
用
上
、
此
二
就
テ
医
師
恐
ル
、
可
ナ
ク
薬
剤
ヲ
処
ス
ベ
シ
ト
ナ
リ
。
何
者
自
然
ハ
ー
箇
ノ
良
医
ノ
如
シ
。
此
一
一
僕
従
ノ
佐

こ
れ
で
、
玄
沢
の
二
つ
の
題
言
の
な
か
の
要
語
が
、
こ
れ
と
お
な
じ
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
「
原
典
」
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
富
士
川
本
の
「
ヘ
イ
ス
テ
ル
内
科
書
」
に
は
原
書
の
名
も
、
訳
者
の
名
も
な
い
。
だ
れ
が
書
い
た
か
を
知
る
手
が
か
り
も
な
い
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
へ
イ
ス
テ
ル
の
内
科
書
が
日
本
に
渡
っ
て
き
て
、
だ
れ
か
が
訳
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
原
書
が
日

本
に
現
存
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
お
も
っ
て
、
こ
ん
ど
は
そ
れ
を
さ
が
し
も
と
め
た
。
こ
れ
以
後
の
探
索
の
こ
と
は
、
わ
た
く
し
の
単
行

本
（
二
二
ペ
ー
ジ
以
降
）
に
か
な
り
く
わ
し
く
書
い
た
か
ら
、
く
り
か
え
さ
な
い
が
、
こ
の
探
索
に
手
が
か
り
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
の

が
、
ま
た
ま
た
阿
知
波
博
士
で
あ
っ
た
。
博
士
か
ら
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
著
作
の
表
題
を
い
く
つ
か
教
え
て
い
た
だ
い
た
な
か
に
、
つ
ぎ
の
も
の

が
あ
っ
た
。
富
士
川
本
の
「
人
身
窮
理
医
術
論
」
の
第
一
章
に
「
メ
カ
ニ
セ
医
学
」
と
い
う
語
が
あ
る
の
で
、
こ
の
ラ
テ
ン
語
本
の
表
題
に
あ

る
冒
巴
言
冒
四
目
月
冨
昌
８
に
目
が
と
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
本
が
労
働
科
学
研
究
所
図
書
室
に
あ
る
こ
と
も
知
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

た
の
で
、
同
図
書
室
の
保
坂
捷
子
さ
ん
の
お
世
話
で
、
原
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｆ
シ
ご
罰
嗣
ｚ
弓
目
国
国
嗣
日
向
罰
貝
○
○
冨
勺
向
ｚ
己
弓
巨
、
巨
国
皀
○
睦
国
苗
詞
Ｐ
Ｃ
目
○
シ
国
、
○
昌
胃
開
目
協
画
①
ゆ
く
ロ
同
旨
両
国
Ｑ
ｚ
Ｐ
向

使
ス
ル
モ
ノ
ハ
医
師
ナ
リ
。
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ス
タ
ー
ル
の
主
張
す
る
ァ
’
一
マ
説
（
シ
ロ
冒
一
め
ョ
自
ゅ
）
は
、
ァ
’
一
マ
（
シ
日
日
四
）
す
な
わ
ち
精
神
ａ
①
①
』
①
）
が
最
高
位
の
生
命
の
本
体
で
あ

っ
て
、
身
体
負
。
Ｓ
①
門
）
は
不
死
の
精
神
の
支
配
下
に
あ
っ
て
受
身
に
機
能
す
る
う
つ
わ
で
あ
る
と
す
る
。
精
神
は
、
そ
れ
自
身
生
命
の
な

い
身
体
に
「
生
」
を
あ
た
え
、
す
べ
て
の
機
能
の
調
和
を
た
も
つ
。
そ
れ
が
正
常
の
「
張
り
」
（
弓
○
昌
扇
）
で
あ
っ
て
、
病
と
は
、
こ
の
「
張

り
」
が
く
ず
れ
た
状
態
で
あ
る
と
考
え
る
。
ゆ
え
に
、
病
の
と
き
は
、
つ
と
め
て
正
常
の
「
張
り
」
に
も
ど
そ
う
と
す
る
ア
ニ
マ
を
援
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
ァ
’
一
マ
の
考
え
は
、
む
か
し
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
「
自
然
」
（
帛
〕
ご
巴
め
）
と
表
現
し
た
も
の
に
似
て
お
り
、

望
、
琴
穴
の
茸
、
巳
①
門
昌
⑦
呂
幽
巳
の
３
①
邑
吟
凰
邑
①
閏
］
①
ゴ
扇
．
、
ｚ
①
巨
①
匡
①
号
①
ゆ
め
①
耳
①
Ｐ
巨
画
四
ｍ
①
。
、
巨
詳
四
二
①
侭
口
酔
島
ぬ
ゆ
蔚
日
而
国
ぐ
』
の
”
５
．
、

斥
旨
圏
侭
》
、
ご
①
扁
一
①
的
①
厨
旨
冨
冒
目
○
言
芦
印
３
９
⑦
昌
口
閏
．
宮
司
＄
．
（
謝
尽
叫
憲
）

玄
沢
の
見
た
の
が
何
年
の
版
か
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
な
部
分
に
は
、
変
動
が
あ
る
と
お
も
え
な
い
か

ら
、
こ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
図
書
館
本
で
十
分
に
役
に
立
つ
と
お
も
う
。
ち
な
み
に
オ
ラ
ン
ダ
語
本
の
初
版
は
一
七
四
四
年
で
あ
る
。

序
文
の
あ
と
、
す
ぐ
に
宮
＆
言
言
画
巨
①
、
冨
昌
目
（
三
①
の
冨
昌
め
ｇ
の
⑦
①
目
①
①
農
巨
且
①
）
の
優
越
性
の
論
述
が
は
じ
ま
り
、
実
に
六
一
章

（
節
）
、
一
五
四
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
冒
頭
に
つ
ぎ
の
標
題
が
あ
る
。

ご
両
宛
国
吟
ｚ
己
同
Ｆ
［
ｚ
の
、
Ｐ
国
胸
四
四
・
⑦
。
①
ぐ
○
○
鼻
Ｈ
①
露
①
一
冒
戸
茜
⑦
一
計
①
旨
、
昌
扇
扇
庶
①
目
・
一
〕
の
詳
旦
①
同
君
①
鳥
目
一
晦
穴
匡
弓
、
ａ
ｍ
①
》
具
日
①
、
壷
画
己
開
壷
①
）

⑦
①
ロ
①
①
⑳
、
床
巨
己
包
①
，
す
○
ぐ
①
ロ
四
目
Ｑ
①
門
①
得
の
①
員
急
旨
①
。
α
①
目
①
辱
の
．

（
機
械
的
医
学
論
の
、
他
の
学
説
よ
り
も
優
越
、
卓
越
し
て
い
る
こ
と
の
論
述
）

こ
の
論
説
の
部
分
は
、
ヘ
ィ
ス
テ
ル
（
Ｆ
幽
巨
［
①
ロ
の
国
①
尉
庁
⑦
Ｈ
一
六
八
二
Ｔ
一
七
五
八
）
が
、
当
時
た
い
そ
う
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
ス
タ
ー
ル

Ｓ
①
○
品
両
目
里
ゅ
国
三
一
六
六
○
’
一
七
二
一
四
）
の
ァ
’
一
マ
説
Ｓ
【
〕
旨
己
⑫
日
匡
め
）
に
真
向
か
ら
反
対
し
て
、
機
械
的
医
学
論
（
富
の
。
言
冒
四

日
①
、
冨
昌
８
》
尋
①
畏
弄
巳
鴇
巨
己
一
ぬ
①
ま
た
は
ョ
①
。
冨
昌
ゅ
目
①
⑦
⑦
ロ
①
＄
丙
巨
目
号
）
の
優
越
性
を
論
証
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
あ
と
に
つ

づ
く
本
文
が
、
す
べ
て
こ
の
立
場
か
ら
書
い
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
の
論
説
を
ま
と
め
て
冒
頭
に
か
か

げ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
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君
ｃ
三
ず
①
◎
ウ
鼬
、
胃
①
〕
ロ
コ
ニ
。
①
門
ｚ
四
日
局
冒
房
【
①
弓
シ
ウ
巴
、
三
①
．
ご
一
ぬ
①
色
目
Ｑ
す
の
忌
己
①
ユ
ー
ｏ
匿
印
①
］
．

大
要
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
最
初
に
「
か
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
か
ら
見
た
ス
タ
ー
ル
学
派
の
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
カ
ッ

コ
内
は
わ
た
く
し
の
注
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
オ
ラ
ン
ダ
語
本
の
用
語
と
ド
イ
ツ
語
本
の
用
語
と
を
対
比
さ
せ
た
。

「
ゆ
え
に
か
れ
ら
（
ス
タ
ー
ル
学
派
の
人
々
）
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
と
も
に
（
お
な
じ
考
え
で
あ
る
か
ら
）
つ
ぎ
の
よ
う
に
忠
告
し
て
い

る
。
医
師
（
⑦
①
ロ
①
①
農
①
①
Ｒ
，
ド
イ
ツ
語
文
言
①
日
。
匡
印
）
た
る
も
の
は
、
す
べ
て
の
病
気
の
場
合
に
、
『
自
然
』
（
ｚ
色
目
員
》
ｚ
昌
昌
）
す

な
わ
ち
『
精
神
』
（
園
①
一
）
印
①
①
罠
①
》
こ
れ
が
崖
昌
日
四
で
あ
る
）
が
な
に
を
お
こ
な
わ
ん
と
欲
し
て
い
る
か
に
よ
く
注
目
し
て
、
そ
れ
に
よ

く
し
た
が
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
（
ｚ
四
目
目
》
ｚ
昇
昌
）
は
最
良
の
医
師
（
少
風
印
》
シ
凰
計
）
で
あ
っ
て
、
医
師
（
旨
①
島
の
旨
‐

日
①
①
印
→
閏
．
旨
①
島
目
肋
）
は
そ
の
（
自
然
の
）
召
使
（
豆
①
自
冑
》
目
ｇ
①
局
）
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
自
然
の
意
図
す
る
動

き
を
よ
く
精
確
に
観
察
し
、
自
然
を
そ
の
も
く
ろ
み
に
し
た
が
い
、
ま
た
う
な
が
す
も
の
こ
そ
、
医
師
中
Ｓ
司
扇
）
の
量
目
向
賞
を
獲
得
で
き

る
（
ド
イ
ツ
語
で
は
「
最
良
の
医
師
」
旨
①
ｓ
ｏ
５
）
で
あ
ろ
う
。
」

日
本
語
で
は
は
っ
き
り
あ
ら
わ
せ
な
い
が
、
こ
の
文
全
体
が
ス
タ
ー
ル
学
派
の
人
々
の
言
の
紹
介
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
ど
こ
ま

で
が
、
ス
タ
ー
ル
学
派
が
引
用
し
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
か
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
そ
れ
で
、
ギ
リ
シ
ア
文
学
の
専
門
家
で
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の

「
古
い
医
術
に
つ
い
て
」
（
岩
波
文
庫
）
を
出
し
て
い
ら
れ
る
小
川
政
恭
氏
に
お
た
ず
ね
し
た
と
こ
ろ
、
「
自
然
は
良
医
」
と
い
う
部
分
は
、
「
流
行

病
第
六
書
」
（
五
ノ
ー
）
に
「
自
然
は
病
気
の
医
者
」
と
あ
る
の
に
あ
た
る
が
、
そ
の
あ
と
に
「
医
は
自
然
の
臣
僕
」
と
い
う
句
が
つ
づ
か
ず
、

別
の
と
こ
ろ
に
「
自
然
の
召
使
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
と
い
う
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
手
も
と
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
原
典
で
あ
た
っ
て
見
る

と
、
な
る
ほ
ど
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
わ
た
く
し
の
単
行
本
（
一
一
六
ペ
ー
ジ
）
に
も
う
す
こ
し
く
わ
し
く
書
い
て
あ
る
が
、
小

川
氏
は
、
ス
タ
ー
ル
学
派
の
人
々
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
特
定
の
句
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
の
で
な
く
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
思
想
を
こ
の
よ

う
な
か
た
ち
に
総
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
見
を
の
べ
ら
れ
た
。
わ
た
く
し
も
こ
れ
に
同
意
す
る
。
も
し
こ
の
考
え
が
正
し
け
れ
ば
、
ヘ

ィ
ス
テ
ル
の
内
科
書
中
の
句
を
、
そ
の
ま
ま
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
語
と
す
る
の
は
、
あ
や
ま
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
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は
や
上
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
語
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
の
で
な
く
て
、
論
敵
ス
タ
ー
ル
学
派
の
言
を
紹
介
し
た
な
か
に
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
語
と
思

想
が
引
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
も
う
一
つ
別
の
立
場
か
ら
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
ヘ
イ
ス
テ
ル
は
、
ど
う
い
う
目
的
で
、
こ
こ
で
ス
タ
ー
ル
学

派
の
言
を
ひ
い
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
句
の
あ
と
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
は
、
こ
れ
は
ス

タ
ー
ル
と
そ
の
学
派
の
金
科
玉
条
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
ゆ
え
に
ス
タ
ー
リ
ア
ー
ネ
ル
命
日
巨
冨
目
①
己
と
よ
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
こ

と
、
こ
れ
ら
の
教
義
も
治
療
法
も
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
う
え
、
こ
れ
に
反
論
し
て
、
か
れ
ら
の
多
く
が
、
人
体
の
機
械

的
な
原
理
、
作
用
、
人
体
の
解
剖
学
や
真
の
性
質
、
と
く
に
そ
の
精
密
な
検
索
を
軽
視
、
軽
蔑
し
、
こ
れ
ら
を
無
益
の
も
の
ず
き
と
よ
び
、
は

な
は
だ
し
き
は
、
解
剖
学
の
ご
と
き
は
、
全
く
無
用
無
駄
な
も
の
で
、
お
芝
居
が
か
っ
た
、
ハ
デ
な
お
か
ざ
り
に
す
ぎ
ぬ
と
ま
で
極
言
す
る
と

非
難
し
、
そ
れ
で
い
て
、
こ
の
重
要
な
諸
学
が
医
学
お
よ
び
外
科
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
し
か
も
、
こ
れ
な
し
に
、
精
神
の
意
図
す

る
と
こ
ろ
を
正
確
に
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
優
良
で
完
全
な
医
師
に
な
れ
る
と
信
じ
て
い
る
と
、
ヘ
ィ
ス
テ
ル
は
き
び
し
く
攻
め
て
い
る
の

す
な
わ
ち
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
が
、
ス
タ
ー
ル
学
派
の
言
を
引
い
た
の
は
、
こ
れ
に
反
論
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
ヘ
ィ
ス
テ
ル
自
身
は
、
こ
れ
に

賛
同
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
常
識
か
ら
い
え
ば
、
玄
沢
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
「
ヘ
ィ
ス
テ
ル
内
科
書
第
五
章
に
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
の
語
を
の
せ
て
い
る
、
い
わ
く
…
…
」
と
あ
れ
ば
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
語
に
同
感
な
の
で
こ
れ
を
の
せ
た
と
理
解
す
る
。

玄
沢
自
身
も
そ
う
お
も
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
考
え
ら
れ
て
は
へ
イ
ス
テ
ル
の
意
に
反
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
玄
沢

は
誤
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

で
坐
の
ブ
つ
Ｃ

四

こ
の
よ
う
に
、
玄
沢
の
場
合
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
こ
と
ば
の
出
所
、
由
来
に
つ
い
て
は
、
あ
き
ら
か
な
あ
や
ま
り
が
あ
り
、
そ
の
表
現
に
も
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当
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
こ
と
ば
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
「
自
然
は
良
医
、
医
は
自
然
の
召
使
」
と
い

う
思
想
は
、
た
ち
ま
ち
閨
学
者
、
蘭
学
医
の
共
感
を
よ
び
お
こ
し
、
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
名
言
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
蘭
学
者
た
ち
が
、
こ
の

名
言
を
全
く
常
識
的
に
理
解
し
た
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
大
多
数
は
、
ス
タ
ー
ル
学
派
に
た
い
す
る
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
反
論
の
こ
と
な
ど
ほ
と

全
く
知
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ス
タ
ー
ル
学
派
が
解
剖
学
を
は
じ
め
、
人
体
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
を
軽
視
し
た
こ
と
を
、
ヘ
イ

ス
テ
ル
が
き
び
し
く
批
判
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
で
い
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
名
言
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
の

は
、
閏
学
者
た
ち
は
、
解
体
新
書
以
来
解
剖
の
知
識
の
必
要
な
こ
と
は
常
識
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
解
剖
に
よ
る
人
体
の

構
造
、
機
能
の
知
識
に
も
と
ず
い
て
の
「
自
然
は
良
医
、
医
は
自
然
の
臣
僕
」
の
思
想
で
あ
っ
た
。
現
に
タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
に
由
来
す
る

玄
沢
の
題
言
の
小
伝
の
部
分
で
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
解
剖
の
重
要
性
を
示
し
、
こ
れ
を
医
道
の
基
本
と
し
た
と
書
い
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
玄
沢

は
、
ヘ
ィ
ス
テ
ル
の
い
う
よ
う
な
ス
タ
ー
ル
学
派
の
考
え
方
に
味
方
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
考
え
方
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
玄
沢
は
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
真
意
を
十
分
に
意
識
せ
ず
に
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
由
来
す
る
解
剖
の
重
要
性
の

強
調
と
「
自
然
は
良
医
、
医
は
自
然
の
臣
僕
」
の
思
想
と
を
な
ら
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。

興
味
深
い
論
理
的
な
展
開
で
あ
る
。

五

さ
て
、
「
自
然
は
艮
医
云
々
」
の
部
分
以
外
の
文
を
し
ら
べ
て
み
る
。

さ
き
に
引
用
し
た
磐
水
存
響
中
の
「
号
掻
嗜
拉
貼
斯
伝
」
の
う
ち
必
要
な
部
分
を
、
釈
文
で
検
討
す
る
。

「
（
略
）
ヘ
ィ
ス
テ
ル
内
科
書
第
五
章
、
エ
ポ
カ
ラ
テ
ス
の
語
を
載
す
。
い
わ
く
。
お
よ
そ
医
た
る
も
の
は
、
よ
ろ
し
く
諸
病
に
つ
き
て
潜
意

軍
思
、
も
っ
て
そ
の
理
を
窮
む
べ
き
な
り
。
そ
れ
人
身
の
性
、
自
然
の
妙
道
あ
り
、
け
だ
し
そ
の
元
神
意
識
一
身
を
主
宰
し
て
、
よ
く
自
ら

運
動
意
為
し
、
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
な
き
な
り
。
医
は
よ
く
こ
の
理
を
明
か
に
弁
じ
、
そ
の
自
然
に
し
た
が
い
、
も
っ
て
治
を
施
さ
ば
、
ま
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た
な
ん
ぞ
危
疑
の
あ
ら
ん
や
。
何
と
な
れ
ば
、
す
な
わ
ち
人
身
の
性
、
疾
病
あ
り
と
い
え
ど
も
、
活
動
機
転
あ
り
て
よ
く
自
ら
癒
す
。
こ
れ

を
お
も
う
に
、
人
身
は
自
然
の
一
大
良
医
な
り
、
医
そ
の
こ
と
に
従
う
は
、
な
お
臣
僕
の
使
令
に
供
す
る
が
ご
と
し
。
ゆ
え
に
よ
く
あ
ら
か

じ
め
人
身
固
有
の
理
を
識
り
、
し
か
し
て
沈
潜
苦
思
、
そ
の
自
然
の
性
に
仗
し
て
順
行
直
達
す
る
は
、
こ
れ
医
の
能
事
な
り
。
（
略
）
」

玄
沢
と
そ
の
時
代
の
翻
訳
は
、
多
く
の
粉
飾
の
語
の
あ
い
だ
か
ら
原
意
が
う
か
が
え
る
と
い
う
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
語
一

語
を
対
応
さ
せ
て
検
討
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
見
方
で
玄
沢
の
文
を
兄
れ
ぱ
、
原
文
に
な
い
補
足
的
な
表
現
や
、
ま
わ
り
く
ど、

い
表
現
を
と
お
し
て
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
文
章
は
大
体
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
「
…
…
そ
の
自
然
に
し
た
が
い
、
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
て
治
を
施
さ
ば
、
ま
た
な
ん
ぞ
危
疑
の
あ
ら
ん
や
」
と
い
う
の
は
、
原
文
の
ど
こ
か
ら
派
生
し
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
の
題

言
に
は
「
…
・
・
・
こ
れ
を
治
法
と
な
し
、
忌
悼
す
る
と
こ
ろ
な
し
」
と
あ
る
。

こ
れ
以
上
原
文
と
訳
文
（
大
意
の
訳
）
を
比
較
検
討
に
深
入
り
し
な
い
が
、
こ
れ
は
、
玄
沢
や
そ
の
時
代
の
蘭
学
者
た
ち
が
、
原
文
を
読
ん

で
、
い
か
に
た
く
ま
し
い
想
像
力
と
推
理
力
と
を
も
っ
て
、
原
意
を
つ
か
み
、
そ
れ
を
ま
と
め
、
あ
る
い
は
展
開
し
た
か
の
、
よ
い
実
例
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

｛
く

も
う
す
こ
し
、
富
士
川
本
の
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
富
士
川
本
の
原
書
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
現
在
、
そ
れ
を
背
景
に
し
て
、
玄
沢
の
二
つ
の
題
言
の
こ
の
部
分
と
、
富
士
川
本
の
お
な
じ

部
分
を
く
ら
べ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
富
士
川
本
の
こ
の
部
分
は
ご
く
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
、
玄
沢
の
文
の
よ
う
な
紛
飾
が
な
い
。
た
だ
「
此

二
就
テ
医
師
恐
ル
、
イ
ナ
ク
薬
剤
ヲ
処
ス
ベ
シ
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
の
が
注
目
に
あ
た
い
す
る
。
こ
こ
に
も
玄
沢
の
文
の
場
合
と
お
な
じ
く
、
処

方
、
治
療
の
こ
と
が
出
で
き
て
、
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
「
恐
ル
ル
可
ナ
ク
・
…
：
」
と
あ
っ
て
、
玄
沢
の
「
ま
た
な
ん
ぞ
危
疑
あ
ら
ん
や
」
「
忌

悼
す
る
と
こ
ろ
な
し
」
と
よ
く
に
て
い
る
。
原
文
に
そ
の
根
跡
の
な
い
概
念
が
、
こ
の
よ
う
に
両
方
に
頭
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
偶
然
の
一
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と
に
か
く
、
ヘ
ィ
ス
テ
ル
の
内
科
書
と
い
わ
れ
る
も
の
が
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
（
シ
ュ
ル
ゼ
イ
ン
）
と
ほ
と
ん
ど
お
な
じ
一
七
七
○
年

代
の
は
じ
め
ご
ろ
、
す
で
に
杉
田
玄
白
の
手
も
と
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

宇
田
川
榛
斎
訳
述
、
宇
田
川
椿
庵
校
補
「
遠
西
医
力
名
物
考
」
の
巻
一
（
文
政
五
年
、
一
八
一
三
）
の
凡
例
に
「
引
用
書
目
」
と
し
て
二
十
四

七

（
３
）

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
杉
田
伯
元
（
玄
白
の
養
子
、
建
部
清
庵
の
子
）
が
編
集
し
て
刊
本
に
し
た
「
和
蘭
医
事
問
答
」
の
安
永
二
年
正
月

（
ま
だ
一
七
七
二
年
中
）
付
の
玄
白
の
建
部
清
庵
へ
の
答
書
の
な
か
で
、
治
療
の
書
と
し
て
あ
げ
た
十
点
ば
か
り
の
書
名
の
な
か
に
、
「
ヘ
ー
ス

ト
ル
内
外
医
書
二
通
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
こ
ろ
へ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
（
シ
ュ
ル
ゼ
イ
ン
）
の
ほ
か
に
内
科
書
が
す
で
に
渡

来
し
て
玄
白
の
目
に
ふ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
本
の
最
後
に
出
て
い
る
出
版
広
告
に
、
「
紫
石
斎
蔵
刻
目
録
」
と
い
う
題
で
、
既
刊
ま
た
は
近
刊
予
定
の
書
目
が
な
ら
べ
て

あ
る
。
紫
石
斎
（
わ
た
く
し
の
単
行
本
で
柴
石
斎
と
な
っ
て
い
る
の
は
誤
植
で
あ
る
）
は
杉
田
伯
元
で
あ
る
。
こ
の
書
目
の
な
か
に
「
内
科
精
濡
西

医
ラ
ゥ
レ
ン
ス
ヘ
ィ
ス
テ
ル
内
科
書
紫
石
斎
訳
」
と
い
う
の
が
出
て
い
る
。
刊
行
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
が
、
伯
元
が
こ
れ
の
翻
訳
を
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
原
書
は
さ
き
に
玄
白
が
あ
げ
た
も
の
を
使
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
未
刊
の
訳
本
が
、
ど
の
程
度
ま
で
、
で
き
て
い
た

か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
と
富
士
川
本
の
手
書
本
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
紫
石
斎
訳
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を

た
て
て
、
十
分
検
討
す
る
価
値
が
あ
ろ
う
。

致
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
富
士
川
本
の
訳
者
も
、
玄
沢
と
密
接
な
交
通
の
あ
っ
た
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
あ
と
で
触
れ
る
が
、
玄
沢
の
第
二
の
題
言
の
お
わ
り
に
「
図
上
に
、
す
で
に
私
訳
す
る
と
こ
ろ
の
要
言
を
題
し
、
そ
の
小
伝
を
附
訳

し
…
…
」
と
あ
る
の
は
、
玄
沢
が
、
こ
の
要
言
（
要
語
）
を
ふ
く
め
て
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
内
科
書
を
あ
る
程
度
訳
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

（12） 284



日
本
の
医
学
史
上
、

成
果
を
期
待
し
た
い
。

か
、
わ
か
ら
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
内
科
書
が
こ
の
名
物
考
の
編
述
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
引
用
は
す
ぐ
な
い
。
ま
た
、
こ

れ
が
榛
斎
や
椿
庵
の
利
用
で
き
る
範
囲
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
玄
白
の
手
も
と
に
あ
っ
た
も
の
の
こ
と
か
、
そ
れ
と
も
別
の
一
冊

の
書
名
を
あ
げ
て
い
て
、
そ
の
な
か
に
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
内
科
書
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
出
て
い
る
。

僕
」
と
い
う
名
言
に
結
晶
し
、
長
年
）

と
し
て
賛
美
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
内
科
言
と
い
わ
れ
る
も
の
の
な
か
の
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
決
し
て
本
筋
と
い
え
な
い
十
数
行
の
み
じ
か
い

語
句
が
、
大
槻
玄
沢
に
よ
っ
て
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
が
引
用
し
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
要
語
（
名
言
）
と
あ
や
ま
ら
れ
て
、
石
川
大
浪
の
模
し
た
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
の
画
像
の
題
言
の
な
か
に
紹
介
せ
ら
れ
（
一
七
九
九
）
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
「
自
然
は
良
医
、
医
は
自
然
の
臣

僕
」
と
い
う
名
言
に
結
晶
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
藺
学
者
、
關
方
医
を
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
傾
倒
さ
せ
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
西
洋
医
学
の
医
祖

［
燗
｝
嵩
ご
野
吋
園
内
科
治
療
書

追
記

輯
風
呉
①
局
は
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
か
ら
、
「
ハ
イ
ス
テ
ル
」
と
書
く
べ
き
で
あ
る
が
、
引
用
文
の
な
か
で
は
す
べ
て
「
ヘ
ィ
ス
テ
ル
」
と
な
っ

ま
こ
と
に
興
味
あ
る
な
り
ゆ
き
で
あ
る
。

ヘ
イ
ス
テ
ル
の
内
科
書
は
、
そ
の
翻
訳
が
で
き
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
手
写
本
（
富
士
川
本
）
が
今
日
ま
で
存
在
し
つ
づ
け
て
い
る
の
に
、

本
の
医
学
史
上
、
こ
の
本
全
体
と
し
て
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
み
と
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
点
も
、
今
後
の
研
究
問
題
と
し
て

八
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て
い
る
の
で
諺
混
乱
を
さ
け
る
た
め
、
便
宜
上
「
ヘ
イ
ス
テ
ル
」
に
統
一
し
た
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
図
書
館
蔵
の
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
内
科
書
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
本
、
ド
イ
ツ
語
本
と
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
に
と
っ
た
も
の

（
同
図
耆
館
製
）
が
緒
方
医
学
化
学
研
究
所
に
保
管
し
て
あ
る
。

こ
の
報
告
の
大
要
は
文
献
一
、
四
で
と
り
あ
つ
か
っ
て
あ
る
。

文
献

（
１
）
緒
方
富
雄
「
日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
｜
質
賛
美
ｌ
日
本
人
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
と
賛
の
研
究
序
説
」
日
本
医
事
新
報
社
昭
和
四
六
年
三
月

（
２
）
大
槻
玄
沢
「
磐
水
存
響
」
（
乾
坤
）
（
大
槻
如
電
、
文
彦
編
）
大
正
元
年

（
３
）
杉
田
伯
元
編
「
和
蘭
医
事
問
答
」
（
建
部
清
庵
先
生
、
杉
田
玄
白
先
生
往
復
書
債
）
（
乾
坤
）
寛
政
七
年
六
月

（
４
）
緒
方
富
雄
「
日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
補
遺
」
（
二
）
「
四
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
内
科
書
の
原
典
の
確
認
」
日
本
医
事
新
報
、
第
二
四
六
五

号
、
六
七
’
六
九
頁
、
昭
和
四
六
年
七
月
二
四
日
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図
２
同
、
機
械
的
医
学
論
の
優
越
性
を
論
ず
る
論
述
の
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き
ん
芯
る

函
舘
府
知
事
は
清
水
谷
公
考
で
、
府
を
亀
田
の
五
陵
廓
に
開
い
た
。

榎
本
大
鳥
ら
の
軍
は
鷲
木
港
に
上
陸
し
て
、
た
だ
ち
に
五
陵
廓
を
目
指
し
て
進
撃
を
開
始
し
た
。
官
軍
は
兵
を
出
し
て
防
戦
に
つ
と
め
た

が
、
そ
の
軍
は
わ
ず
か
に
松
前
（
松
前
氏
）
、
弘
前
（
津
軽
氏
）
、
大
野
（
土
井
氏
）
、
福
山
阿
部
氏
）
の
四
藩
兵
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
榎
本

大
鳥
ら
の
軍
に
破
れ
、
つ
い
に
清
水
谷
公
考
は
十
月
二
十
五
日
五
陵
廓
を
遁
れ
て
、
藩
兵
と
と
も
に
青
森
に
退
却
し
た
。

朝
廷
は
十
一
月
二
十
七
日
に
函
舘
追
討
の
命
を
出
し
、
清
水
谷
公
考
を
青
森
口
総
督
に
任
じ
た
。
函
舘
追
討
軍
は
根
拠
地
を
青
森
に
置
き
、

こ
こ
に
諸
藩
の
兵
を
集
結
し
、
翌
明
治
二
年
三
月
下
旬
函
舘
へ
出
撃
す
る
ま
で
、
諸
藩
の
兵
は
青
森
に
滞
留
し
た
。

白
の
末
女
八
百
で
あ
る
。

旧
幕
府
の
榎
本
武
揚
、
大
鳥
圭
介
ら
が
軍
艦
数
隻
を
率
い
て
品
川
湾
を
脱
走
し
、
北
海
道
の
鶯
木
港
に
上
陸
し
た
の
は
、
明
治
元
年
十
月
二

十
日
で
あ
っ
た
。
英
船
モ
ナ
号
に
乗
じ
て
備
後
国
鞆
の
浦
を
発
し
た
福
山
藩
の
藩
兵
も
、
同
じ
日
に
函
舘
に
到
い
た
。
阿
部
正
桓
の
率
い
る
北

征
軍
で
あ
る
。
こ
の
中
に
伊
沢
蘭
軒
の
養
孫
業
軒
が
従
軍
し
て
い
た
。

か
え

業
軒
は
藺
軒
の
長
子
榛
軒
の
女
柏
の
婿
で
、
榛
軒
の
門
人
田
中
良
安
で
あ
る
。
良
安
は
福
山
藩
の
儒
医
田
中
淳
昌
の
二
男
で
、
母
は
杉
田
玄

青
森
大
病
院
教
授
深
瀬
洋
春

伊
沢
閾
軒
覚
え
書
㈲

一

認
嘩
窄
唾
嘩
辨
嶢
ヤ
雫
電
蛙
一
膳
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
受
付

松
木

明
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藤
田
子
は
藤
田
松
軒
、
斎
木
文
礼
、
石
川
厚
安
、
天
當
亮
碩
は
い
ず
れ
も
福
山
藩
の
医
師
で
あ
る
。

一
月
二
十
七
日
の
条
に
新
城
村
病
院
と
あ
る
。
こ
れ
は
函
舘
戦
争
の
傷
病
兵
を
収
容
し
治
療
す
る
た
め
に
新
城
に
設
け
た
病
院
で
、
業
軒
が

専
ら
こ
の
病
院
を
管
理
し
、
そ
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
城
は
青
森
の
西
南
四
粁
の
地
に
あ
る
村
で
あ
る
。

広
江
氏
と
い
う
の
は
肩
書
に
建
築
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
、
多
分
こ
の
病
院
の
建
築
に
関
係
し
た
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
病
気

伊
沢
巣
軒
ま
た
福
山
藩
の
兵
と
と
も
に
青
森
に
退
き
、
十
一
月
二
日
油
川
へ
行
き
こ
こ
に
滞
留
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
鴎
外
の
史
伝

「
伊
沢
藺
軒
」
に
、
巣
軒
の
従
軍
日
誌
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
二
日
晴
午
前
よ
り
陰
油
川
村
（
相
距
る
一
里
）
へ
五
小
隊
御
差
出
し
相
成
。
自
分
並
藤
田
子
同
所
へ
出
張
被
仰
付
午
刻
青
森
出

立
、
夕
七
時
油
川
村
著
、
菊
屋
重
助
方
へ
落
著
く
。

油
川
村
一
名
大
浜
、
青
森
に
次
ぐ
埠
頭
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
従
軍
日
誌
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

「
廿
七
日
（
明
治
二
年
正
月
）
陰
夜
雨
午
刻
よ
り
新
城
村
病
院
へ
行
、
日
暮
帰
寓
」

廿
九
日
晴
広
江
氏
不
快
に
付
昨
日
よ
り
病
院
に
引
取
・

広
江
氏
通
称
繁
三
郎
、
三
十
八
歳
、
席
順
に
建
築
の
肩
書
が
あ
る
。

二
日
（
二
月
）
陰
夜
雨
斎
木
子
青
森
行
一
宿
、
広
江
病
人
相
談
也
。

三
日
雨
大
病
院
深
瀬
祥
春
来
。
広
江
一
診
。
石
川
厚
安
来
一
宿
。

十
六
日
微
晴
深
瀬
祥
春
来
。
藤
井
重
次
郎
来
飲
。
亮
碩
子
来
り
又
飲
む
。
藤
井
重
次
郎
軍
事
方
四
十
五
歳
。

一
一
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よ
っ
て
生
じ
た
誤
謬
で
あ
ろ
う
。

い
っ
た
い
ど
う
し
て
洋
春
を
祥
春
と
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

鴎
外
が
某
軒
の
遺
族
か
ら
そ
の
従
軍
日
誌
を
借
覧
し
て
、
そ
れ
を
抜
粋
し
な
が
ら
「
伊
沢
藺
軒
」
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
が
、
鴎
外
ほ
ど
の

人
が
文
字
を
見
誤
っ
て
書
き
誌
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
業
軒
の
従
軍
日
誌
に
祥
春
と
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
鴎
外
が
書
き
写
し
た
も
の
と
思
う
。
す
な
わ
ち
裳
軒
が
洋
春
を
誤
っ
て
祥
春
と
日
誌
に
記
載
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
業
軒
の
書
き
誤
り
に

が
見
出
さ
れ
た
。

に
な
っ
た
の
で
、
病
院
へ
収
容
し
た
の
で
あ
る
。

二
月
二
日
に
斎
木
文
礼
が
広
江
の
病
気
に
つ
い
て
青
森
へ
相
談
に
行
き
、
翌
三
日
大
病
院
の
深
瀬
祥
春
が
来
て
広
江
を
診
察
し
た
。
す
な
わ

ち
青
森
に
は
中
心
と
な
る
べ
き
大
病
院
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
深
獺
祥
春
は
そ
の
大
病
院
の
医
師
で
あ
っ
た
。
斎
木
文
礼
が
青
森
へ
行
っ
て
相

談
し
た
と
い
う
の
は
、
青
森
の
大
病
院
へ
行
っ
て
広
江
の
疾
病
に
つ
い
て
深
瀬
祥
春
の
来
診
を
乞
う
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
月
十
六
日
に
深
獺

祥
春
が
再
度
訪
ね
て
い
る
。
や
は
り
広
江
の
疾
病
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。

一
一
一

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
業
軒
の
従
軍
日
誌
の
中
に
深
瀬
祥
春
の
名
が
二
月
三
日
と
十
六
日
と
に
二
度
見
え
る
。
し
か
し
深
瀬
祥
春
に
つ
い
て

は
業
軒
の
従
軍
日
誌
に
も
、
ま
た
鴎
外
の
「
伊
沢
蘭
軒
」
に
も
全
く
解
説
が
な
い
。

わ
た
く
し
は
鴎
外
の
伊
沢
蘭
軒
を
読
ん
だ
時
か
ら
、
或
は
弘
前
藩
に
関
係
の
あ
る
医
師
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
た
。

た
ま
た
ま
北
海
道
の
医
史
に
つ
い
て
考
察
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
方
面
の
文
献
を
渉
猟
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
中
に
深
獺
洋
春
の
氏
名

す
な
わ
ち
、
深
瀬
祥
去

っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

深
瀬
祥
春
と
い
う
の
は
誤
謬
で
、
深
瀬
洋
春
が
正
し
く
、
函
舘
の
医
師
で
、
函
舘
戦
争
の
際
に
、
青
森
大
病
院
教
授
の
職
に
あ
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'

深
瀬
洋
春
天
保
五
年
函
舘
に
生
れ
る
。
名
は
貞
之
。
深
瀬
氏
は
代
々
羽
州
米
沢
藩
の
医
師
。
父
一
甫
の
時
函
舘
に
来
て
開
業
、
洋
春
は
そ

の
長
子
。
越
前
丸
岡
の
竹
内
玄
洞
、
下
総
佐
倉
の
佐
藤
春
海
に
学
ぶ
。
安
政
四
年
二
十
三
才
の
時
、
幕
命
を
受
け
て
桑
田
立
斎
と
と
も
に
、
蝦

夷
地
を
巡
遊
し
て
ア
イ
ヌ
に
種
痘
を
行
っ
た
。

万
延
元
年
に
函
舘
病
院
頭
取
に
挙
げ
ら
れ
、
文
久
元
年
に
は
露
領
一
一
コ
ラ
イ
ス
ク
に
赴
き
、
同
地
の
長
官
の
疾
病
を
治
療
し
た
。
明
治
元
年

十
月
幕
府
の
脱
走
軍
の
来
襲
に
際
し
、
清
水
谷
府
知
事
に
従
っ
て
青
森
に
至
り
、
官
軍
病
院
教
授
と
な
り
、
翌
二
年
七
月
病
院
が
閉
鎖
さ
れ
る

ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
八
月
函
舘
病
院
の
次
席
医
師
と
な
っ
た
が
、
四
年
函
舘
で
開
業
し
た
。
明
治
三
十
八
年
没
。
七
十
二
才
。

ま
た
そ
の
弟
の
深
瀬
鴻
堂
も
函
舘
の
医
師
と
し
て
知
ら
れ
た
。

深
瀬
鴻
堂
一
甫
の
三
男
弘
化
元
年
生
。

越
前
丸
岡
の
竹
内
玄
洞
に
学
ぶ
。
明
治
六
年
函
舘
病
院
医
師
と
な
る
。
明
治
十
年
か
ら
十
四
年
に
わ
た
る
コ
レ
ラ
流
行
に
際
し
、
治
療
予
防

に
尽
力
し
た
。
十
五
年
に
函
舘
病
院
の
二
代
の
院
長
と
な
っ
た
が
、
二
十
四
年
辞
任
。
函
舘
で
開
業
し
た
。

大
正
二
年
没
。
七
十
一
才
。

文
献

伊
沢
蘭
軒
鴎
外
全
集
著
作
篇
第
九
巻
岩
波
書
店
昭
和
二
十
七
年

函
舘
の
医
事
と
医
人
阿
部
龍
夫
無
風
帯
社
昭
和
二
十
六
年

市
立
函
舘
病
院
百
年
史
阿
部
龍
夫
無
風
帯
社
昭
和
三
十
九
年

杉
田
玄
白
の
女
八
百
緒
方
富
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
十
三
巻
三
号
昭
和
四
十
二
年
十
二
月

四

（
弘
前
市
開
業
）
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く

世
人
生
し
子
祈
二
聰
明
→
我
以
二
聰
明
幻
誤
二
一
生
む
此
語
当
年
難
二
解
得
毛
老
来
漸
覚
是
真
情
。

烟
厘
吻
罰
罐
轄
鰐
睡
祀
錘
鍵
塞
藷
鋤
鄭
繩
恥
細
一
垂
嶬
鵡
対
蕊
錬
蠅
弗
烟

巫
層
花
樹
夢
中
長
。
暮
雨
朝
雲
共
秒
だ
。
重
懐
二
往
時
一
又
如
レ
許
。
空
潤
遺
愛
有
餘
香
。

こ
れ
等
の
三
首
は
い
ず
れ
も
『
日
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
等
が
作
ら
れ
た
年
月
日
は
明
ら
か
で
な
い
。

Ｊ

送
下
木
昌
碩
縦
一
木
君
侯
一
帰
二
故
郷
上
咽く

使
君
千
騎
向
二
神
州
毛
才
子
従
陪
難
し
可
レ
留
。
来
往
寸
陰
好
須
レ
借
。
未
間
日
月
与
レ
人
遊
。

『
日
録
』
の
寛
政
十
二
年
閨
四
月
十
七
日
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
日
録
』
の
題
記
中
の
欠
字
は
『
碩
』
、
同
じ
く
第
一
句
中
の
欠
字
は

『
騎
』
で
あ
る
。
木
昌
碩
に
つ
い
て
は
未
考
。

Ｉ
一
入
二
Ｊ
Ｊ
１
ト
ー
－
１く

何
人
知
二
我
屏
→
持
贈
華
陽
雲
。
棲
レ
之
盆
中
嶽
。
珊
学
陶
憶
君
。

／
‐
、

酔
出
村
翁
宅
。
長
堤
望
二
月
崔
児
気
晴
分
二
雁
影
記
風
冷
送
二
鐘
一
見
薄
暮
林
中
暗
。
餘
霞
水
上
明
。
老
来
多
二
所
思
→
膳
立
此
時
情
。

Ｊ

題
二
盆
山
一
咽

Ｊ

偶
作
皿 Ｊ

東
郊
作
伽

「
鶉
斎
遺
稿
‐
｜
に
つ

○

い

て

ｊ
一
一
一く

誤
霊
纒
灘
華
笠
一
膳
鯛
和
四
十
六
年
十
一
月
三
十
日
受
付

大

烏

閾

三

郎

（20） 292



欠
字
は
『
之
』
、
第
四
句
（Ｊ

歳
暮
作
鰯

Ｊ
雁
〆
下
司
刊
Ｊ
１
ｌ
剣
Ｉ
ふ

中
の
『
楯
』

く

人
間
年
欲
し
蟇
。
無
三
処
不
二
喧
々
毛
官
途
殊
安
静
。
深
堪
レ
感
一
主
恩
毛
今
年
為
二
何
事
→

『
日
録
』
の
同
年
十
二
月
廿
九
日
の
項
に
見
え
る
。
『
口
録
』
記
載
の
第
二
句
の
『
辺
』

『
途
』
の
上
に
『
官
』
が
入
り
、
欠
字
は
『
殊
』
、
第
七
句
の
欠
字
は
『
居
』
。

同
日
の
条
に
見
え
る
。
『
日
録
』
記
卦Ｊ

一
成
宅
観
二
白
苛
薬
一
咄

『
日
録
』
の
同
年
五
月
五
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
第
一
句
の
『
癖
』
は
『
屏
』
。
ま
た
第
三
句
の
『
飛
』
は
『
棲
』

手
は
『
之
』
、
第
四
句
の
欠
字
は
『
億
』
。

／
１
、

誰
採
二
芙
蓉
奉
見
投
来
置
二
後
園
や
夏
天
不
二
消
尽
毛
皎
々
映
二
清
樽
毛

『
日
録
』
の
同
年
四
月
十
九
日
の
条
に
見
え
る
。
『
日
録
』
に
記
載
の
題
記
中
の
欠
字
は
『
こ
。
第
一
句
中
の
欠
字
は
『
芙
蓉
』
、
第
四
句

Ｊ

早
春
作
伽く

独
愛
園
中
物
候
新
。
朝
来
先
発
早
梅
春
。
好
違
肥
馬
軽
襄
客
。
此
地
烟
霞
不
レ
負
し
人
。

『
日
録
』
の
享
和
元
年
正
月
二
日
の
条
に
見
え
る
。
第
三
句
中
の
欠
字
は
『
違
肥
馬
』
。

ゞ
り

又 叉
ｕ／

Ｊ
１
、

少
隔
二
風
塵
一
吏
隠
家
。
庭
前
梅
柳
映
二
烟
壼
舅
非
缶

日
の
条
に
見
え
る
。
『
日
録
』
記
載
の
第
二
句
中
の

非
し
因

は
『
樽
』
ｃ

題
二
白
牡
丹
一

『
樽
』
。 ○

(129）

二
明
主
能
憐
で
老
。
何
得
迎
レ
春
甘
二
酒
茶
毛

中
の
『
樹
』
は
『
柳
』
。
第
四
句
中
の
欠
字
は
『
酒
』
。

驚
看
白
駒
過
。
閉
居
読
書
少
。
奔
走
役
し
人
多
。

は
『
処
』
、
壷
の
箇
処
は
『
不
喧
々
』
、
第
三
句
の
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○

Ｊ

余
病
危
篤
不
省
人
事
三
日
覚
後
賦
畑く

地
上
頑
仙
滴
久
哉
。
懐
し
郷
三
日
向
二
蓬
莱
毛
世
人
無
し
怪
登
レ
天
去
。
為
二
是
風
流
換
骨
来
毛

『
日
録
』
の
享
和
二
年
四
月
十
一
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
三
句
中
の
『
勿
』
は
『
無
』
、
『
道
』
は
『
怪
』
。

－
１
ゲ
Ⅱ
Ｉ
ｒ
１
１
４く

天
台
春
可
レ
賞
。
秋
後
亦
須
レ
憐
。
紅
葉
与
二
黄
葉
却
映
来
望
築
然
。

『
日
録
』
の
同
年
十
月
十
三
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
一
句
中
の
『
不
』
は
『
春
』
、
『
春
』
は
『
可
』
。

老
来
無
事
世
間
体
。
家
有
二
児
孫
不
し
識
し
愁
。
磨
疾
年
々
違
二
昔
日
毛
夜
中
眠
覚
思
悠
々
。

『
日
録
』
の
同
年
九
月
廿
六
日
の
項
に
見
え
る
。

三
三
ｒ
ｆ
ｌく

年
々
歳
々
月
相
似
。
歳
々
年
々
月
不
し
同
。
如
レ
此
中
秋
須
二
酔
尽
毛
酌
酒
清
光
満
二
盃
中
毛

『
日
録
』
の
同
年
八
月
十
五
日
の
項
に
見
え
る
。
『
口
録
』
記
載
の
第
四
句
中
の
『
晴
』
は

護

成

『
晴
』
は

試
払
二
名
花
一
白
雪
寒
。
風
前
卿
梛
不
二
順
残
屯
縦
他
席
上
無
二
清
馨
毛
叩
作
沈
香
亭
裏
看
。

『
日
録
』
の
同
年
六
月
五
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
記
載
の
第
三
句
中
の
欠
字
は
『
縦
他
』
、
第
四
句
中
の
『
宿
』
は
『
裏
』
。

Ｊ

昌
睡
令
典
叩
山

く

行
路
難
号
行
路
難
。
天
下
何
物
最
為
し
難
。
行
路
難
可
レ
馬
可
レ
船
。
人
情
難
々
し
於
レ
天
。
天
猶
可
レ
上
才
難
し
得
。
子
日
才
難
其
不
レ
然
・
孔

閥
子
弟
三
千
士
。
就
中
撰
去
七
十
賢
。
距
レ
今
星
霜
三
千
歳
。
姓
名
徴
存
竹
帛
伝
。
悉
屋
夫
子
親
教
授
。
風
化
不
し
衰
礼
薬
全
。
難
哉
人
物

Ｊ

送
三
木
公
幹
帰
二
勢
州
一
Ｍ

Ｊ

東
山
腿

同

131)

司
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実
難
修
得
。
徳
行
文
学
誰
翻
々
・
愚
老
門
下
一
三
百
。
何
幸
僅
得
一
二
客
。
勢
州
木
貞
字
公
幹
。
所
為
風
流
称
二
三
益
→
従
遊
三
年
日
間
し

奇
。
奇
字
間
尽
欲
三
何
之
記
吾
道
今
日
回
し
西
去
。
多
少
道
人
拭
目
知
。

『
日
録
』
の
同
年
同
月
十
三
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
五
句
中
の
『
方
』
は
『
才
』
、
第
八
句
中
の
欠
字
は
『
去
』
、
第
十
句

中
の
『
挫
』
は
『
姓
』
、
第
十
一
句
中
の
欠
字
は
『
悉
屋
』
、
『
説
』
は
『
親
』
、
第
十
二
句
中
の
『
教
授
』
は
第
十
一
句
へ
、
第
十
二
句
の
終
り

に
『
全
』
が
つ
く
。
第
十
三
句
の
意
は
『
全
難
哉
人
』
で
、
『
全
』
は
第
十
二
句
中
の
最
後
に
は
い
る
。
第
十
三
句
は
『
得
』
で
終
り
、
第
十

四
句
は
『
徳
』
で
始
ま
り
、
『
刷
々
』
で
終
る
。
第
十
四
句
中
の
毒
は
第
十
五
句
の
も
の
で
『
愚
老
門
下
一
三
』
と
な
り
、
『
百
』
で
終
る
。
第

十
六
句
は
『
何
』
で
始
ま
り
、
欠
字
は
『
幸
』
、
『
三
』
は
『
一
』
と
『
二
』
と
に
分
れ
、
『
客
』
で
終
る
。
第
十
七
句
は
『
勢
』
で
始
ま
り
、

そ
の
中
の
毒
は
『
公
幹
所
為
』
で
『
公
幹
』
で
切
れ
て
終
る
。
従
っ
て
第
十
八
句
は
『
所
』
で
始
ま
り
、
そ
の
中
の
欠
字
は
『
称
三
』
、
『
羨
』

は
『
益
』
。
第
十
九
句
は
『
従
』
で
始
ま
り
、
『
目
』
は
『
日
』
、
欠
字
は
『
問
』
で
、
『
奇
』
で
終
る
。
第
二
十
句
は
『
奇
』
で
始
ま
り
、
『
孚
』

は
夛
酉
、
蓋
は
『
葡
尽
欲
何
之
』
。
第
二
十
二
句
の
『
今
』
は
『
卿
』
、
欠
字
は
『
知
』
。

は
『
字
』
、
毒
は
『
問
尽
欲
何
之
』
。

７

賀
道
恕
六
十
初
度
師く

黄
橘
園
裡
蒼
胄
里
。
此
日
開
し
筵
会
二
良
友
王
家
富
不
し
空
北
海
樽
。
年
高
争
唱
南
山
寿
。

『
日
録
』
の
同
年
五
月
十
七
日
の
項
に
見
え
る
。
道
恕
に
つ
い
て
は
未
考
。
？

．
ｊ

盆
中
植
三
松
竹
与
二
万
年
青
一
因
賦
二
一
絶
一
断く

愛
此
盆
中
物
。
堅
節
将
二
情
操
や
万
年
青
不
し
変
。
其
奈
老
夫
豪
。

『
口
録
』
の
同
年
同
月
十
九
日
の
項
に
見
え
る
。

手
採
閉
庭
君
子
香
。
朝
来
附
使
レ
寄
二
高
堂
屯
此
花
不
し
似
二
梅
花
好
や
為
願
同
心
似
二
箇
匡
莞

『
日
録
』
の
同
年
七
月
十
八
口
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
所
載
』
の
第
三
句
中
の
『
及
』
は
『
似
』
。
涼
庵
に
つ
い
て
は
未
考
。

以
一
藺
花
一
贈
二
涼
庵
一

二
ｂ
ｌ
ｌ
－
１く

朝
来
附
使
レ
寄
二
高
堂
屯

n行、

1ｲノ

（23）295



中
の
『
間
』
は
『
上
』
。

く

虎
子
々
誰
・
棄
爾
夜
不
レ
仮
。
我
衰
斯
挙
能
。
仕
令
除
我
憂
。

『
日
録
』
の
同
年
十
月
廿
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
収
の
第
二
句
中
の
『
按
』
は
『
爾
』
、
『
収
』
は
『
枚
』
、
第
四
句
中
の
欠
字
は

『
仕
』
。

Ｊ

元
日
ｕｌく

古
稀
衰
老
加
一
一
新
年
屯

『
日
録
』
の
享
和
三
年

老
加
一
一
新
年
屯

“
．
’
Ⅱ
１
１
口
』

一
ヴ
ロ
ロ
ー
ロ
ニ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
０
』
三

Ｆ
卜
Ｊ
〃
葱
Ｉ
ｑ
Ⅱ
Ⅱ
《く

生
涯
知
幾
有
。
少
見
百
年
人
。
自
廃
青
雲
志
。
頻
々
避
俗
塵
。
従
他
流
俗
士
。
日
夜
往
来
喧
。
無
意
人
間
事
。
心
地
自
凄
々
老
来
殊
性

癖
。
常
負
世
上
情
。
官
途
従
無
事
。
柴
門
絶
二
送
迎
毛

「
日
録
』
の
同
年
九
月
十
五
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
一
句
中
の
『
義
』
は
『
幾
』
、
第
九
句
中
の
欠
字
は
『
殊
』
、
第
十
句

Ｊ

有
事
辞
中
秋
宴
有
し
感
酬く

懐
昔
中
秋
興
不
レ
浅
。
庚
公
楼
上
鑿
二
交
歓
壬
一
時
賓
客
今
存
少
。
今
夜
月
明
何
処
看
。

『
日
録
』
の
同
年
八
月
十
五
日
の
項
に
見
え
る
。
第
二
句
中
の
『
痩
』
は
『
庚
』
、
『
整
』
は
『
鑿
』
。

Ｊ

送
二
自
仙
一
帰
し
国
皿く

隻
涙
凄
然
下
。
如
何
此
別
離
。

奉
寿
一
家
称
二
万
年
や
総
是
園
林
春
似
レ
旧
・

の
享
和
三
年
一
月
二
日
の
項
に
見
え
る
。

，

夜
不
依
銘
伽

Ｊ

或
問
二
近
事
一
以
レ
詩
答
棚

○

縦
為
二
再
会
約
窒
哀
老
真
難
レ
期
。

児
孫
惟
有
増
一
前
年
や
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己
依
阿
堵
妙
。
苦
熱
似
二
相
亡
尭
蒲
堀
江
天
雪
。
此
翁
垂
釣
長
。

『
日
録
』
の
同
年
六
月
四
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
題
記
中
の

「
日
録
』
の
同
年
五
月
冊
日
の
項
に
見
え
る
。
自
仙
に
つ
い
て
は
未
考
。

題
一
一
霊
芝
図
一
蛾く

漠
々
商
山
頂
。
採
芝
誰
又
歌
。
即
今
入
一
図
画

『
日
録
』
の
同
年
六
月
十
八
口
の
項
に
見
え
る
。

Ｊ

』
１
コ
虫
Ｈ
一
岬
扣

自

虫
邑

採薗
芝一

誰

又（145

歌
○

／
Ｊ
１
聖

君
憐
米
家
物
。
写
出
悉
真
哉
。
試
二
将
蜀
山
木
宅
控
』
之
聞
二
其
一
見

『
日
録
』
の
同
年
六
月
十
一
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
二
句
中
の
『
成
』
は
『
哉
』
。

液
面
Ⅱく

雲
深
雨
急
月
何
明
。
徹
夜
粛
々
秋
有
し
声
。
病

『
日
録
』
の
同
年
同
月
十
九
日
の
項
に
見
え
る
。

夜

雨

病

衰
翁
投
二
老
地
毛
伏
し
枕
好
辞
し
労
。
東
海
秋
陰
合
。
西
山
爽
気
高
。
情
達
人
久
怪
。
性
癖
病
愈
豪
。
官
途
多
二
疎
獺
毛
宛
然
似
二
馬
曹
毛

『
日
録
』
の
同
年
七
月
八
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
二
句
中
の
『
臥
』
は
『
伏
』
、
第
六
句
中
の
『
通
』
は
『
愈
』
。

《
７
０
』
《
寺
川
川
Ｊ
ｎ
Ｈ
叩
Ｕ
、
ノ

１
１
１
１
、
可
伊
呵
口
Ⅱ
ふ

／
、

年
々
売
レ
薬
洛
陽
城
。
多
少
女
児
尽
識
レ
名
。

『
日
録
』
の
同
年
七
月
七
日
の
項
に
見
え
る
。

、
入

，

題
二
奇
石
図
一
山く

看
憐
米
家
物
。
写
出
悉
真

日
録
』
の
同
年
六
月
十
一

Ｊ Ｊ

題
一
雪
中
図
一
蝿
六
月
作

く

堵
妙
。
苦
熱
似
二
相
亡
尭
蒲
婦

Ｊ

病
中
吟
岬４１く

伏
し
枕
好
辞
し
労
。

・

即
今
入
一
図
画
や
懐
古
故
蹉
陀
。

項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
一
句
中
の
『
雲
』
は
『
々
』
。

客
不
レ
眠
高
枕
聴
。
意
間
蟠
蝉
促
一
一
愁
情
記

恥
見
門
前
如
レ
市
客
。
一
無
し
有
一
一
起
死
回
生
や

『
日
録
』
第
二
句
中
の
『
総
』
は
『
尽
』
、
第
三
句
中
の
『
趾
』
は
『
恥
』
。

『
画
』
は
「
図
』
。
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Ｊ

戯
代
二
阿
鶴
一
送
三
李
井
公
子
之
二
洛
陽
一
叩く

有
し
烏
々
生
二
仙
家
誼
瑞
池
水
号
珠
樹
花
。
縦
横
翔
舞
飲
且
啄
。
常
伴
二
羽
客
一
酔
二
紫
牽
毘
幸
所
し
得
二
君
賜
恩
殊
記
入
居
二
帳
内
一
出
乗
し
軒
。

芝
田
生
し
雛
凡
烏
異
。
素
羽
頂
喜
相
呼
。
金
衣
菊
裳
他
所
レ
羨
。
目
安
長
此
共
二
歓
娯
や
何
図
更
逢
沙
苑
射
。
一
飛
千
里
宿
無
し
舎
。
飛
揚
飛

降
鴫
二
九
白
圭
衰
鳴
間
し
天
昼
与
レ
夜
。
哀
離
個
賜
得
二
人
憐
→
篭
中
受
し
養
独
凄
然
。
徒
思
当
時
猴
山
駕
。
翻
翰
連
声
日
嗣
々
。
聞
君
今
宵

欲
し
向
レ
洛
。
洛
陽
雌
し
美
二
交
情
溥
や
渭
響
飛
容
無
二
労
田
尭
天
下
何
有
二
揚
州
鶴
記

『
日
録
』
の
同
年
九
月
七
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
五
句
の
第
四
宇
目
の
『
所
』
は
削
除
し
、
『
息
』
は
『
恩
』
、
第
七
句
の

『
芝
田
』
の
つ
ぎ
に
『
生
』
を
入
れ
る
。
第
十
二
句
の
『
一
』
の
つ
ぎ
に
『
飛
』
を
入
れ
、
欠
字
は
『
無
』
。

Ｊ

夢
下
与
二
宇
田
川
問
宮
二
君
一
宴
上
剛く

三
十
年
前
応
相
識
。
突
然
迎
し
我
幾
脚
し
杯
。
清
樽
未
し
尽
清
談
発
。
夜
半
鐘
声
破
レ
夢
来
。

『
日
録
』
の
同
年
十
一
月
十
七
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
一
句
中
の
『
来
』
は
『
前
一
、
第
二
句
巾
の
『
夷
』
は
『
脚
』
、
第

三
句
中
の
『
尊
』
は
『
樽
』
。

『
日
録
』
の
同
年
十
一

即
中
の
『
尊
』
は
『
樽

・
１
Ｊ
『
０
．
ｊ
Ｊ
壺
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｐ
』
ト
ｒ
Ｆ
Ｆ
卜
に
ノ
イ
ー
Ｌく

憐
此
江
南
樹
。
清
香
移
得
新
。
不
し
侍
二
駅
使
至
毛

『
日
録
』
の
同
年
十
二
月
十
六
日
の
項
に
見
え
る
。

Ｊ

護
成
皿く

青
雲
志
断
意
初
閑
。

『
日
録
』
の
同
年
同
月

断
意
初
閖
。

Ｊ

道
恕
宅
席
上
賦
贈
唖

照
鏡
驚
見
衰
老
顔
。
未
し
遂
神
門
掛
し
冠
去
。
干
今
猶
住
市
朝
間
。

の
同
年
同
月
同
日
の
項
に
見
え
る
。

○

〆

先
報
万
年
春
。

道
恕
に
つ
い
て
は
未
考
。
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『
好
』
。 人

世
三
万
六
千
日
。
己
過
二
万
七
千
余
。
山
花
水
月
倶
無
し
改
。
親
友
年
々
多
不
レ
如
・

『
日
録
』
の
文
化
元
年
一
月
五
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
一
句
中
の
『
舟
』
は
『
世
』
。

／
１
足

暁
天
眠
覚
再
難
眠
。
擁
し
褐
畏
聞
雨
雪
寒
。
積
素
不
〉
知
深
幾
許
。
好
迎
二
朝
日
一
推
し
恵
看
。

『
日
録
』
の
同
年
一
月
六
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
三
句
中
の
『
染
』
は
『
深
』
、
『
度
』
は
『
許
』
、
第
四
句
の
『
奴
』
は

Ｊ

篠
崎
公
銀
錠
包
中
得
二
大
貴
画
像
一
為
し
頌
日
鰯く

神
維
太
貴
。
其
名
不
レ
空
。
現
在
君
手
。
福
禄
無
し
窮
。

『
日
録
』
の
同
年
同
月
廿
一
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
題
記
中
の
『
日
』
は
『
日
』
。
篠
崎
公
に
つ
い
て
は
未
考
。

説
道
当
年
李
太
白
。
明
朝
有
し
意
抱
レ
琴
来
。
憐
君
不
レ
負
二
千
秋
約
記
一
曲
高
歌
又
勧
杯
。

『
日
録
』
の
同
年
三
月
十
一
日
の
項
に
見
え
る
。

Ｊ

応
二
勝
山
老
侯
需
一
題
二
浦
島
垂
釣
図
一
町く

紅
顔
不
し
改
緑
頭
仙
。
終
日
依
然
釣
三
海
天
→
霊
亀
釣
来
何
所
レ
用
。
万
年
奉
レ
寿
老
侯
前
。

『
日
録
』
の
同
年
同
月
十
二
口
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
題
記
中
の
『
舘
』
は
『
勝
』
。
第
一
句
中
の
欠
字
は
『
仙
』
。

『
日
録
』
の
同
年
同
月
十
二
口
（，

送
二
木
氏
之
レ
郷
一
剛く

君
採
陽
泉
茶
。
帰
し
郷
幾
度
煎
。
渭
風
生
習
々
。
七
椀
至
二
神
仙
如

『
日
録
』
の
同
年
四
月
八
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
題
記
『
送
木
栄
口
』
は
『
送
木
氏
之
郷
』
で
あ
る
。
木
氏
に
つ
い
て
は
未

ｊ

雪
夜
吟
剛

応
二
人
需
一
題
二
琴
嚢
一

ニ
ョ
エ
月
壱
三
←

元
日
口
号

1ﾌ3）

（
Ｕ

明
朝
有
し
意
抱
レ
琴
来
。

56）
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考
0

／
、

不
朽
文
今
不
昧
心
。
文
章
変
態
有
二
古
今
屯
斯
心
何
物
同
与
レ
異
。
人
人
所
志
或
浅
深
。
丈
夫
落
々
宜
し
有
し
為
。
不
し
為
二
良
相
一
為
二
良
医
記

良
医
断
々
無
二
他
技
毛
預
知
順
逆
不
レ
用
し
疑
。
欲
し
吐
吐
今
欲
し
下
下
。
従
レ
症
調
し
薬
治
二
患
者
屯
其
道
由
来
檗
如
レ
此
。
廃
者
多
成
者
少
也
。

忍
藩
秋
子
才
刷
々
・
更
陪
二
侯
駕
一
万
里
天
。
好
向
二
浪
花
一
対
二
病
客
弛
施
治
日
無
し
達
自
然
や

『
日
録
』
の
同
年
同
月
廿
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
題
記
中
の
『
蔵
』
は
『
竜
』
。
第
一
句
中
の
欠
字
は
『
文
』
、
第
三
句
中
の

『
為
』
は
『
物
』
。
秋
春
竜
に
つ
い
て
は
未
考
。

く

黄
梅
雨
細
墨
河
浜
。
庭
樹
花
々
積
翠
新
。
老
去
長
孫
繕
続
命
。

『
日
録
』
の
同
年
五
月
五
日
の
項
に
見
え
る
。

『
日
録
』
の
同
年
同
月
廿
一

Ｊ

五
月
五
口
血

Ｊ

偶
作
血く

門
対
二
紅
塵
一
吏
隠
家
。

七
十
年
来
世
路
難
。
勾

誰
知
官
途
倦
遊
人
。
信

近
来
多
蛎
苦
二
逢
迎
毛

負
郭
田
園
買
得
新
。
垂

。

、
１
券
ｒ
卜
、
可
弘
一
室
生
二
Ｆ
Ｐ
一
脈
ト
ー
』
ぐ
１
１
▲く

十
里
風
雷
動
。
電
光
射
し
眼
来
。
願
和
天
地
気
。
早
此
得
二
快
哉
→

日
録
』
の
同
年
同
月
廿
一
日
の
項
に
見
え
る
。

Ｊ

途
中
遇
一
雷
雨
一
剛

Ｊ

送
言
萩
春
竜
之
一
浪
華
一
畑

久
愁
丘
堅
隔
二
煙
壼
島
人
生
適
意
能
須
貴
。
何
与
紛
々
長
者
車
。

経
過
未
し
脱
厭
二
衣
冠
印
人
間
大
薬
何
為
し
是
。
無
ン
宜
三
浪
跡
釣
二
江
干
至

偏
恥
折
し
腰
対
し
客
頻
。
老
去
筋
強
自
難
レ
屈
・
逃
し
名
将
レ
学
二
陶
令
貧
屯

老
惰
愈
違
世
上
情
。
好
擬
梁
鴻
出
し
関
去
。
欲
し
歌
五
憶
一
難
し
成
。

老
来
槐
恥
住
二
風
塵
→
何
時
冠
掛
二
神
門
一
去
。
終
日
綱
耕
伴
二
野
人
の

閉
居
自
傲
独
醒
人
。
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『
日
録
』
の
同
年
同
月

一
句
中
の
『
離
』
は
『
難

七
句
中
の
欠
字
は
『
得
』
。Ｊ

護
成
咄く

年
々
請
参
幾
家
迎
。

『
日
録
』
の
同
年
六
月

『
何
』
、
『
好
』
は
『
常
』
。

の
同
年
同
月

参
幾
家
迎
。

『
日
録
』
の
同
年
七
月
廿
三
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
一
行
目
の
題
記
は
『
箱
』
で
終
り
、
『
生
』
よ
り
第
一
句
が
始
ま
り
、

『
世
』
で
終
る
。
第
二
句
は
『
経
』
で
始
ま
り
、
第
二
行
目
の
『
秋
』
で
終
る
。
第
三
句
は
『
昨
』
で
始
ま
り
、
『
是
』
で
終
る
。
第
四
句
は

『
人
』
で
始
ま
り
、
『
体
』
で
終
る
。
第
五
句
は
『
余
』
で
始
ま
り
、
『
歳
』
で
終
る
。
第
六
句
は
『
宜
』
で
始
ま
り
、
『
流
』
で
終
り
。
第
七

句
は
『
青
』
で
始
ま
り
、
『
海
』
で
終
り
、
『
山
』
の
つ
ぎ
に
『
与
』
を
入
れ
る
。
第
八
句
は
『
四
』
で
始
ま
り
、
『
求
』
で
終
り
、
『
於
』
は

『
移
』
。
第
九
句
は
『
不
』
で
始
ま
り
、
『
至
』
で
終
る
。

『
移
』
。
第
九
句
は
『
不
』
で
仏Ｊ

題
一
疏
璃
屏
一
師く

風
吹
燈
不
乱
。
雲
密
月
明
疎
。
若
使
一
武
秋
在
や
心
情
不
二
敢
苛
→

『
日
録
』
の
同
年
同
月
同
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
三
句
中
の
『
狄
』
は
『
秋
』
。

Ｊ

八
月
既
望
投
清
曠
楼
以
詩
代
記
蠅く

題
二
行
箱
一
剛く

生
長
太
平
世
。
経
過
七
十

老
将
レ
至
・
到
処
即
漏
州
。

廿
七
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
三
句
中
の
『
順
』
は
『
須
』
、
第
十
句
中
の
『
趾
』
は
『
恥
』
、
第
十

離
』
は
『
難
』
、
欠
字
は
『
屈
』
。
第
十
四
句
中
の
欠
字
は
『
世
上
』
、
第
十
六
句
中
の
『
億
』
は
『
億
』
、
『
雛
』
は
『
難
』
。
第
十

字
は
『
得
』
。
第
十
八
句
中
の
『
阯
』
は
『
恥
』
。

病
客
相
逢
説
二
我
々
易
非
レ
有
一
従
来
神
助
在
垂
依
然
何
常
得
二
回
生
印

の
同
年
六
月
六
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
一
句
中
の
『
薬
』
は
『
参
』
。
第
四
句
中
の
『
何
』
は
『
然
』
、
『
常
』
は

う

回
ｊ
牡

牙
一
や
叩く

経
過
七
十
秋
。
昨
非
且
今
是
。
人
間
百
事
体
。
余
命
存
一
幾
歳
や
宜
日
耽
一
風
流
屯
青
山
与
二
蒼
海
→
四
時
移
し
居
求
。
不
知
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『
日
録
』
の
同
年
九
月
六

四
句
中
の
『
杯
』
は
『
酒
』
。

題
二
蓬
莱
図
一

仙
峯
載
二
篭
北
見
移
去
里

『
日
録
』
の
同
年
十
二
月

の
同
年
九
月
六

「
三
ｑ
ｌ
４く

梅
林
残
雪
旧
年
余
。
春
早
梯
抱
猶
未
し
除
。
宿
志
従
来
好
正
遂
。
烟
霞
深
所
伴
二
樵
漁
毛

『
日
録
』
の
同
年
同
月
同
日
の
項
に
見
え
る
。

又雪
旧
年
余
。
春
早
梯
抱
猶
未
し
除
。

の
同
年
同
月
同
日
の
項
に
見
え
る
。

Ｊ

早
春
作
蠅く

先
生
垂
柳
報
二
青
春
毛
艤
掛
二
黄
絲
一
色
自
新
。
漸
恥
五
斗
辞
未
一
遂
。
依
然
折
腰
路
傍
人
。

『
日
録
』
の
文
化
二
年
正
月
二
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
三
句
中
の
『
恥
』
は
『
恥
』
、
『
得
』
は
『
遂
』
。

美
。
乗
し
興
把
レ
泗

落
。
海
郷
朝
日
残

額
不
し
空
清
曠
名
。

海
上
新
築
清
曠
楼
。
楼
成
非
し
臨
二
大
海
流
壬
維
時
八
月
既
望
夜
。
海
天
相
接
水
悠
々
・
東
方
何
物
光
先
動
。
一
条
金
波
万
里
浮
。
漸
似
破

鏡
雲
間
質
。
忽
如
明
鏡
掛
二
清
秋
や
袖
浦
人
家
次
第
見
。
砂
村
林
樹
篭
且
幽
。
漁
火
光
没
何
所
在
。
月
中
洲
出
一
片
舟
、
此
地
風
光
如
レ
許

美
。
乗
し
興
把
レ
酒
暫
不
し
止
。
一
杯
々
々
酔
如
泥
。
僚
然
不
し
知
筒
レ
几
睡
。
偶
間
請
寺
伝
二
鐘
一
見
覚
来
驚
見
天
将
レ
明
。
昨
夜
明
月
西
山

落
。
海
郷
朝
日
残
夜
生
。
豆
相
猶
隔
蒼
烟
暗
。
房
総
近
映
紅
霞
横
。
南
去
北
来
布
帆
影
。
各
自
涯
々
得
し
風
軽
。
夜
色
朝
光
両
可
レ
愛
。
扁

Ｊ

向
口
遣
叩く

Ｊ

題
二
蓬
莱
図
一
Ｗく

二
篭
北
見
移
去
置
二
君
家
如
露
彼
気
嵐
気
。

の
同
年
十
二
月
十
五
日
の
項
に
見
え
る
。

日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
二
句
中
の
『
登
』
は
『
非
』
。
第
十
二
句
中
の
『
対
』
は
『
出
』
、
第
十

69）

○

長
成
五
彩
雲
。
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１
１
ｑ

鴻
雁
何
為
向
し
北
飛
。
応
知
春
色
故
郷
達
。
満
林
花
落
融
々
散
。
風
雪
誤
来
去
又
帰
。

『
日
録
』
の
同
年
三
月
四
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
三
句
中
の
『
潮
』
は
『
藤
』
。
第
四
句
中
の
『
喚
』
は
『
誤
』
。

（
詩
の
部
終
り
）

／
‘
、

遊
子
迎
レ
春
水
沢
還
。
烟
霞
行
映
客
中
顔
。
業
成
歳
月
帰
し
家
咲
。
白
駒
頻
過
白
駒
山
。

『
日
録
』
の
同
年
同
月
八
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
の
題
記
中
の
高
玄
斎
は
高
野
長
英
の
養
父
の
高
野
玄
斎
。

『
日
録
』
の
同
年
同
月
八
日
の
項
に
日Ｊ

饒
到
別
高
玄
斎
帰
陣
郷
一
皿

二
万
六
千
十
六
日
。
生
来
経
過
至
二
今
日
記
多
少
是
非
無
二
人
知
や
自
知
万
事
一
難
必
＠

日
録
』
の
同
年
同
月
八
日
の
項
に
見
え
る
。

Ｊ

帰
雁
皿
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そ
の
一
は
明
治
十
一
年
五
月
に
解
剖
が
行
わ
れ
た
大
鹿
房
之
助
で
あ
る
。
墓
碑
は
筆
者
が
調
査
す
る
直
前
に
新
た
に
建
立
さ
れ
た
無
縁
塔
の

基
石
と
し
て
埋
葬
さ
れ
、
現
在
は
も
う
調
査
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
以
前
に
こ
れ
を
調
査
し
た
青
森
県
立
図
書
館
の
小
笠
原
二
郎
氏
に
よ
れ

ば
、
碑
面
に
は
「
病
躰
解
剖
大
鹿
房
之
助
墓
」
、
側
面
に
「
青
森
病
院
長
松
沢
元
貞
、
弘
前
病
院
長
中
村
良
益
明
治
十
一
年
五
月
三

十
一
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
の
銘
文
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
青
森
監
獄
の
囚
人
で
病
残
し
た
た
め
、
当
時
公

立
青
森
病
院
の
院
長
で
あ
っ
た
松
沢
元
貞
ら
を
中
心
と
し
て
解
剖
を
行
な
い
、
青
森
近
辺
の
医
師
に
供
覧
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
五
月
三

十
一
日
」
と
あ
る
の
は
碑
の
建
立
日
で
あ
り
、
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
少
し
以
前
に
解
剖
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
二
は
明
治
十
八
年
七
月
二
十
三
日
に
青
森
で
解
剖
さ
れ
た
「
升
村
辰
蔵
」
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
証
す
る
墓
碑
は
写
真
の
如
く
無
縁
塔

（
１
）

津
軽
に
お
け
る
人
体
解
剖
の
事
蹟
と
し
て
、
文
化
九
年
弘
前
で
の
米
次
郎
の
解
剖
、
明
治
二
年
青
森
で
の
市
太
郎
の
解
剖
、
明
治
十
九
年
弘

前
で
の
小
山
内
ス
ミ
の
解
剖
の
三
件
が
判
明
し
て
い
る
。

今
回
青
森
市
三
内
霊
園
の
無
縁
墓
碑
の
改
装
に
際
し
て
新
た
に
二
件
の
人
体
解
剖
を
実
証
す
る
墓
碑
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
簡
明
に

誌
し
て
前
槁
の
補
遺
と
し
た
い
。

津
軽
に
お
け
る
人
体
解
剖
の
事
蹟

一
一

一

(二）

銀
蕊
鱸
蝿
鶏
誕
一
罐
昭
和
四
十
六
年
八
月
二
十
日
受
付

松
木
明
知
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（
２
）
（
３
）

大
鹿
房
之
助
、
升
村
辰
蔵
の
解
剖
を
行
っ
て
い
る
松
沢
元
貞
は
静
岡
の
出
身
で
弘
化
三
年
生
れ
。
文
久
二
年
開
成
校
に
入
学
し
、
明
治
二
年

に
は
東
京
大
学
東
校
に
入
学
し
て
西
洋
医
学
を
学
び
、
同
九
年
卒
業
し
た
。
直
ち
に
東
京
府
下
の
病
院
に
勤
務
し
、
翌
十
年
乞
わ
れ
て
公
立
青

森
病
院
長
と
し
て
来
県
し
た
。
明
治
十
五
年
に
準
医
学
士
、
二
十
年
に
は
医
学
士
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
二
十
一
年
病
を
得
て
東
京
に
帰
り
十
月

九
日
牛
込
の
自
宅
で
段
し
た
。
享
年
四
十
三
才
。
公
立
青
森
病
院
に
在
任
中
、
老
若
男
女
、
貴
賤
を
問
わ
ず
、
時
に
は
私
財
を
投
げ
う
っ
て
患

者
の
診
療
に
没
頭
し
、
そ
の
卓
越
せ
る
医
術
と
相
俟
っ
て
非
常
な
名
声
を
得
、
治
を
請
う
者
は
引
き
も
切
ら
ず
近
県
及
び
遠
く
北
海
道
か
ら
も

踵
を
接
し
て
青
森
病
院
を
訪
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

元
貞
は
西
洋
医
学
を
正
規
に
学
ん
で
来
県
し
た
最
初
の
医
師
で
あ
り
、
単
に
病
者
の
診
察
治
療
に
の
み
精
励
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
前
述

の
如
く
機
会
を
得
て
は
人
体
解
剖
を
行
っ
て
県
内
の
医
師
に
供
覧
し
、
そ
の
医
学
及
び
医
術
水
準
の
向
上
に
尽
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。

蹄
瓢
藩
濁
濁
澱
蕊
離
撚
乳
壗
蕊
輔
蕊
溺
謝
聯

三

舛村辰蔵の墓

の
向
っ
て
右
下
段
に
見
ら
れ
る
が
、
左
右
の
墓
石
の
た
め
側
面
の
文
字

は
解
読
不
能
で
あ
る
。
墓
碑
は
高
さ
約
五
五
ｍ
で
碑
面
に
「
升
村
辰
蔵

之
碑
」
と
あ
り
、
そ
の
左
右
に
「
明
治
十
八
年
七
月
廿
三
日
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
側
面
か
ら
後
面
に
か
け
て
解
剖
を
行
っ
た
事
由
を
記
し
て

い
る
が
、
大
意
を
示
す
と
、
青
森
監
獄
の
囚
人
で
あ
っ
た
升
村
は
梅
毒

で
病
死
し
た
の
で
遺
言
に
よ
り
解
剖
に
付
し
学
術
研
究
の
資
に
供
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
解
剖
執
刀
者
は
「
大
鹿
房
之
助
」
と
同
じ
く
青
森
病

院
長
の
松
沢
元
貞
ら
で
あ
っ
た
。
松
沢
ら
は
辰
蔵
の
霊
を
弔
う
た
め
、

翌
十
九
年
五
月
そ
の
碑
を
建
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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明
治
十
年
二
月
に
は
弘
前
に
も
公
立
医
学
病
院
が
設
置
さ
れ
、
東
京
医
学
校
卒
業
の
中
村
良
益
を
鴫
し
て
院
長
と
し
、
医
学
教
育
の
他
内
外

諸
科
の
治
療
を
開
始
し
入
院
の
求
め
に
も
応
じ
た
。
中
村
院
長
は
毎
月
二
回
青
森
病
院
に
も
出
張
し
患
者
の
診
療
に
当
っ
た
。
「
大
鹿
房
之
助
」

の
墓
碑
に
「
松
沢
元
貞
」
と
「
中
村
良
益
」
の
両
名
の
名
前
が
彫
ら
れ
て
い
る
理
由
も
こ
れ
に
よ
っ
て
容
易
に
理
解
さ
れ
、
青
森
・
弘
前
の
両

病
院
の
間
に
頻
繁
な
交
流
が
あ
り
、
例
え
ば
人
体
解
剖
の
如
き
な
ど
も
互
に
協
力
し
て
行
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四

（
４
４
）

公
立
青
森
病
院
が
設
立
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
青
森
に
は
明
治
五
年
に
「
治
療
所
」
が
あ
り
、
元
斗

南
某
の
士
族
の
治
療
を
県
費
で
行
な
い
、
同
年
八
月
に
は
青
森
大
町
に
私
立
の
「
会
社
病
院
」
が
設
け
ら
れ
た
。

公
立
青
森
病
院
は
茨
城
県
出
身
の
西
秋
雄
を
初
代
院
長
に
、
窪
川
文
畦
（
青
森
県
）
、
三
上
鹿
造
胃
森
県
）
、
山
本
珠
川
（
青
森
県
）
、
伊
東
元

格
（
岩
手
県
）
の
各
医
員
を
擁
し
て
青
森
の
浜
町
に
設
け
ら
れ
た
。
診
察
時
間
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
入
院
に
も

応
需
し
入
院
費
用
は
一
日
上
等
で
三
十
銭
、
下
等
で
二
十
五
銭
で
あ
っ
た
。

明
治
九
年
十
二
月
に
は
県
庁
は
県
民
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
県
内
に
は
良
医
が
少
な
く
、
罹
病
の
際
遠
く
県
外
に
ま
で
良
医
を
求
め
ね
ば
な

ら
な
く
、
衛
生
上
不
行
届
で
あ
っ
た
が
、
今
回
更
に
良
医
を
招
聰
し
て
病
院
の
充
実
に
務
め
、
弘
前
に
も
公
立
病
院
を
設
置
す
る
の
で
、
罹
患

の
際
は
両
病
院
に
て
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
通
達
を
出
し
た
。

松
沢
元
貞
が
来
県
し
院
長
に
就
任
し
た
の
は
明
治
十
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
右
に
述
べ
た
公
立
病
院
充
実
策
の
一
環
と
し
て
東
京
か
ら
招
か
れ

元
貞
の
十
年
間
に
わ
た
る
青
森
病
院
長
と
し
て
本
県
の
医
学
向
上
に
対
す
る
功
績
は
極
め
て
顕
著
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
明
治
二
十
三

年
五
月
、
知
友
ら
が
長
く
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
青
森
合
浦
公
園
内
に
侍
医
局
長
、
陸
軍
軍
医
監
池
田
謙
斎
の
撰
に
な
る
記
念
碑
を
建
立

し
た
。
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〈
行
、
）

明
治
十
一
年
に
施
行
さ
れ
た
大
鹿
房
之
助
の
解
剖
が
青
森
に
お
け
る
人
体
解
剖
の
第
一
例
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り

で
あ
る
。
す
で
に
筆
者
が
述
べ
た
如
く
、
明
治
二
年
一
月
十
九
日
函
館
戦
争
の
最
中
に
幕
府
方
の
ス
パ
イ
市
太
郎
が
捕
え
ら
れ
て
斬
首
の
刑
に

処
せ
ら
れ
、
そ
の
屍
体
を
福
山
藩
の
伊
沢
裳
軒
、
斎
木
文
礼
、
藤
田
松
軒
ら
が
解
剖
し
た
事
実
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
ハ

青
森
市
三
内
霊
園
の
無
縁
墓
地
の
改
装
に
際
し
て
発
見
さ
れ
た
墓
碑
に
よ
っ
て
、
明
治
十
一
年
及
び
明
治
十
八
年
青
森
に
お
い
て
学
術
を
目

的
と
し
た
人
体
解
剖
が
公
立
青
森
病
院
長
松
沢
元
貞
ら
を
中
心
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
墓
石
の
一
つ
は
改
装
に
よ
っ
て
新
ら
し
く

建
立
さ
れ
た
無
縁
塔
の
墓
石
と
し
て
埋
葬
さ
れ
最
早
調
査
不
可
能
と
な
っ
た
。
他
に
墓
石
と
な
し
う
る
碑
文
不
明
の
墓
碑
が
多
く
あ
り
な
が

ら
、
本
県
の
医
学
史
上
有
益
な
資
料
と
も
な
る
墓
碑
が
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
は
甚
だ
残
念
で
あ
り
、
工
事
関
係
者
の
注
意
を
促
し
た
い
。

掴
筆
す
る
に
際
し
て
種
々
御
教
示
を
戴
い
た
青
森
県
立
図
書
館
の
小
笠
原
二
郎
氏
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

文
献

松
本
明
知
津
軽
に
お
け
る
人
体
解
剖
の
事
蹟
、
日
本
医
史
学
雑
誌
第
十
三
巻
二
号
、
昭
和
四
十
二
年
四
月

青
森
市
合
浦
公
園
内
「
故
医
学
士
松
沢
元
貞
君
之
碑
」

鉄
門
倶
楽
部
鉄
門
倶
楽
部
会
員
氏
名
録
、
東
京
大
学
鉄
門
倶
楽
部
昭
和
四
十
四
年

青
森
県
史
第
一
’
五
巻
、
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
’
四
十
四
年
八
月

東
奥
日
報
夕
刊
昭
和
四
十
六
年
一
月
八
日

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

五
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（
１
）

筆
者
が
「
青
森
県
に
お
け
る
種
痘
の
歴
史
」
を
発
表
し
た
際
、
青
森
県
八
一
戸
地
方
の
種
痘
史
に
つ
い
て
は
史
料
が
な
く
未
解
決
で
あ
り
、
新

の
史
料
の
出
現
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

最
近
江
戸
末
期
か
ら
八
戸
地
方
に
在
住
し
た
近
江
商
人
大
岡
長
兵
衛
の
天
保
九
年
か
ら
明
治
五
年
ま
で
の
三
十
五
年
間
の
日
記
「
多
志
南
美

草
」
が
公
刊
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
通
読
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
中
に
八
戸
地
方
の
種
痘
史
に
関
す
る
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
紹

介
し
拙
稿
の
楠
と
し
た
い
。

２

「
多
志
南
美
草
」
（
全
五
十
誉
は
大
岡
長
兵
衛
の
耳
目
に
触
れ
た
事
柄
を
細
大
漏
ら
さ
ず
記
載
し
た
も
の
で
、
地
方
史
的
価
値
は
非
常
に
大

で
あ
る
。
そ
の
元
治
二
年
三
月
末
日
の
項
に
左
の
如
く
あ
る
。

当
春
は
萢
瘡
流
行
の
咄
合
も
あ
れ
共
、
未
だ
其
病
む
者
を
見
ざ
る
の
此
頃
に
至
て
縁
類
懇
意
の
方
に
も
出
来
け
る
故
、
夫
々
の
見
舞
も
の

等
に
て
見
聞
有
。
一
体
古
来
よ
り
、
七
年
目
に
は
か
な
ら
ず
流
行
来
る
の
事
に
定
あ
る
故
、
其
順
な
れ
ば
、
昨
年
流
行
る
べ
き
処
、
近
国
に

は
ち
ら
ほ
ら
有
な
が
ら
、
当
処
に
て
病
む
者
な
し
。
是
を
手
植
庖
瘡
と
い
ふ
も
の
大
に
流
行
し
て
、
一
人
前
金
弐
朱
位
の
謝
礼
な
り
。
こ
の

工
面
出
来
る
程
の
者
は
、
我
人
共
、
是
を
信
用
せ
り
。
此
事
を
庖
瘡
の
方
に
て
承
知
有
。
さ
れ
ば
宿
る
べ
き
処
も
不
自
由
な
る
べ
し
と
、
斯

青
森
県
八
戸
地
方
の
種
痘
史
に
関
す
る
一
史
料

1

譲
率
僅
灘
鶏
迩
一
膳
嬬
和
四
十
六
年
七
月
十
九
日
受
付

松
木
明
知
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３

右
の
記
載
は
具
体
的
に
種
痘
医
の
名
前
や
種
痘
の
人
数
な
ど
を
掲
げ
て
は
い
な
い
が
、
当
時
種
痘
法
は
「
手
植
抱
瘡
」
又
は
「
植
萢
瘡
」
と

称
せ
ら
れ
、
料
金
は
一
人
二
朱
位
で
あ
り
、
さ
ら
に
元
治
二
年
の
春
に
は
予
想
さ
れ
た
痘
瘡
の
大
流
行
な
種
痘
に
施
行
に
よ
っ
て
見
ら
れ
な
か

は
延
引
致
も
の
か
な
ど
戯
れ
噂
し
て
罷
在
処
嚥
漸
に
て
流
行
出
し
こ
の
頃
、
処
々
に
有
と
い
へ
共
、
か
の
植
庖
瘡
の
為
に
、
先
年
の
十
分
の

一
も
な
し
。
是
も
又
希
有
事
に
あ
ら
ず
や
。
或
処
に
庖
瘡
神
の
宮
居
有
。
鳩
部
屋
の
如
く
四
方
に
穴
を
明
た
り
。
楡
に
似
て
色
は
火
の
如
く

な
る
獣
に
て
、
幾
千
万
と
も
其
数
を
知
ら
ず
。
此
穴
よ
り
出
入
す
る
。
世
界
に
庖
瘡
流
行
る
時
は
此
獣
減
少
す
る
と
い
ふ
。
其
形
さ
だ
か
に

見
ゆ
る
事
な
し
。
従
来
早
き
事
、
矢
を
射
る
に
似
た
り
。
昔
神
護
慶
雲
八
年
、
始
て
我
朝
に
伝
来
し
て
、
藤
原
の
武
智
麿
、
房
前
、
宇
合
、

式
部
卿
、
兄
弟
四
人
一
度
に
誓
言
し
む
ふ
。
是
運
気
の
日
行
は
る
る
時
、
其
父
母
交
合
す
れ
ば
、
呼
吸
に
運
勢
の
火
を
ふ
れ
て
、
一
偏
を
入

る
処
、
其
神
に
付
て
、
内
に
と
ど
ま
り
形
躰
と
成
。
長
ず
る
と
い
へ
共
、
尚
内
に
つ
つ
み
同
気
の
連
火
行
わ
る
る
時
、
同
類
に
感
じ
て
引
出

さ
れ
、
其
気
天
に
か
え
る
と
な
ん
。
又
或
書
に
、
後
漢
の
光
武
帝
建
武
年
中
に
、
南
陽
の
戎
を
征
伐
有
り
し
時
、
盧
地
の
毒
気
に
触
、
軍
卒

多
く
此
瘡
を
伝
染
し
て
中
国
に
始
て
流
行
せ
り
。
故
に
虜
と
名
付
く
。
又
は
天
行
病
に
も
等
し
け
れ
ば
、
天
瘡
と
も
い
ふ
。
幼
よ
り
老
に
至

る
ま
で
一
度
病
め
ば
其
病
め
る
者
再
此
瘡
を
発
す
る
事
な
き
を
以
、
百
才
瘡
と
も
い
ふ
。
其
形
鋺
豆
に
似
な
る
を
以
、
碗
豆
瘡
（
エ
ン
ヅ
）

と
も
又
略
し
て
豆
瘡
と
も
唱
え
、
其
赤
を
貴
む
、
紫
と
黒
き
を
忌
む
。
此
瘡
は
外
の
瘡
と
異
に
し
て
三
日
に
一
変
し
、
先
始
は
発
熱
、
三
日

出
豆
、
三
日
貫
膿
、
三
日
権
醤
、
是
安
数
也
。
軽
き
症
は
三
五
の
十
五
日
に
て
大
概
治
し
、
重
き
は
三
十
日
乃
至
五
十
日
も
長
び
き
、
難
治

の
痘
に
至
て
は
扁
鵲
、
仲
景
と
い
ふ
共
、
救
ふ
事
能
は
ず
と
承
る
。
是
我
朝
の
痘
瘡
也
、
天
平
七
年
の
春
、
筑
紫
よ
り
始
て
流
行
の
聖
武
天

皇
の
御
宇
か
よ
と
。
か
か
れ
ば
、
其
年
の
数
は
莫
大
な
り
。
人
一
代
に
一
度
は
是
非
病
め
る
事
覚
悟
有
。
子
供
衆
の
大
役
、
親
た
る
も
の
の

心
配
也
。
其
遁
る
る
事
な
き
を
以
、
麻
疹
八
十
に
、
庖
瘡
六
十
と
は
、
古
来
よ
り
の
通
言
な
り
。
然
る
に
近
年
植
庖
瘡
流
行
し
て
、
此
度
の

流
行
に
も
、
植
た
る
分
は
追
れ
た
り
、
さ
れ
ば
此
次
の
順
に
は
、
み
な
み
な
植
立
病
む
も
の
一
人
も
有
間
敷
哉
と
人
々
い
ひ
あ
へ
り
。
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天
保
九
年
か
ら
八
戸
地
方
の
事
蹟
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
、
災
異
を
含
む
疫
病
の
流
行
に
つ
い
て
も
、
安
政
五
年
、
文
久
二
年
の
江
戸
の
コ

レ
ラ
流
行
の
対
策
や
文
久
二
年
七
月
八
戸
地
方
の
麻
疹
流
行
に
も
言
及
し
て
い
る
。

痘
瘡
や
麻
疹
は
当
時
最
も
頻
繁
に
椙
撒
を
極
め
た
疫
病
で
あ
り
、
一
旦
流
行
す
れ
ば
病
段
す
る
者
も
決
し
て
勘
く
な
か
つ
た
た
め
、
こ
れ
ら

の
流
行
は
一
大
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
元
治
二
年
以
前
に
種
痘
法
が
八
戸
地
方
に
伝
播
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
記
載
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
る
。

種
痘
医
に
つ
い
て
も
当
時
の
津
軽
南
部
両
藩
の
関
係
か
ら
考
え
て
、
津
軽
藩
の
医
師
が
行
っ
た
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
盛
岡
方
面
か
ら
来

八
し
て
種
痘
を
行
っ
た
と
す
る
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
の
段
階
で
は
青
森
県
八
戸
地
方
の
種
痘
の
起
原
に
つ
い
て
は
一
応
元
治
二
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

》
つ
０ っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

手
植
痘
瘡
と
い
ふ
も
の
、

文
献

（
１
）
松
木
明
知
青
森
県
に
お
け
る
種
痘
の
歴
史
日
本
医
史
学
雑
誌
第
十
四
巻
一
号
、
昭
和
四
十
三
年
五
月

大
に
流
行
し
て
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
応
相
間
の
人
数
を
対
象
に
種
痘
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）
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日
（
年
次
不
明
）
七
月
二
日
（
封
筒
宛
名
）
駿
府
梅
屋
町
戸
塚
柳
斎
様
要

戸
塚
芳
男

用
言
、
江
戸
戸
塚
静
海
七
月
二
日
出

柳
斎
兄
侍
史
静
海
拝

目
本
書
簡
は
江
戸
在
住
戸
塚
静
海
よ
り
駿
府
梅
屋
町
住
の
次
兄
戸
塚
柳
斎

に
送
っ
た
浪
華
留
学
中
の
戸
塚
柳
渓
の
消
息
井
に
養
子
静
甫
の
縁
談
の
相

談
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
掛
川
に
は
長
兄
竹
窓
が
居
り
そ
の
次
子
。
寸
言
奉
啓
、
酷
暑
中
益
と
御
佳
勝
奉
拝
賀
候
、
然
者
此
人
越
中
富
山
之
藩
士

静
甫
は
静
海
が
三
子
柳
渓
（
後
、
悔
庵
）
を
柳
斎
が
夫
々
養
子
と
し
て
竹
小
塚
驍
三
郎
と
申
儒
生
一
一
而
拙
生
従
来
一
面
識
無
御
座
候
得
と
も
、
松
田
多

助
と
申
儒
家
方
書
中
頼
越
申
候
。
松
田
多
助
は
川
澄
多
十
郎
師
二
付
一
書
差

窓
よ
り
貰
受
け
た
。

上
候
。
右
小
塚
氏
事
此
節
登
岳
の
序
、
駿
遠
辺
小
遊
被
致
度
曲
、
依
之
、
御

㈲
紹
介
者
は
嘗
て
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
一
二
三
号
に
「
戸
塚
家

の
家
系
」
と
題
し
又
第
二
四
四
号
「
戸
塚
家
の
人
食
文
海
、
静
甫
、
柳
面
会
申
度
と
の
儀
に
御
座
候
。
先
ハ
右
申
述
度
草
々
不
備

七
月
二
日

渓
積
斎
」
と
題
し
発
表
し
た
事
が
あ
る
。
本
書
簡
の
人
々
の
関
係
に
就
て

参
照
さ
れ
た
い
。
殊
に
後
者
は
本
書
簡
の
内
容
を
主
と
し
別
の
調
査
事
項
目
（
年
次
月
日
不
明
、
宛
名
封
紙
も
な
し
、
製
巻
の
際
断
片
に
せ
る
も
の

を
従
と
し
て
合
成
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
又
別
に
日
本
医
史
学
会
昭
和
か
も
知
れ
ず
）

四
十
六
年
三
月
例
会
に
於
て
本
書
簡
を
抄
話
説
明
し
た
事
が
あ
る
。
こ
こ

に
其
全
文
を
発
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
一
、
掛
川
之
一
条
本
文
委
曲
申
上
候
、
先
と
前
御
約
束
通
二
而
宜
敷
御
座
候

目
本
書
簡
は
柳
斎
の
養
嗣
子
積
斎
の
子
巻
蔵
よ
り
親
交
の
あ
っ
た
文
海
の
左
様
御
承
知
可
被
下
候
。
堀
田
侯
家
臣
入
江
八
十
八
郎
殿
貴
宅
御
尋
上
候
由
、

＊

子
久
保
舂
海
に
譲
ら
れ
舂
海
が
三
巻
の
巻
物
に
製
作
し
て
現
在
浦
和
市
住
同
人
弟
は
荊
妻
姉
婿
二
御
座
候
。
当
時
在
所
勝
手
二
而
、
堀
田
侯
二
而
〈
相

の
舂
海
の
子
応
助
の
所
有
に
な
っ
て
居
る
。
文
中
括
弧
内
字
句
並
に
註
は
応
之
大
臣
、
六
百
石
之
高
二
御
座
候
。
今
般
京
師
二
使
者
二
罷
上
り
候
二
付

紹
介
者
が
読
者
の
理
解
を
深
め
る
為
附
記
し
た
。
原
書
簡
は
二
十
三
通
あ
御
尋
申
上
候
事
二
御
座
候
。
拙
宅
へ
も
一
日
罷
越
其
節
御
尋
申
上
候
様
な
る

り
一
部
を
除
き
殆
ど
連
続
し
た
も
の
で
あ
り
特
に
年
次
の
記
入
し
た
も
の
儀
噺
も
無
御
座
候
得
と
も
、
心
付
御
尋
申
上
候
儀
と
存
候
、
矼
文
中
事
、
最

は
少
な
い
が
前
後
の
関
係
よ
り
年
次
の
誤
は
な
い
も
の
と
信
ず
る
。
初
入
江
氏
頼
二
而
拙
宅
へ
差
置
申
候
。
文
中
親
共
佐
倉
城
下
之
も
の
二
付
、

二
・
ｆ
口
Ｐ
一
・
〃
且
西
〃
ｐ
Ｐ
・
Ｚ
ｒ
乏
画
〃
哩
巳
■

資
料
一

・
Ｂ
Ｃ
ｌ
ｑ
己
切
・
由
１
三
ｈ
℃
ク
ー
。
■
男
色

戸
塚
静
海
よ
り
兄
柳
斎
宛
の
書
簡
の
紹
介
（
｜
）

口
尚
本
書
簡
巻
物
に
接
し
た
い
読
者
は
東
大
史
料
編
纂
所
に
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
撮
影
の
フ
ィ
ル
ム
を
所
蔵
さ
れ
て
居
る
事
を
附
記
し
て
置
く
。
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幸
便
短
簡
奉
啓
秋
色
相
催
、
当
月
は
卒
二
朝
暮
寒
冷
、
六
口
方
昨
十
三
日

迄
雨
降
昨
夕
方
暗
色
相
成
申
候
。
旱
勉
後
又
々
連
雨
等
不
順
之
気
候
一
一
御
座

候
。
当
夏
己
来
患
者
彩
敷
、
急
劇
之
症
種
々
有
之
都
下
病
死
之
者
甚
た
多
く

御
座
候
。
貴
地
如
何
。
拙
宅
一
一
而
も
寸
暇
無
之
、
其
上
日
一
那
方
（
島
津
斎
彬
）

一
、
貞
外
（
柳
斎
の
長
子
貞
斎
天
保
十
四
年
残
）
此
節
随
分
精
学
勉
強
い
た

し
居
候
、
御
省
念
可
被
下
候
。

一
、
拙
宅
一
一
而
も
弥
来
春
彦
秀
（
竹
窓
次
子
、
後
年
の
静
甫
）
貰
受
候
積
、

且
又
、
荊
妻
妹
、
駒
沢
之
末
女
当
年
五
歳
之
お
秒
（
秒
Ⅱ
妙
後
年
の
文
海

先
妻
は
る
、
明
治
九
年
残
四
十
二
歳
）
と
申
女
子
養
女
二
貰
候
積
二
御
座
候
。

先
日
掛
川
へ
相
談
仕
候
処
耽
存
念
無
之
候
由
、
養
女
一
一
貰
置
候
事
可
然
申
越

候
問
、
内
々
取
極
申
候
。
先
口
〈
逗
留
二
引
取
置
候
迄
二
御
座
候
。
此
殿
御
承

知
可
被
下
候
。

書
余
後
音
申
述
致
度
く
草
々
如
此
一
一
御
座
候
、
頓
首

六
月
廿
七
日

戸
塚
柳
斎
様
同
静
海

回
駿
府
戸
塚
柳
斎
様
待
史
要
用
、
東
都
戸
塚
静
海
封
（
弘
化
四
年
な
る
は

以
下
連
続
書
簡
に
依
り
明
な
り
）
九
月
十
四
日
出

入
江
へ
兼
而
、
出
入
致
し
居
候
事
一
一
御
座
候
。
草
堂
瓦
全
、
御
省
念
可
被
下

候
。

（
註
＊
静
海
妻
登
貴
、
佐
倉
藩
士
駒
沢
氏
女
）

㈲
天
保
十
年
六
月
廿
七
日
、
（
書
簡
前
半
断
片
な
る
は
明
に
し
て
年
次
記

入
な
き
も
文
中
駒
沢
の
末
女
云
々
に
よ
り
天
保
十
年
な
る
は
明
な
り
）

昨
冬
御
出
生
盛
之
進
（
斎
彬
三
男
嘉
永
三
年
十
月
天
四
歳
）
様
と
申
上
候
方

拙
生
執
匙
被
申
付
居
候
処
六
月
頃
方
中
暑
菟
角
御
不
快
勝
二
被
為
在
、
当
重

陽
前
迄
隔
日
泊
番
相
勤
多
忙
中
別
而
閑
隙
無
之
、
意
外
之
御
無
音
申
訳
無
御

座
候
。
先
日
は
無
思
懸
掛
川
伯
兄
御
出
府
二
而
得
拝
話
大
慶
不
可
言
奉
存
候
。

存
外
壮
健
二
而
先
年
御
出
府
之
節
方
却
而
強
壮
に
相
見
へ
申
候
。
養
生
等
格

別
宜
敷
様
子
、
至
極
宜
敷
事
二
御
座
候
。
拠
又
、
其
節
貴
翰
被
下
静
甫
（
此

年
廿
四
歳
）
縁
談
之
儀
他
家
方
貰
候
事
見
合
可
然
哉
二
被
思
召
候
段
被
仰
下
、

且
又
掛
川
伯
兄
方
も
対
面
之
瑚
早
速
其
儀
同
様
見
合
可
然
被
申
聞
候
得
共
、

＊

先
日
書
中
間
合
之
節
掛
川
方
別
段
存
寄
無
之
段
景
優
書
状
二
而
両
親
も
別
一
一

存
寄
無
段
申
越
二
付
、
先
方
へ
も
聴
と
挨
拶
も
決
定
の
趣
申
談
、
且
又
其
瑚

隔
日
泊
番
も
有
之
、
屋
敷
奥
一
一
而
其
儀
薄
々
役
女
等
へ
も
内
話
い
た
し
、
若

日
一
那
（
斎
彬
）
へ
は
内
々
入
御
聞
置
旦
那
（
斎
興
）
御
着
の
上
篤
と
御
表
向

願
書
も
可
差
出
な
ど
申
置
候
位
の
儀
二
御
座
候
処
、
伯
兄
出
立
前
、
又
々
掛

川
油
彦
（
油
商
名
油
半
と
も
云
ふ
）
一
同
申
談
、
是
非
縁
談
見
合
、
お
照
（
妙

改
名
）
江
配
合
可
然
被
申
聞
候
。
然
処
右
之
仕
合
故
彼
是
当
惑
仕
候
。

第
一
上
へ
不
都
合
と
申
上
候
事

第
二
縁
談
先
へ
決
定
之
挨
拶
致
し
候
事

第
三
娘
未
た
脊
随
未
た
（
炎
の
誤
記
の
如
し
）
恢
復
不
致
、
一
両
年
過

弥
恢
復
之
上
二
無
之
候
而
ハ
婚
姻
出
来
不
申
候
。
左
候
而
ハ
甚
だ

延
引
静
甫
配
合
無
之
候
而
ハ
甚
不
都
合
之
事

右
三
条
之
処
篤
二
御
勘
考
可
被
下
候
。
両
兄
之
尊
慮
二
連
背
い
た
し
候
心
底

は
無
御
座
候
得
共
、
彼
是
不
都
合
之
処
御
勘
考
可
被
下
候
。
草
を
頓
首

九
月
十
四
日

戸
塚
柳
斎
様
戸
塚
静
海
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再
啓
今
般
杉
浦
公
貴
地
御
加
番
二
被
罷
越
候
二
付
医
師
渋
谷
安
益
と
申
者

罷
越
申
候
。
此
者
拙
生
門
下
生
二
而
御
座
候
。
未
だ
弱
歳
、
治
療
行
届
不

申
候
間
折
々
貴
堂
へ
罷
出
病
者
拝
見
い
た
し
度
と
の
事
に
御
座
候
。
宜
敷

御
教
導
可
被
下
候
。
此
段
同
人
方
申
上
候
様
申
聞
候
。
早
々
以
上
。

（
註
＊
景
優
不
明
な
る
も
先
方
後
出
田
中
太
夫
関
係
者
か
、
掛
川
の
人
）

㈲
（
弘
化
四
年
）
十
月
望

戸
塚
柳
斎
様
戸
塚
静
海

当
月
十
日
の
貴
翰
十
三
日
タ
方
到
着
拝
読
仕
候
。
高
堂
各
様
愈
御
清
勝
真
喜

之
至
奉
拝
賀
候
、
然
は
静
甫
に
照
女
配
偶
之
儀
御
言
中
一
一
被
仰
越
且
又
掛
川

伯
兄
も
是
非
左
様
可
致
、
掛
川
帰
郷
後
厳
敷
書
状
参
り
候
得
共
、
何
分
申
上

候
三
ケ
条
次
第
二
而
今
更
先
方
破
談
、
照
女
配
偶
申
儀
も
致
兼
候
間
矢
張
田

中
太
夫
之
娘
貰
受
度
御
座
候
。
掛
川
伯
兄
は
是
非
存
寄
通
り
可
致
申
越
候
故

差
当
り
困
入
候
得
共
、
幸
油
彦
此
地
滞
留
二
付
同
人
方
伯
兄
へ
程
能
掛
合
呉

候
禎
一
一
御
座
候
。
右
二
付
掛
川
へ
拙
生
方
未
だ
書
状
も
遣
し
不
申
候
。
殊
に

先
日
中
世
子
不
快
之
処
、
追
々
快
方
一
一
而
最
早
安
心
の
場
合
に
御
座
候
得
共

当
月
十
日
旦
那
参
府
口
々
出
勤
等
一
一
而
毎
Ｈ
寸
暇
無
之
漸
く
今
日
方
少
し
閑

隙
と
相
成
申
候
。
今
般
御
害
中
之
趣
一
一
付
掛
川
方
油
彦
方
迄
返
書
参
別
段
存

意
無
之
候
ハ
、
田
中
太
夫
之
方
矢
張
取
極
可
申
左
様
御
承
知
可
被
下
候
。
景

優
粗
忽
と
可
申
も
の
矢
張
両
親
之
教
戒
不
行
届
に
方
起
候
事
に
御
座
候
。
困

却
仕
候
事
種
々
御
座
候
。

先
考
（
父
培
翁
）
墓
石
も
子
今
川
崎
湊
二
御
座
候
山
余
り
猶
者
之
事
に
奉
存

候
。
是
亦
景
優
疎
獺
之
行
為
二
御
座
候
得
共
伯
兄
其
儘
捨
置
候
事
実
は
不
相

済
事
に
御
座
候
。
拙
生
丹
精
石
工
に
も
為
念
入
随
分
能
出
来
候
処
川
崎
湊
に

永
く
差
置
候
而
ハ
墓
石
如
何
様
の
損
じ
も
難
計
可
歎
息
事
に
御
座
候
。
早
為

台
石
取
立
墓
石
掛
川
に
引
取
候
様
可
申
遣
奉
存
候
。
疾
為
掛
川
へ
引
取
候
儀

哉
ウ
ぷ
ウ

と
存
居
候
処
右
之
次
第
棡
呆
（
あ
き
れ
る
）
候
事
に
御
座
候
静
甫
配
偶
之
儀

掛
合
済
候
上
二
而
景
優
へ
急
渡
書
状
遣
し
可
申
奉
存
候
。

一
、
杉
浦
公
侍
医
渋
谷
安
益
義
折
節
罷
出
可
申
候
。
珍
敷
患
者
為
御
見
可
被

下
候
。
西
洋
家
流
に
御
座
候
得
共
奇
症
見
聞
等
稽
古
と
相
成
申
候
。
素
庵
の

ム
シ

眼
疾
六
ケ
敷
御
座
候
。
少
為
は
宜
敷
相
口
候
様
致
遣
し
度
御
座
候
。
言
余
後

書
申
上
度
、
草
狗
頓
首

十
月
望

柳
斎
賢
兄
侍
史
静
海
拝

㈲
（
弘
化
四
年
）
十
月
廿
三
日

駿
府
梅
屋
町
戸
塚
柳
斎
様
要
用
自
江
戸
静
海
拝

江
戸
静
海
十
月
廿
三
日

短
簡
奉
啓
当
年
は
寒
威
凌
能
奉
存
候
。
貴
地
如
何
。
高
堂
益
御
安
康
奉
恭

喜
候
。
然
は
兼
而
御
頼
越
新
茶
喜
撰
宇
治
茶
師
山
上
善
太
夫
漸
出
府
二
付
取

＊

寄
差
上
候
。
御
落
手
被
下
度
候
。
先
達
而
被
仰
越
侯
浪
華
柳
渓
（
竹
窓
三
男

悔
庵
）
来
春
帰
郷
之
儀
申
遣
候
。
書
状
幸
便
有
之
差
出
申
候
。
害
中
賢
兄
老

衰
｝
一
付
最
早
家
務
相
勤
是
非
帰
郷
不
致
候
而
ハ
不
否
相
成
様
子
、
依
之
帰
郷

可
致
申
遣
候
。
定
而
左
様
可
相
成
と
存
候
。
乍
去
返
書
杣
分
不
申
候
。
多
分

帰
郷
と
奉
存
候
。
籾
又
先
日
申
上
候
掛
川
墓
碑
海
運
未
だ
出
来
不
申
候
。
川

崎
湊
掛
合
不
行
届
と
相
見
へ
先
達
而
方
度
々
催
促
申
遣
候
得
と
も
一
固
川
崎

船
頭
参
不
申
困
入
候
。
依
之
此
方
二
而
も
海
運
届
方
彼
是
間
合
可
申
上
存
候
。

害
余
後
音
申
上
度
草
食
頓
首
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寒
威
日
増
候
処
高
堂
各
様
御
揃
益
御
清
福
被
為
渡
奉
恭
賀
候
。
然
は
先
達
巾

度
々
申
上
候
墓
石
之
儀
漸
く
此
間
川
崎
船
持
行
安
心
仕
候
、
左
様
御
承
知
可

被
下
候
。
台
石
は
彼
ノ
地
二
而
嚥
候
積
二
御
座
候
。

掴
又
柳
渓
子
来
春
一
寸
之
帰
省
は
仰
之
通
無
益
之
事
二
付
見
合
来
秋
帰
郷
仕

候
様
申
遣
候
。
洪
庵
へ
も
序
迄
書
差
遣
来
秋
無
擦
抑
渓
帰
郷
可
致
候
問
惜
分

陰
格
別
之
勉
強
致
候
様
柳
渓
へ
教
悔
の
儀
も
頼
遣
申
候
。
此
段
左
様
御
承
知

可
成
候
。
此
節
短
日
に
付
多
忙
意
外
の
御
無
音
仕
候
。
尚
又
近
日
内
若
旦
那

妾
腹
出
産
前
二
而
御
誕
生
御
座
候
得
ば
別
而
暇
少
務
芳
書
状
も
差
出
兼
可
申
、

依
之
右
申
上
置
候
。
草
を
不
備

十
一
月
廿
五
日

戸
塚
柳
斎
様
同
静
海

㈹
（
弘
化
四
年
）
十
二
月
廿
二
日

十
月
廿
三
日

戸
塚
柳
斎
様
同
静
海

（
註
柳
斎
の
長
子
貞
斎
は
天
保
十
四
年
廿
四
歳
で
病
残
し
た
の
で
柳
斎

は
兄
竹
窓
よ
り
三
男
後
年
の
悔
庵
を
貰
受
け
長
女
た
れ
後
年
中
村
氏
積

斎
を
婿
と
し
柳
斎
の
家
系
を
祠
ぐ
後
出
の
手
紙
に
は
と
へ
と
あ
る
Ｉ
の
配

偶
と
し
た
。
其
子
徳
太
郎
が
生
れ
た
が
弘
化
三
年
二
歳
で
天
折
し
た
。
後

年
の
悔
庵
が
柳
渓
の
名
の
下
に
大
坂
緒
方
洪
庵
適
塾
に
入
学
し
た
の
は
弘

化
三
年
晩
秋
で
あ
る
。
）

㈲
（
弘
化
四
年
）
十
一
月
廿
五
日

此
間
は
於
と
へ
殿
β
始
て
乾
鯛
哺
御
贈
被
下
今
朝
と
も
風
味
仕
候
処
相
不

替
風
味
宜
敷
御
座
候
、
乍
憧
宜
敷
御
致
声
被
下
度
、
早
為
以
上

厳
寒
之
節
高
堂
御
揃
益
御
清
寧
被
為
凌
恭
喜
之
至
奉
拝
賀
候
。
弊
屋
無
異
罷

在
候
。
御
省
念
可
被
下
候
。
然
は
先
達
而
大
坂
表
柳
渓
子
方
へ
書
状
差
出
、

来
春
帰
省
は
見
合
秋
迄
差
置
候
間
昼
夜
刻
苦
梧
別
二
出
精
秋
は
帰
郷
可
致
尊

兄
事
殊
の
外
老
衰
病
用
も
勤
兼
旦
暮
帰
郷
企
望
一
一
付
是
非
来
秋
帰
郷
之
儀
申

遣
候
。
緒
方
へ
も
右
之
次
第
申
遣
来
秋
は
帰
郷
為
致
呉
候
様
頼
遣
申
候
。
此

殿
御
承
知
可
被
下
候
。
ま
た
返
書
は
参
不
申
候
得
共
定
而
左
様
相
成
可
申
と

存
候
。
拙
生
事
多
忙
中
先
月
下
旬
若
旦
那
妾
腹
之
御
出
生
（
斎
彬
三
男
篇
之

助
か
、
嘉
永
二
年
六
月
残
二
歳
）
御
座
候
而
繁
勤
、
其
上
此
節
は
拙
生
御
出

生
様
執
懸
り
被
申
付
誠
二
困
入
申
候
。
有
難
き
筋
合
二
御
座
候
得
と
も
内
実

は
心
配
迷
惑
仕
候
。
其
故
意
外
之
御
無
音
と
相
成
申
候
。
御
海
容
可
被
下
候
。

柱
麿
一
枚
差
上
申
候
。
是
は
旦
那
方
二
而
出
来
候
ま
侭
年
々
差
上
可
申
候
。

一
当
年
未
だ
新
鱈
船
入
津
無
之
候
間
鮭
二
本
歳
暮
御
祝
儀
に
呈
上
仕
候
。
今

日
海
運
清
水
船
へ
差
出
申
候
。
当
年
は
早
速
相
達
可
申
奉
存
候
。
昨
年
は
間

連
遠
州
船
船
問
屋
へ
差
出
延
引
と
相
成
申
候
趣
奉
存
候
。

先
は
右
申
上
度
早
々
如
此
御
座
候
以
上

十
二
月
廿
二
日

上
側
を

先
考
墓
碑
石
海
上
無
滞
此
上
旬
川
崎
湊
着
岸
仕
候
御
省
念
可
被
下
候
。
尚

台
石
は
彼
ノ
他
二
而
出
来
候
積
二
御
座
候
。
早
を
出
来
上
候
様
仕
度
奉
存

候
。

書
外
来
陽
申
上
度
草
々
不
備
頓
首

戸
塚
柳
斎
様
侍
史
同
静
海

（
未
極
月
廿
二
日
着
と
あ
り
別
筆
の
如
し
）
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伽
（
嘉
永
元
年
二
月
廿
四
日
）

戸
塚
柳
斎
様
侍
史
奉
答
戸
塚
静
海

貴
翰
井
に
金
弐
拾
両
外
二
琉
球
包
一
ケ
到
着
唾
一
落
手
仕
候
。
舂
来
暖
和
と

＊

相
成
候
処
高
堂
益
御
渭
福
奉
拝
賀
候
。
然
は
今
廿
一
日
令
閨
二
井
に
同
愛
豆

州
修
善
寺
温
泉
一
一
湯
治
二
御
出
立
之
由
、
稲
川
同
道
之
所
湯
治
二
週
も
過
候

ハ
、
、
令
閨
等
江
戸
え
御
見
物
御
出
之
趣
至
極
、
宜
敷
再
三
出
来
不
申
候
事

二
付
緩
々
逗
留
諸
所
見
物
被
成
候
方
可
然
奉
存
候
。
拙
宅
一
一
御
逗
留
御
座
候

得
は
少
も
遠
慮
無
之
儀
に
御
座
候
。
昨
年
普
請
も
出
来
上
り
二
階
座
敷
明
居

候
儘
御
貸
渡
可
申
存
候
。
籾
又
柳
渓
子
方
書
状
参
り
当
秋
帰
郷
之
儀
不
承
知

様
子
二
御
座
候
。
尚
又
拙
生
府
理
解
可
申
聞
候
得
と
も
何
れ
来
三
月
は
令
閨

も
御
出
府
故
、
篤
と
御
相
談
も
可
申
其
上
又
候
害
中
二
而
掛
合
可
申
遣
奉
存

候
。
左
様
御
承
知
可
被
下
候
。
書
余
後
音
申
述
度
御
請
取
迄
草
為
如
此
二
御

座
候
。
頓
首

二
月
廿
四
口
夜
認

＊
柳
斎
妻
は
彼
の
師
山
梨
玄
度
女
あ
さ

㈱
（
嘉
永
元
年
三
月
廿
日
）

（
別
筆
）
〔
静
海
申
三
月
廿
日
認
候
状
〕

本
月
十
三
日
出
之
華
翰
昨
十
九
日
到
着
拝
見
仕
候
。
益
御
清
適
被
為
在
奉
恭

賀
居
候
。
然
は
賢
暇
井
二
お
と
恵
殿
道
中
壮
健
十
七
日
到
着
被
成
候
。
御
省

念
可
被
下
候
。
お
と
へ
殿
菟
角
薄
弱
多
病
之
由
、
未
だ
篤
と
診
察
不
致
候
得

と
も
、
何
れ
一
両
日
内
診
察
勘
考
之
上
処
方
井
二
平
常
摂
生
法
等
愚
案
可
申

と
も
、

上
候
。

栂
又
浪
華
柳
溪
方
書
状
別
紙
之
通
申
越
候
。
御
一
覧
可
被
下
候
。
書
中
不
埒

之
文
言
も
御
座
候
得
と
も
、
是
は
御
寛
恕
可
被
成
下
候
。
甚
だ
不
行
届
の
書

体
是
は
籾
置
、
何
分
当
秋
帰
郷
の
処
と
今
も
難
致
心
体
と
相
見
へ
申
候
。
幸

今
般
御
両
人
御
出
府
故
先
一
通
り
相
談
仕
候
処
、
お
と
へ
存
寄
二
而
ハ
右
様

之
志
二
而
ハ
仮
令
帰
宅
致
候
て
も
、
始
終
不
叶
意
欝
々
と
致
万
事
身
に
染
不

申
候
。
自
然
と
家
業
出
精
不
致
事
に
相
成
可
申
、
且
又
当
人
親
夫
の
間
に
挾

り
心
配
多
く
多
病
之
身
益
病
気
二
障
り
困
入
候
二
付
、
却
而
一
両
年
柳
溪
留

主
之
方
養
生
出
来
丈
夫
に
も
相
成
可
申
俄
二
被
思
召
候
旨
談
話
有
之
候
。
此

儀
至
極
尤
に
御
座
候
。
依
之
尊
兄
御
老
境
二
入
何
共
御
気
毒
至
極
に
御
座
候

得
と
も
、
来
酉
年
秋
ま
で
浪
華
遊
学
御
許
容
被
下
候
ハ
、
丸
三
年
之
遊
学
と

相
成
候
マ
、
又
候
不
承
知
申
越
候
儀
有
之
問
敷
奉
存
候
。
依
之
貴
慮
次
第

拙
者
方
浪
華
へ
厳
敷
掛
合
申
遣
候
間
、
貴
答
否
被
仰
下
度
奉
頤
上
候
。
左
候

得
者
柳
渓
へ
申
遣
候
に
は
老
衰
難
堪
一
日
三
秋
之
忠
一
一
御
座
候
得
共
不
外
成

修
業
之
儀
二
付
、
尚
又
一
年
留
学
為
致
候
間
格
別
に
出
精
、
来
西
年
秋
帰
郷

家
業
出
精
之
儀
等
可
申
遣
奉
存
候
。
篤
と
御
勘
考
之
上
、
否
被
仰
下
度
候
。

若
亦
種
々
理
解
申
遣
し
無
余
議
帰
郷
仕
候
而
も
落
付
不
申
様
之
事
も
難
斗
、

彼
是
拙
生
も
種
々
勘
考
仕
、
賢
暇
及
と
へ
御
両
人
へ
も
相
談
仕
候
。
お
と
へ

存
念
甚
だ
宜
敷
乍
弱
年
勘
弁
宜
敷
と
存
候
間
此
殿
御
掛
合
申
上
候
。

如
何
。
何
分
御
老
衰
之
処
お
気
之
毒
二
奉
存
候
得
共
今
一
両
年
御
骨
折
被
下

候
得
は
、
柳
渓
儀
最
早
一
言
之
中
分
有
之
間
敷
、
後
之
処
至
極
可
宜
敷
と
も

被
存
候
。
如
何
。
耆
余
後
音
申
上
度
草
々
不
備

三
月
廿
日
夜

戸
塚
柳
斎
様
静
海
拝

（
次
号
に
続
く
）
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〈日本医事新報別刷集シリーズ〉

回鶏貢皮層疾患100例
川川川''川川'川Ⅲ'''川'川Wﾘ：!' 千葉大学名誉教授竹内 勝薯B5判

カラー写真，00葉 日常頻繁にみられる代表的な皮膚疾患約100例を大判’
定価 1,80@円 カラー写真によって紹介し、疾患毎に症状、治療法、鑑

別のポイントを解説するとともに局所療法を加えたもの･送料共
Ill IⅡ11111111Ⅱ川11ⅢIⅢlⅡⅢⅢⅡⅡ11Ⅱllll

回濡ラ外来における簡易検査
順天堂大学教授小酒井望●同助教授林康之共著

病態の把握に、正しい治療方針の決定に、臨床検査は

''1川''''''''川'川Ⅲ川川'I''''M瞥Ⅲ今や日常診療上欠くことのできな‘,情報源｡外来においB5判

カラー写真126葉て も頻繁に行なわれる尿、血液、便の簡易定性検査を
定価 1 ,200円簡潔に要領よく、美麗なカラー写真126葉をもって構成←
送料 ，'1円解説した本書は、他に類をみない“絵でみる臨床検査”

IⅡ,,,,,,,,,,,,,,,I,,,,,,,,,,,,1,,,1,,ⅡⅡIlllllllI の決定版です。実地医家、医学生各位の座右において診

療内容の向上、知識の整理にお役立て下さい。

回夢鳥貢直腸鏡のみかた
東邦大学教授小平 正著

,,Ⅱ,Ⅱ,1，ⅡIⅡⅡ川ⅡⅡⅡ111,1,,111,1Ⅱ,1,1Ⅱ,Ⅱ 直腸疾患の増加力性目されています。この時に当り外

B5判 28頁来診察の実際、器具の操作など直腸鏡使用法の基本から

カラー写真85葉ポリープ．、ポリポージス、潰瘍性大腸炎、直腸癌など直

定価 500円腸主要病変所見を、病理組織像、摘出標本と対比しなが
送料 70円 ら鮮明カラー写真85葉を中心に解説した本書は、内科、
111Ⅱ1111ⅢIⅡ11ⅡlⅡ1Ⅱ11ⅡⅡ1111ⅡⅡIⅡlⅡIⅡI

外科、産婦人科臨床医家の必携書と確信します。

日本疾事新報ﾈ＋〒皿－，[…手代鬮区神､…-’電話（292）1551（大代表）・振替東京25171
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第
一
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

日
〃
１
戸
ｈ
Ｊ
１
Ｋ
ｊ
』

資
料
二

１
ｆ
Ｊ
画
、
Ｊ
勺
１
ｔ
〆

御
状
致
一
披
見
一
候
、
然
者
其
元
義
、
道
中
悪
路
人
馬
甚
相
滞
、
漸
去
十

一
日
八
時
上
着
、
早
速
御
家
老
へ
被
一
罷
出
一
被
し
遊
一
勵
渡
一
候
、

御
害
井
二
被
一
】
仰
含
一
候
次
第
、
細
々
被
一
雨
出
一
御
留
守
居
江
茂
夫
々

被
一
和
談
一
候
由
、
即
夜
一
本
松
江
被
一
罷
上
一
、
夫
方
長
者
丸
江
被
一
罷
上
一

候
様
御
家
老
就
二
申
達
一
、
七
半
過
暮
一
一
及
、
一
本
松
江
被
二
罷
出
一
、
早

速
御
目
通
被
二

仰
付
一
被
二
仰
含
一
候
、

御
口
上
被
二
申
上
一
候
処
、
御
返
答
は
追
而
可
レ
被
二
仰
出
一
候
由
二
て
内

見
宜
被
二
申
上
一
候
様
被
二
仰
出
一
候
由
、
則
及
二
御
沙
汰
一
候
、
籾
又

長
門
守
様
御
様
子
之
事
は
、
去
六
日
頃
方
少
を
御
瘡
口
開
次
第
二
御
膿

水
出
候
由
、
良
仲
十
一
日
一
二
本
松
江
罷
出
申
上
候
は
、
万
一
御
瘡
口

相
開
候
節
、
御
精
血
出
流
候
御
症
二
茂
可
レ
被
し
為
し
入
哉
与
甚
気
遣
罷
在

候
処
、
左
茂
無
し
之
御
水
膿
不
レ
少
罷
出
候
御
事
、
此
御
容
子
二
て
は
御

（
端
裏
）

「
長
門
守
様
御
待
申
上
御
容
躰
言
差
下
候
御
診
之
返
書
」

堀
内
文
書
の
研
究
四

片
桐
一
男

痛
所
少
も
被
し
遊
一
御
案
事
一
候
事
無
し
之
、
御
余
症
御
変
症
之
事
御
老
年

様
難
し
斗
義
、
御
痛
所
一
通
二
て
者
御
気
遣
不
レ
被
し
為
し
在
儀
と
良
仲
申

上
、
甚
御
大
慶
不
し
斜
、
右
故
其
御
容
子
者
以
二
御
直
書
一
被
二
仰
進
一

候
由
、
誠
二
御
機
嫌
之
御
様
子
二
而
、
佐
渡
守
様
被
し
遊
二
御
咄
一
候
山
、

以
一
御
差
図
一
直
々
長
者
丸
江
被
一
罷
出
一
候
処
、
被
二
召
出
一
御
診
被
二

仰
付
一
候
処
、
一
昨
年
被
し
致
二
御
目
通
一
候
御
容
儀
一
一
、
少
茂
御
替
不
し

被
し
為
し
在
候
由
、
御
腫
物
者
御
右
耳
之
前
江
三
月
頃
方
少
を
宛
御
脹
出
、

御
痛
鮮
茂
無
し
之
、
五
月
頃
方
漸
々
大
二
致
二
増
長
一
次
第
二
堅
実
二
被
し

為
し
成
、
折
々
少
掩
ッ
、
御
痛
被
し
為
し
在
、
御
寒
熱
等
者
無
し
之
、
当
月

二
入
、
猶
々
弥
増
候
御
種
二
而
、
御
目
御
口
迄
御
引
〆
、
御
口
上
茂
少

者
御
不
自
由
被
し
為
し
在
、
尤
御
飲
食
御
風
味
等
少
茂
御
替
不
し
被
し
為
し
在

候
得
共
、
御
開
口
御
六
ヶ
敷
、
兎
角
ハ
難
し
被
一
君
上
一
候
得
共
、
御
平
生

之
御
飯
御
二
椀
、
折
為
は
其
余
も
被
二
召
上
一
候
御
事
、
御
脈
上
御
替

不
レ
被
し
為
し
在
、
御
大
用
兼
而
御
潟
之
方
二
被
し
為
し
在
処
、
四
五
日
は
御

詰
被
レ
遊
候
由
、
六
日
之
朝
御
腫
物
之
上
、
少
々
水
気
付
候
処
、
段
々

腐
入
候
而
、
臭
脳
汁
之
如
レ
成
、
御
膿
水
油
入
之
蛤
一
シ
程
罷
出
候
由
、

夫
方
段
交
御
流
出
被
し
成
、
線
八
九
分
茂
指
入
候
而
も
、
少
も
御
痛
之
御

覚
不
レ
被
し
為
し
在
候
、
先
達
而
於
二
此
表
一
被
二
申
上
一
候
通
之
御
瘡
口
御
容

子
与
被
レ
存
、
良
仲
於
一
二
本
松
一
申
上
候
者
不
二
引
合
一
御
様
子
、
誠
二
御

難
治
之
御
症
与
被
レ
存
候
由
、
御
寝
成
之
事
も
兼
と
御
右
ヲ
下
二
被
し
遊
候

故
、
御
不
自
由
被
し
為
し
在
候
得
共
、
十
日
夜
中
者
近
来
無
し
之
被
レ
遊
二

御
熟
睡
一
候
由
、
御
用
人
御
医
師
江
之
御
意
被
し
申
達
一
候
処
、
難
し
有
御

礼
可
二
申
上
一
候
由
、
其
許
江
御
掛
合
御
吸
物
御
酒
被
一
成
下
一
、
難
し
有
旨

得
二
其
意
一
候
、
十
二
日
早
朝
杉
田
玄
白
江
被
一
罷
越
一
、
先
逢
而
相
診
以
二

夕
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存
恵
一
被
二
相
尋
一
候
処
、
委
細
者
先
日
其
元
迄
返
翰
二
申
上
候
通
》
御
難

治
之
御
症
二
候
間
、
温
和
順
気
之
御
取
扱
を
以
御
瘡
口
開
不
レ
申
、
日

月
ヲ
御
送
被
し
遊
候
様
、
専
要
之
段
申
聞
候
由
、
夫
方
直
二
西
良
仲
江

被
二
罷
越
一
深
々
被
二
相
尋
一
候
処
、
右
外
御
血
瘤
之
御
症
也
、
御
精
血

致
二
出
流
一
候
ハ
、
、
大
切
成
御
事
二
候
処
、
左
茂
無
し
之
、
御
膿
水
与
申

者
、
誠
恐
悦
之
至
、
如
レ
何
様
御
瘡
口
乾
候
事
一
一
茂
相
及
候
ハ
、
、
御

腫
は
相
残
候
共
、
珍
重
之
至
奉
レ
存
候
得
共
、
御
難
治
之
御
症
、
殊

御
老
年
様
無
二
心
元
一
御
事
与
申
聞
候
由
、
御
内
薬
者
御
順
気
専
一
一
調

進
致
候
由
、
御
相
応
与
被
二
相
伺
一
候
段
、
万
一
良
仲
御
目
通
致
候
事
一
一

茂
可
し
有
し
之
哉
与
御
意
を
も
被
二
相
達
一
候
由
、
当
時
何
成
共
御
別
条
不
し

被
し
為
し
在
候
得
共
、
末
冷
御
平
癒
被
し
遊
候
御
症
与
は
不
し
被
し
存
し
候
由
、

斯
申
上
候
而
は
猶
又
御
気
苦
労
御
痛
心
可
し
被
二
思
召
一
被
二
恐
入
一
候
得

共
、
心
底
相
残
被
二
申
上
一
候
事
茂
無
二
本
意
一
被
し
存
候
而
、
右
条
々
曲

二
被
二
申
上
一
候
由
、
委
細
令
二
承
知
一
曲
二
及
二
言
上
一
候
処
、
本
方
医
家

之
見
立
、
毎
点
令
二
相
違
一
候
事
者
不
レ
限
し
是
事
二
候
得
共
、
良
仲
者
御

安
堵
ヲ
申
上
、
其
元
者
御
難
症
与
被
二
申
上
一
候
事
、
一
事
両
端
之
義
、

良
仲
茂
於
二
大
都
一
高
名
之
老
手
、
卿
卒
爾
筍
且
之
以
二
見
識
一
申
上
候
事

一
一
も
有
間
敷
候
、
又
其
許
之
事
も
御
左
右
二
被
二
召
遣
一
、
兼
々
御
信
用

被
二
思
召
一
、
此
度
茂
其
為
斗
二
為
二
御
差
登
一
之
事
二
候
得
者
、
是
又
珈

卒
爾
筍
且
之
以
二
見
識
一
可
二
申
上
一
候
事
一
一
茂
有
間
敷
候
処
、
御
内
症
与

茂
相
違
、
御
外
症
之
義
、
斯
迄
令
二
懸
隔
一
之
次
第
甚
御
疑
惑
不
し
少
被
二

思
召
一
候
、
乍
レ
併
熟
被
し
遊
二
御
考
一
候
処
、
良
仲
者
始
方
御
療
治
被
二
仰

付
一
、
其
御
腫
毒
之
深
浅
二
茂
相
熟
候
事
、
且
腫
物
之
事
者
、
先
瘡
口
相

開
候
処
を
大
事
与
相
立
候
処
、
若
哉
御
血
流
御
課
化
等
之
御
症
二
も
被
し

為
し
在
候
時
萱
不
レ
廻
時
日
御
大
事
一
一
も
可
し
被
し
為
し
及
与
是
而
己
兼
々

気
遣
、

御
家
門
様
方
江
も
申
上
置
候
処
、
左
様
之
御
症
一
一
茂
無
二
御
座
一
、
御
膿
水

一
相
成
、
危
急
之
御
変
も
不
し
被
し
為
し
見
候
事
ハ
ー
ッ
之
恐
悦
一
シ
之
御

安
慮
と
可
し
申
義
、
尤
又
御
腫
物
御
全
快
之
事
ハ
可
レ
経
二
歳
月
一
段
は
彼

も
害
方
申
上
候
得
と
も
、
今
日
以
二
御
腫
毒
一
御
変
之
被
し
為
し
在
御
様
子

二
は
不
し
被
し
為
し
在
、
御
腫
物
之
元
来
与
存
候
与
御
余
症
は
格
別
御
腫
物

一
通
り
之
上
は
安
堵
与
申
上
候
事
と
被
二
思
召
一
候
、
御
歳
も
己
被
し
為
し

及
二
古
稀
一
行
一
一
屹
ト
受
合
候
哉
与
及
二
念
間
一
候
ハ
、
雌
二
良
仲
一
末
冷
迄

之
見
切
ハ
申
上
間
敷
候
、
又
其
許
は
何
を
申
茂
、
此
度
始
而
之
義
、
殊

更
夜
中
一
遍
御
診
被
二
申
上
一
、
其
上
御
差
登
せ
之
御
趣
意
与
申
者
、
嚥

々
御
軽
症
御
重
症
相
分
、
万
交
一
御
重
症
二
も
可
レ
及
候
御
様
子
之
節

は
、
為
二
御
対
面
一
御
者
病
御
参
府
茂
可
レ
被
し
遊
二
思
召
一
被
し
成
二
御
座
一

候
故
、
誤
而
御
重
症
卜
失
々
共
御
軽
症
卜
失
不
レ
申
候
様
一
ス
呉
々
被
二

仰
含
一
候
事
候
得
共
、
中
々
容
易
二
可
レ
被
二
申
上
一
事
二
も
無
し
之
、
殊

更
早
速
御
平
癒
被
し
遊
候
様
成
御
腫
物
｝
｜
茂
無
し
之
上
者
、

御
老
年
様
之
御
事
、
日
々
月
を
一
一
御
衰
有
肉
之
事
、
既
斯
ル
御
腫
物
二
而

経
二
歳
月
一
候
間
二
者
、
自
然
与
御
精
液
被
し
遊
二
御
舵
薮
一
而
毛
、
何
分
見

切
無
レ
之
共
、
荏
再
之
間
一
一
は
気
候
之
以
二
順
不
順
一
如
レ
何
成
御
変
も
難
し

斗
事
、
全
御
安
心
可
し
被
し
遊
事
ハ
無
し
之
与
可
二
申
上
一
候
事
、
夫
共
二
此

上
又
屹
御
腫
物
何
処
迄
も
御
平
癒
被
し
遊
間
敷
哉
、
何
時
御
変
も
可
し
被
し

為
し
在
哉
、
今
日
相
極
可
二
申
上
一
候
様
及
二
念
間
一
候
ハ
、
、
是
又
御
請
合

茂
相
成
間
敷
候
、
然
者
一
事
両
端
之
御
疑
惑
肌
相
解
、
其
処
窮
者
良
仲

其
元
所
を
替
候
時
ハ
、
同
様
之
意
味
与
被
二
思
召
一
候
、
左
候
時
者
此
度
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註

・
香
坂
右
仲
Ⅱ
昌
諄
。
上
杉
藩
士
。
上
杉
文
書
中
の
『
勤
書
』
の
「
天
明

五
年
以
来
代
を
勤
方
言
上
」
に
よ
る
と
、
「
侍
頭
井
組
中
」
に
属
す
。

天
明
七
年
八
月
十
七
日
、
治
憲
が
積
気
療
治
と
秋
月
長
門
守
種
美
の
重

病
看
病
の
た
め
に
江
戸
へ
発
駕
の
節
、
家
老
代
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

，
堀
内
易
庵
Ⅱ
堀
内
家
第
三
代
忠
智
。
天
明
五
年
御
側
隆
を
仰
せ
付
け
ら

れ
る
。
寛
政
四
年
八
月
二
十
一
日
残
。

，
長
門
守
Ⅱ
秋
月
長
門
守
種
美
、
治
憲
の
実
父
。
正
徳
五
年
高
鍋
に
生
ま

る
。
享
保
十
七
年
十
二
月
十
六
日
従
五
位
下
佐
渡
守
に
叙
任
。
宝
暦
十

之
御
左
右
、
御
療
治
仕
候
良
仲
斯
迄
申
上
候
上
者
、
御
順
宜
御
満
悦
被
二

思
召
一
候
、
其
元
言
上
之
趣
一
両
ハ
、
末
々
御
安
心
は
不
し
被
し
遊
候
、

乍
レ
去
危
急
之
御
変
無
し
之
事
者
無
二
相
違
一
御
事
二
御
座
候
間
、
一
先
御

参
府
之
事
ハ
暫
被
レ
遊
二
御
見
合
一
候
間
、
先
達
而
被
二
仰
付
一
候
通
、

先
々
其
表
二
被
し
致
一
御
留
一
時
々
之
御
安
否
被
二
相
診
一
、
良
仲
始
御
先

方
御
医
師
中
江
茂
折
入
被
レ
及
一
評
判
一
、
万
を
一
此
末
御
容
子
御
不
順
二

被
し
為
し
見
候
節
者
早
々
相
決
、
御
参
府
之
御
願
被
二
差
出
一
候
様
、
御
家

老
江
可
レ
被
二
申
出
一
候
、
唯
食
良
仲
御
先
方
江
斯
迄
御
安
慮
申
上
置
候
処
、

其
元
一
見
識
被
二
相
立
一
御
難
治
卜
被
一
一
申
出
一
候
而
者
、
御
療
治
之
医
師

二
令
一
駆
能
一
候
様
二
相
成
、
諸
事
評
判
相
熟
間
敷
、
此
段
ハ
被
二
仰

付
一
迄
無
し
之
候
得
共
、
無
二
油
断
一
宜
一
一
相
心
得
候
様
可
二
申
達
一
旨
被
二

仰
付
一
如
レ
斯
申
通
候
、
恐
々
謹
言

六
月
廿
三
日
香
坂
右
仲

堀
内
易
庵
殿

第
二
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

年
七
月
八
日
致
仕
、
明
和
四
年
七
月
四
日
長
門
守
に
あ
ら
た
む
。
天
明

七
年
九
月
二
十
五
日
病
残
。
年
七
十
三
。
麻
布
の
光
林
寺
に
葬
る
。

．
一
本
松
Ｉ
米
沢
藩
中
屋
敷
を
さ
す
。

・
長
者
丸
Ⅱ
米
沢
藩
下
屋
敷
を
さ
す
。

・
良
仲
Ⅱ
西
良
仲
。
秋
月
種
美
の
診
療
に
当
っ
た
江
戸
の
医
師
。

・
佐
渡
守
Ⅱ
秋
月
佐
渡
守
種
茂
。
秋
月
種
美
の
子
。
寛
保
三
年
生
ま
る
。

宝
暦
七
年
十
二
月
十
八
日
従
五
位
下
山
城
守
に
叙
任
し
、
十
年
七
月
八

日
封
を
襲
う
。
安
永
九
年
十
二
月
十
三
日
佐
渡
守
に
改
む
。
天
明
八
年

十
一
月
七
日
致
仕
。
寛
政
三
年
十
一
月
七
日
右
京
亮
に
改
む
。
上
杉
治

憲
の
実
兄
。

・
杉
田
玄
白
Ⅱ
藺
方
医
師
。
小
浜
藩
酒
井
侯
侍
医
。

・
本
状
は
天
明
七
年
六
月
二
十
三
日
付
書
状
な
り
。

尚
々
急
使
二
候
故
、
御
宅
へ
為
一
御
知
三
も
相
成
兼
候
間
、
書
状

御
越
無
し
之
筈
二
候
、
随
分
御
揃
御
平
安
二
候
間
、
少
も
御
気
遣

被
レ
成
間
敷
候
、
昨
日
も
錫
申
請
、
御
手
元
へ
草
々
承
り
申
候
問

承
置
候
、
以
上

一
筆
致
一
啓
達
一
候
、
酷
暑
統
候
へ
共
、
弥
御
平
安
御
逗
留
候
半
与
珍
重

之
御
事
二
候
、
御
登
之
節
ハ
道
中
差
支
之
義
等
有
し
之
、
別
而
御
辛
方

痛
入
存
候
、
乍
レ
去
、
無
一
御
別
異
一
御
上
着
之
由
、
珍
重
、
此
表
御
宿

所
ハ
無
二
異
事
一
候
間
、
御
安
心
可
し
被
し
成
候
、
長
者
丸
之
御
様
子
、

段
を
御
診
御
申
上
之
趣
、
左
も
可
し
壱
一
御
座
一
事
二
候
へ
と
も
、
良
仲
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註
．

・
追
而
書
に
み
え
る
人
事
異
動
は
、
天
明
の
初
年
以
来
打
ち
続
い
た
大
飢

申
上
候
御
様
子
、
一
本
松
方
被
二
仰
進
一
候
二
行
連
、
甚
以
御
痛
心
御

疑
惑
不
し
少
御
事
二
て
、
詰
ル
処
ハ
御
重
キ
御
腫
物
、
貴
様
御
見
切
無
レ

之
事
、
乍
レ
去
御
急
変
等
被
し
為
し
在
候
御
事
一
天
有
二
御
座
一
間
敷
と
相

見
候
ヘ
ハ
、
先
ハ
御
登
御
見
合
被
レ
申
候
物
二
相
成
候
、
此
上
尚
又
御
先

方
も
医
者
、
殊
二
良
仲
御
療
治
懸
り
之
事
一
一
候
ヘ
ハ
、
熟
談
専
一
、
若

御
別
見
有
し
之
候
而
茂
、
御
申
様
一
而
何
と
か
米
沢
方
為
二
御
登
一
之
御
医

者
ハ
重
ク
斗
見
置
候
間
、
気
之
毒
と
御
先
方
様
一
而
も
万
為
一
御
嫌
ひ

被
し
成
候
様
二
相
到
候
而
ハ
、
受
も
又
大
事
之
儀
、
兎
角
和
し
候
も
不
し

同
候
哉
申
候
処
第
一
之
事
一
一
御
座
候
、
不
同
之
見
識
有
し
之
候
而
も
和

を
以
熟
評
、
一
般
二
御
病
躰
も
申
来
候
へ
か
し
と
相
願
申
候
、
別
紙
一
一

も
申
置
候
通
、
万
々
一
も
御
癒
症
も
被
し
為
し
在
候
ハ
、
、
早
々
御
家
老

へ
可
レ
被
二
申
出
一
候
、
此
儀
猶
予
御
さ
あ
る
間
敷
候
、
右
方
尚
可
二
申

述
一
事
、
如
レ
此
御
座
候
、
以
上
、
恐
恒
頓
首

六
月
廿
三
日
香
坂
右
仲

堀
内
易
庵
様

尚
々
今
日
於
二
御
本
城
一
御
相
続
御
執
行
之
様
、
神
谷
清
右
衛
門
御
中
之

間
詰
、
本
村
主
斗
御
中
間
入
、
ニ
ノ
丸
御
奥
御
用
人
樋
口
与
左
右
衛
門

御
中
間
入
、
栗
林
孝
八
元
組
大
小
生
出
尚
御
殿
板
屋
藤
九
郎
小
児
吉
馬

御
中
間
入
、
樫
村
松
永
御
中
間
鍵
擁
瀦
瀦
宮
嶋
与
衛
門
元
組
入
被
二

仰
付
一
候
、
依
レ
之
気
之
毒
之
儀
二
候
、
乍
二
早
々
一
我
等
支
配
之
由
為
二

御
知
一
考
申
入
候
、
以
上

第
三
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

饅
か
ら
き
た
藩
政
の
窮
乏
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、
天
明
七
年
四
月
に

行
な
っ
た
諸
役
場
の
廃
止
・
統
合
と
人
員
整
理
の
一
環
と
判
断
さ
れ
る
。

。
よ
っ
て
、
本
状
も
天
明
七
年
六
月
二
十
三
日
付
書
状
な
り
。

尚
々
御
留
守
宅
江
之
書
状
乍
二
御
序
一
早
速
相
届
申
候
、
今
晩
急
飛

脚
一
一
候
間
、
御
宿
方
書
状
ハ
い
か
ヌ
可
し
有
し
之
哉
、
為
二
御
知
一

被
し
遣
候
、
御
留
守
宅
無
二
御
替
一
御
同
姓
折
々
出
勤

御
口
中
御
薬
或
ハ
御
虫
刺
候
処
、
御
薬
被
一
差
上
一
御
本
方
之
事
一
一

候
、
以
上

去
ル
十
九
日
立
宰
領
下
二
、
長
門
守
様
御
腫
物
之
御
容
躰
、
段
を
御
快

方
一
一
被
し
成
一
御
座
一
候
段
、
尚
々
被
二
御
申
聞
一
、
別
懸
二
言
上
一
、
先
達

（
マ
、
）

而
方
西
良
仲
申
上
候
、
御
様
鉢
佐
渡
守
様
方
被
二
仰
上
一
、
可
し
被
し
遊
二

御
安
慮
一
儀
二
候
得
共
、
御
自
分
方
御
容
体
御
申
上
之
趣
を
以
ハ
御
安

心
被
し
遊
兼
候
処
、
始
而
其
元
方
宜
方
一
一
被
二
御
申
上
一
、
甚
御
喜
悦
、

半
ハ
御
安
慮
被
レ
遊
候
二
付
、
我
等
二
至
迄
難
し
有
恐
悦
致
候
、
嚥
々
其

後
も
度
を
御
様
子
被
二
拝
診
一
候
筈
と
存
候
、
尚
又
御
順
膿
被
レ
成
候
半
与

奉
レ
存
候
、
追
々
御
様
子
可
レ
被
二
御
申
聞
一
候
、
何
卒
此
上
ハ
疾
御
肥
立

二
被
し
為
し
移
候
御
容
子
被
二
御
申
上
一
候
様
二
と
希
斗
二
候
、
右
一
通
り

為
し
可
二
申
達
一
如
レ
此
御
座
候
、
恐
々
謹
言

六
月
廿
七
日
香
坂
右
仲

堀
内
易
庵
殿
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第
四
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

尚
々
御
端
害
之
趣
致
一
承
知
一
候
、
御
状
早
速
御
留
守
宅
相
届
申
候
、

毎
度
無
二
御
気
遣
一
可
し
被
し
遣
候
、
今
日
之
飛
脚
便
為
一
澗
知
一
可
レ

致
候
処
、
何
分
御
用
取
込
、
有
躰
ハ
取
紛
、
其
上
明
十
五
日
山
岸

六
助
事
京
都
石
清
水
八
幡
へ
御
代
参
二
御
登
之
筈
二
候
間
、
此
儀

者
為
一
滴
知
｝
も
致
置
候
間
、
此
使
二
御
状
も
参
候
筈
二
て
、
何
鰍

為
し
登
物
頼
度
な
と
、
御
同
姓
御
出
被
し
致
候
間
、
定
而
継
可
レ
申

候
儀
と
存
候
、
以
上
、

又
申
入
候
、
其
節
米
穀
不
足
之
事
方
先
頃
之
騒
動
も
有
し
之
、
其

後
之
何
彼
御
座
候
由
ハ
薄
々
致
二
承
知
一
候
得
共
、
誠
御
用
向
計
二

而
江
戸
表
之
一
躰
取
沙
汰
之
儀
等
、
委
敷
致
二
承
知
一
事
二
も
無
し
之

候
、
御
宿
元
な
り
と
も
御
申
越
哉
、
又
者
御
上
江
も
御
申
上
之
た

め
二
御
障
之
折
御
調
御
儀
被
レ
成
度
物
二
候
、
此
上

御
状
致
二
拝
見
一
候
、
如
二
来
意
一
残
暑
強
ク
候
得
共
、
中
殿
様
奉
レ
始
、
御

方
々
様
御
機
嫌
能
被
レ
成
二
御
座
一
恐
悦
御
同
意
候
、
長
門
守
様
御
様
躰

御
家
老
へ
可
一
差
出
一
候
由
一
一
て
相
達
、
御
覧
差
上
候
処
、
当
時
之
御

様
躰
何
成
共
御
気
遣
被
レ
遊
儀
も
無
一
御
座
一
恐
悦
之
御
事
二
候
、
次
貴

様
弥
御
平
安
二
御
逗
留
、
長
者
丸
へ
度
凌
為
二
御
診
一
御
出
、
其
外
衆
医

御
廻
、
彼
是
御
評
判
御
座
候
由
、
無
二
御
障
一
御
教
珍
重
之
御
事
一
一
て
、

御
留
守
宅
御
別
義
無
一
御
座
一
候
間
、
御
安
意
可
レ
被
し
成
候
、
私
家
御
同

註

一
連
の
書
状
で
天
明
七
年
六
月
二
十
七
日
付
の
も
の
。

第
五
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

註

・
米
穀
不
足
・
先
頃
の
騒
動
Ⅱ
奥
羽
飢
鐘
か
ら
く
る
米
穀
不
足
。
天
明
七
ｊ

年
四
月
の
財
政
再
建
を
目
的
と
す
る
人
事
大
異
動
。
⑬く

・
中
殿
様
Ⅱ
上
杉
贋
山
。

．
本
状
も
天
明
七
年
七
月
十
四
日
付
書
状
な
り
。

然
二
相
揃
候
、
如
レ
仰
御
同
姓
度
を
被
二
召
出
一
御
薬
御
用
被
一
仰
付
一
、

御
出
意
之
御
事
難
し
有
被
レ
存
候
段
、
御
尤
二
致
一
承
知
一
候
、
無
二
御
心

元
一
儀
ハ
左
茂
可
レ
有
一
御
座
一
候
得
共
、
何
成
と
も
御
気
遣
被
レ
成
問
敷

候
、
心
付
之
儀
ハ
推
泰
可
二
申
述
一
候
、
御
別
紙
共
委
曲
致
一
承
知
一
、

乍
一
略
意
一
夫
々
二
及
二
御
報
一
候
、
何
時
を
限
り
と
申
義
も
無
し
之
御
退

屈
も
之
程
令
一
痛
察
一
候
、
為
一
御
報
一
如
レ
斯
御
座
候
、
猶
期
一
重
便
之
時
一

候
、
恐
恒
謹
言

七
月
十
四
日
香
坂
右
仲

堀
内
易
庵
様

御
別
儀
御
発
足
之
節
、
都
合
七
両
壱
分
御
受
取
、
両
替
引
違
、
旅
籠
等

も
当
年
柄
存
外
事
共
故
、
御
遣
之
由
、
左
候
へ
者
久
々
之
御
滞
留
、
何

分
御
繰
合
も
相
成
兼
候
段
、
無
二
余
義
一
事
と
致
一
承
知
一
候
、
爾
し
此
表

一
一
而
早
急
二
何
共
致
方
有
一
御
座
一
間
敷
候
間
、
此
度
近
田
殿
へ
細
々
相

頼
遣
候
間
、
無
し
拠
筋
之
儀
ハ
内
為
御
口
説
、
其
上
御
引
替
全
成
り
共

御
受
取
外
有
二
御
座
一
間
敷
候
、
御
支
配
可
し
致
方
も
無
し
之
事
二
候
へ
者
、
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第
六
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

尚
々
朝
鮮
莨
御
用
之
儀
ハ
目
合
御
増
之
事
御
屋
敷
へ
相
聞
候
而
い

（
マ
、
）

か
出
と
申
儀
か
、
一
躰
朝
鮮
御
用
之
儀
を
お
密
レ
候
事
二
候
哉
、

御
屋
敷
有
し
之
候
ハ
、
先
ハ
桜
田
と
相
心
得
致
二
披
見
一
候
へ
共
、

此
儀
も
私
心
得
連
欺
、
達
而
御
秘
し
被
し
遊
候
二
も
相
及
問
敷
様

二
存
候
得
共
、
何
彼
御
重
症
之
様
二
相
聞
候
処
を
御
厭
ひ
被
し
成

候
事
二
御
座
候
哉
と
相
考
申
候
、
何
れ
二
〆
も
御
参
府
二
而
被
二

御
越
一
候
間
、
従
し
是
も
同
断
一
一
致
し
、
及
二
返
酬
一
候
、
己
上

先
達
而
被
二
御
申
上
一
候
宗
仙
院
殿
御
内
薬
御
用
之
処
、
御
相
応
不
し
被
し

為
し
在
候
付
、
又
為
良
仲
江
被
二
仰
付
一
候
処
、
御
内
薬
迪
ハ
決
而
差
上

不
し
申
、
御
口
中
御
含
薬
煎
湯
二
〆
差
上
、
主
剤
加
味
之
薬
泉
も
御
座

候
処
、
尚
又
朝
鮮
信
五
厘
シ
、
差
上
候
由
、
同
四
日
方
壱
分
シ
、
差
上

候
処
、
甚
御
相
応
二
被
し
為
し
入
、
此
儀
桜
田
御
屋
敷
江
相
聞
候
而
ハ
如

何
敷
候
間
、
御
参
府
一
一
付
事
止
候
様
、
御
内
々
佐
渡
守
様
江
思
召
候
条
、

註

本
状
も
天
明
七
年
七
月
十
四
日
付
書
状
な
り
。

一
入
御
存
込
之
通
二
も
不
し
参
御
迷
惑
之
筈
二
候
ヘ
ハ
、
此
処
呉
々
も

典
膳
殿
へ
頼
申
遣
候
間
、
御
内
談
其
上
吉
池
助
五
郎
立
岩
善
右
衛
門
な

と
江
御
内
談
可
し
然
候
、
以
上

七
月
十
四
日
右
仲

易
庵
様

註

・
桜
田
Ｉ
江
戸
に
お
け
る
米
沢
藩
上
屋
敷
を
さ
す
。

・
宗
仙
院
Ⅱ
橘
元
周
。
実
は
吉
田
梅
庵
郷
美
が
長
男
。
延
享
二
年
八
月
十

一
日
将
軍
吉
宗
に
拝
謁
。
三
年
三
月
二
十
日
家
を
継
ぎ
、
寄
合
と
な
る
。

宝
暦
十
一
年
十
月
十
五
日
、
法
眼
に
叙
せ
ら
る
。
明
和
六
年
四
月
二
十

玄
永
申
聞
候
処
、
別
而
被
二
申
上
一
候
段
及
一
一
御
沙
汰
一
候
、
且
又
長
者
丸

に
て
万
事
御
親
敷
被
二
成
下
一
候
而
、
御
詰
処
へ
女
中
衆
も
被
一
罷
出
一
、

御
取
扱
候
次
第
等
為
一
御
尋
一
被
し
成
候
由
、
御
上
り
之
日
ハ
御
待
被
し

成
二
御
座
一
候
付
、
先
ツ
ハ
ー
日
置
二
御
上
り
之
由
、
毎
度
御
様
子
御
診

御
貼
替
も
被
二
仰
付
一
候
段
、
玄
永
宅
へ
も
御
越
、
何
彼
御
手
医
者
同
様

一
一
思
召
候
段
誠
御
本
意
成
事
二
御
座
候
、

中
殿
様
二
茂
被
レ
成
二
御
承
知
一
候
而
、
左
様
被
し
有
一
御
座
一
哉
与
御
喜
色

被
し
成
一
御
座
一
候
、
乍
二
此
上
一
御
先
方
様
御
医
者
中
へ
も
御
熟
談
専
一

之
事
二
候
、

一
、
去
ル
四
日
於
二
御
仲
之
間
一
御
酒
御
頂
戴
と
ハ
桜
田
一
一
而
之
事
二
候

哉
、
長
者
丸
一
一
而
之
事
二
候
哉
、
何
れ
御
礼
之
趣
ハ
別
以
一
書
面
一
御
覧

二
上
り
候
へ
共
、
一
分
切
解
兼
候
而
、
一
卜
通
得
二
御
意
一
候
、
借
又
長

者
丸
二
て
ハ
折
々
も
御
酒
等
被
二
成
下
一
事
有
し
之
候
筈
と
存
候
、
此
段

ハ
度
々
御
申
越
一
天
相
及
不
レ
申
候
へ
共
、
定
而
今
迄
も
御
酒
被
し
下
候

事
有
し
之
候
筈
と
存
罷
在
候
、
左
も
無
し
之
歎
否
も
追
而
私
切
之
心
扣
二

可
し
被
一
一
仰
聞
一
候
、
為
一
間
報
一
如
レ
之
御
座
候
、
以
上

七
月
十
四
日
香
右
仲

堀
易
庵
様
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第
七
六
号
文
書
本
多
近
江
守
正
庸
書
状
堀
内
忠
意
宛

第
七
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

以
一
副
書
一
申
入
候
、
乍
一
卿
筆
一
此
間
之
御
返
書
申
入
候
、
此
上

長
門
守
様
御
様
躰
、
度
左
被
二
相
診
一
候
、
存
慮
之
儀
御
医
者
中
、
就
小

御
療
治
之
西
良
仲
へ
熟
談
、
細
々
御
様
躰
可
レ
被
二
申
上
一
候
、
以
上

七
月
十
四
日
香
坂
右
仲

堀
内
易
庵
殿

本
状
も
天
明
七
年
七
月
十
四
日
付
書
状
な
り
。

致
仕
。

玄
永
Ｉ
館
野
玄
永
。

候
、
恐
憧
謹
言

家
来
方
迄
御
状
致
二
拝
見
一
候
、
弥
御
堅
固
珍
重
存
候
、
随
而
先
達
之
御

挨
拶
等
御
申
越
被
レ
入
二
御
念
一
候
御
事
二
存
候
、
右
御
報
芳
如
し
是
御
座
第
八
七
号
文
書
坪
井
信
道
書
状
堀
内
忠
龍
（
素
堂
）
宛

註

本
状
も
天
明
七
年
七
月
十
四
日
付
書
状
な
り
。

五
日
、
奥
医
と
な
る
。
天
明
三
年
十
二
月
十
八
日
、
法
印
に
叙
せ
ら
れ

る
。
五
年
七
月
二
十
日
、
御
匙
と
な
る
。
寛
政
十
年
八
月
二
十
九
日
、

本
多
近
江
守

註

竃
さ
つ
れ

・
本
多
近
江
守
正
庸
Ｉ
平
蔵
、
兵
部
、
弥
八
郎
、
近
江
守
、
従
五
位
下
、

致
仕
の
の
ち
永
夢
と
号
す
。
実
は
水
谷
信
濃
守
勝
阜
が
四
男
。
母
は
妻

木
彦
右
衛
門
頼
保
が
女
。
本
多
正
芳
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
息
女
を
妻

と
す
。
享
保
二
年
九
月
二
十
八
日
、
将
軍
吉
宗
に
拝
謁
し
、
十
二
月
九

日
家
を
継
ぐ
。
九
年
正
月
二
十
八
日
御
使
番
。
十
年
上
杉
勝
千
代
が
幼

な
る
に
よ
り
、
四
月
朔
日
仰
を
う
け
て
、
そ
の
領
地
出
羽
国
米
沢
に
お

も
む
き
国
政
を
監
す
。
十
一
年
正
月
二
十
八
日
目
付
に
転
ず
。
十
七
年

二
月
二
十
一
日
新
番
頭
に
う
つ
る
。
元
文
元
年
八
月
十
二
日
小
普
請
奉

行
に
す
す
み
、
十
二
月
十
六
日
従
五
位
下
近
江
守
に
叙
位
す
。
四
年
九

月
朔
日
作
事
奉
行
と
な
る
。
延
享
三
年
六
月
十
一
日
田
安
の
家
老
に
転

じ
、
四
年
九
月
十
日
務
を
辞
す
。
寛
延
三
年
四
月
二
十
五
日
致
仕
し
、

明
和
二
年
六
月
二
十
四
日
死
去
。
年
七
十
三
。
法
名
元
久
。

・
差
出
人
の
経
歴
か
ら
し
て
、
宛
先
人
の
堀
内
忠
意
は
堀
内
家
の
第
二
代

目
直
生
（
忠
意
）
で
あ
っ
て
、
第
四
代
目
の
忠
明
（
忠
意
・
林
哲
）
で

は
な
い
。

舂
寒
料
蛸
御
座
候
処
、
道
標
万
福
被
レ
成
二
御
座
一
奉
二
恐
賀
一
候
、
然
ハ

四
月
十
三
日

堀
内
忠
意
様

御
報

正
庸
（
花
押
）
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第
言
二
号
文
書
川
本
幸
民
書
状
堀
内
忠
亮
宛

欝
々
敷
天
気
二
御
座
候
へ
共
、
益
御
清
穆
被
レ
成
二
御
座
一
恭
喜
之
至
奉
レ

存
候
、
然
ハ
御
繁
用
中
毎
食
升
堂
御
教
示
被
二
成
下
一
千
万
難
し
有
、
以
二

万
年
橋
畔
小
高
楼
風
雨
揺
々
如
涯
舟

不
速
客
来
驚
如
夢
善
畿
鼠
躁
攪
閑
愁

丹
書
有
訣
人
空
老
青
史
関
心
志
未
酬

多
病
抵
当
安
養
劣
任
他
造
裡
送
悠
々

右
御
一
築
可
レ
被
し
下
候

忠
龍
学
兄
信
道
拝

註

・
忠
龍
Ⅱ
堀
内
素
堂
。

・
豚
児
・
安
貞
Ⅱ
坪
井
安
貞
。
坪
井
信
通
の
息
。

・
本
状
は
『
堀
内
素
堂
』
四
三
’
四
四
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

豚
児
事
明
十
五
日
愈
入
塾
相
願
度
奉
レ
存
候
、
右
二
付
今
日
ハ
机
本
箱

夜
具
等
為
し
持
差
上
申
候
、
乍
一
御
面
倒
一
御
門
人
中
へ
被
二
仰
聞
一
御
受

取
置
可
し
被
し
下
候
、
籾
又
明
日
ハ
野
子
召
連
し
参
上
可
し
仕
心
得
二
御

座
候
処
、
四
五
日
前
方
痂
痛
に
て
引
込
罷
在
不
レ
能
二
其
意
一
、
乍
二
失
敬
一

以
二
門
人
一
御
願
可
二
申
上
一
候
、
此
段
御
高
免
可
レ
被
し
下
候
、
何
れ
近
日

参
上
委
穫
可
二
申
上
一
候
、
豚
児
事
安
貞
と
改
名
仕
候
、
兼
而
御
承
知
被
し

成
候
通
、
遅
鈍
之
性
格
別
御
迷
惑
と
奉
レ
存
候
、
荷
分
可
レ
然
御
鞭
策

被
し
下
候
様
偏
二
奉
一
願
上
一
候
、
草
々
頓
首

正
月
十
四
日

舂
初
似
病

第
一
三
三
号
文
書
川
本
幸
民
書
状
堀
内
忠
亮
宛

（
端
裏
）

「
堀
内
忠
亮
様
川
本
幸
民

奉
答
」

拝
読
仕
候
、
御
伺
耆
十
四
日
に
差
出
置
候
処
、
十
五
日
ハ
祭
礼
二
而
休

日
二
相
成
り
申
候
、
何
レ
廿
五
日
之
改
二
相
成
可
レ
申
候
、
尤
異
人
一

件
二
而
調
処
引
払
二
相
成
候
節
ハ
如
レ
何
相
変
可
レ
申
哉
不
二
相
分
一
、
何
分

一
一
も
心
得
罷
在
候
事
故
、
成
長
早
禽
相
済
候
様
取
計
可
レ
申
候
、
御
請

迄
、
早
麦
以
上

九
月
十
六
日

註

・
調
処
Ⅱ
川
本
幸
民
が
安
政
三
年
以
降
出
仕
し
た
蕃
害
調
所
と
考
え
ら
れ

ブ
（
》
。

．
し
た
が
っ
て
本
状
の
宛
先
は
第
六
代
堀
内
忠
亮
（
忠
淳
・
忠
廸
・
適

斎
）
な
り
。

御
蔭
一
近
々
成
就
可
し
仕
奉
レ
存
候
、
願
二
御
柾
駕
一
茶
酒
呈
之
仕
度
奉
レ
存

候
へ
と
も
、
御
繁
勤
中
、
却
而
御
迷
惑
可
し
被
し
為
し
在
奉
レ
存
候
間
、

乍
一
目
失
礼
一
金
百
疋
兎
拳
少
々
為
二
上
巳
之
御
祝
義
一
呈
上
仕
候
、
御
笑
留

被
一
成
下
一
候
ハ
、
、
大
慶
奉
レ
存
候
、
尚
又
八
日
に
は
升
堂
仕
候
ハ
、
、

宜
敷
候
哉
、
乍
レ
序
奉
伺
上
一
候
、
草
々
以
上
、

三
月
二
日

註

．
上
己
の
御
祝
儀
Ⅱ
三
月
三
日
の
祝
。
雛
の
節
句
。
桃
の
節
句
。
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一
ブ
ル
ク
・
ワ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
の
医

学
体
系
の
比
較
研
究
」
に
出
席
し
て
大
塚
恭
男

一
九
七
一
年
七
月
九
日
よ
り
二
七
日
間
、
ア
メ
リ
カ
の
君
⑦
ロ
ロ
関
ｌ
⑦
Ｈ
ｇ

冒
匡
且
昌
Ｃ
口
ざ
Ｈ
Ｐ
ロ
言
３
９
ざ
四
８
－
閉
罵
胃
呂
の
主
催
で
、
オ
ー
ス
ト

リ
ー
の
ワ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
で
、
表
題
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
た
。
演
者
は
小
川
鼎
三
先
生
の
御
推
挙
に
よ
り
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
、
「
日
本
に
お
け
る
中
国
伝
統
医
学
」
に
つ
い
て
口
演
を
行
な
っ
た
。

会
議
の
立
案
者
で
あ
り
総
括
責
任
者
で
も
あ
っ
た
の
は
一
豆
Ｉ
ヨ
ー
ク
大
学

人
類
学
教
室
の
胃
．
ｏ
Ｆ
“
胃
で
、
参
加
者
は
す
べ
て
で
二
○
名
、
う
ち

ア
ジ
ヤ
人
三
名
（
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
か
ら
各
一
人
と
演
者
）
で
他
は
欧
米

の
学
者
で
あ
る
。

ア
ジ
ヤ
の
伝
統
医
学
の
二
本
の
大
き
な
柱
は
中
国
医
学
と
イ
ン
ド
の
ア
ー

ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
ア
ラ
ブ
系
の
ユ
ナ
ニ
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
の
小
地
域
で
行
な
わ
れ
て
い
る
民
間
医
療
ま
で
含
め
る
と
非
常
に

多
彩
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
多
専
門
領
域
研
究
者
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
あ
り
、
医
学
の
ほ
か
に
薬
学
、
人
類
学
、
社
会
学
等
さ
ま
ざ
ま
の

分
野
の
専
門
家
が
参
集
し
、
多
角
的
に
ア
ジ
ヤ
の
伝
統
医
学
を
検
討
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

会
の
目
的
に
つ
い
て
い
＄
扁
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

九
月
例
会
九
月
二
十
五
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
図
書
館
第
一
会
議
室

一少
ｈ
Ｊ
、
”
沙
矼
〃
Ｌ
〃
、

日
本
医
史
学
会
例
会
記
事

「
こ
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
目
的
は
、
ア
ジ
ヤ
諸
国
に
お
い
て
行
な
わ
れ

て
い
る
医
療
活
動
を
社
会
学
的
お
よ
び
歴
史
的
に
比
較
研
究
し
、
そ
れ
ら
相

互
の
関
連
性
を
追
求
す
る
こ
と
に
あ
る
。
中
国
、
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ビ
ヤ
の
伝

統
医
学
が
も
っ
て
い
る
社
会
的
構
造
、
こ
れ
ら
の
医
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当

す
る
地
域
住
民
に
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
づ
け
、
ア
ジ
ヤ
の
諸
社
会

で
は
、
伝
統
医
学
と
現
代
医
学
と
が
共
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
共
存
の
シ
ス

テ
ム
、
伝
統
医
学
が
復
興
し
、
専
業
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
の
傾
向
、
な
ど
の

点
に
つ
い
て
考
察
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ｇ
且
の
“
Ｆ
の
農
の
は
会
議
の

議
事
録
を
編
集
し
て
出
版
に
付
す
る
が
、
予
想
さ
れ
る
出
版
物
は
医
学
人
類

学
（
言
の
島
の
巴
９
号
ｇ
ｇ
さ
喝
）
の
研
究
に
新
ら
し
い
刺
激
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ヤ
医
学
の
理
解
に
資
す
る
い
か
な
る
貢
献
で
も
、
関

係
領
域
の
学
者
の
興
味
を
ひ
か
ず
に
は
お
か
な
い
だ
ろ
う
し
、
人
類
の
健
康

改
善
に
関
与
し
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
」

な
お
、
会
議
の
内
容
は
来
年
度
中
に
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

十
月
例
会
十
月
二
十
三
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
第
二
校
舎
四
階
教
室

｜
父
の
遺
品
を
め
ぐ
っ
て
大
滝
紀
雄

一
佐
藤
家
系
図
藤
の
ゆ
か
り
（
昭
和
八
年
）
同
増
訂
版
（
昭
和
十
五

年
）

二
北
城
の
ゆ
か
り
再
版
（
昭
和
三
十
七
年
）

ニ
テ
リ
ア
カ
考

前
島
信
次
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マ
ス
エ

三
北
城
家
系
図
父
潤
家
が
麻
生
の
野
川
里
う
か
ら
聞
き
と
っ
た
も
の

を
参
考
と
し
て
調
製
し
た
ペ
ン
書
き
の
も
の

四
佐
藤
尚
中
の
尺
犢
大
滝
潤
家

中
外
医
事
新
報
一
二
二
八
号

五
御
祖
父
（
尚
中
）
事
蹟
並
順
天
堂
医
院
創
業

穴
戸
立
三
、
佐
藤
佐

キ
タ
シ
ロ

尚
中
は
北
城
家
よ
り
で
て
、
山
口
甫
遷
（
甫
仙
）
の
子
で
あ
る
が
、
男
兄

ジ
ヨ
ウ

弟
三
人
の
中
の
二
男
で
暫
時
城
姓
を
名
乗
っ
た
。
兄
は
甫
仁
と
い
い
、
弟
は

（
甫
仙
）
星
海
で
山
口
家
を
継
い
だ
。
尚
中
の
姉
に
「
れ
い
」
の
名
が
見
え

る
。
尚
巾
は
幼
名
を
龍
太
郎
と
い
っ
た
が
、
の
ち
尚
中
の
父
甫
仙
の
妹
「
や

す
」
（
高
橋
忠
兵
衛
夫
人
）
の
次
女
「
さ
だ
」
と
結
婚
し
た
。
佐
倉
の
佐
藤

舜
海
の
妻
は
さ
だ
の
妹
「
と
し
」
で
あ
る
。

尚
中
は
天
折
し
た
者
を
除
い
て
五
男
五
女
が
あ
っ
た
。
舜
海
は
養
子
で
旧

姓
を
岡
本
道
庵
と
い
い
佐
倉
の
順
天
堂
を
継
い
だ
。
長
女
静
佐
（
藤
進
夫
人
）
、

長
男
百
太
郎
、
次
女
藤
（
三
宅
秀
夫
人
）
、
次
男
伝
兵
衛
（
大
野
）
の
四
人

は
尚
中
と
先
妻
さ
だ
と
の
間
の
子
で
あ
る
。
三
女
楽
（
佐
藤
佐
夫
人
）
、
三

男
術
（
城
）
、
四
女
梅
尾
（
進
養
女
）
、
五
女
幸
（
進
養
女
）
、
四
男
福
待
、

五
男
潤
家
（
大
滝
）
は
後
妻
「
な
ほ
」
（
尚
寿
、
城
左
次
右
衛
門
？
の
娘
）

と
の
間
の
子
で
あ
る
。

六
佐
藤
尚
中
先
生
（
小
伝
）
昭
和
十
一
年
生
誕
地
保
存
会

七
蘭
医
佐
藤
泰
然
房
総
郷
土
研
究
会

八
写
真
数
葉
尚
中
、
三
宅
秀
夫
妻
、
御
茶
水
順
天
堂
冬
景
色
、
谷
中

尚
中
碑
（
鉄
柵
の
あ
る
も
の
）
、
小
見
川
尚
中
碑
、
ポ
ー
ド
イ
ン
送
別

会
（
明
治
三
年
小
石
川
御
薬
園
に
て
）
こ
れ
に
は
石
黒
忠
恵
、
司
馬

凌
海
、
桑
田
衡
平
、
大
石
良
逸
、
坪
井
為
春
、
池
田
謙
斎
、
島
村
鼎

ら
の
顔
が
み
え
る
。

九
尚
中
、
進
、
松
本
順
の
書
（
掛
軸
）
各
一
幅
お
よ
び
進
か
ら
中
井
敬

所
宛
て
の
手
紙
一
通

十
ト
ラ
ウ
ベ
式
聴
診
器
二
個
、
象
牙
及
び
エ
ボ
ナ
イ
ト
？
製
各
一
、
打

診
槌
二
個

十
一
尚
中
お
よ
び
進
の
門
弟
で
あ
り
、
明
治
初
年
頃
四
谷
坂
町
に
開
業

し
て
森
本
千
之
助
氏
旧
蔵
の
薬
寵
一
個
、
水
散
薬
の
瓶
の
蓋
の
上
に

記
さ
れ
て
い
る
薬
の
略
号
は
当
時
の
順
天
堂
で
使
用
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
一
部
を
示
す

塩
酸
加
里
銘
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
必

酪
酸
加
里
猷
重
炭
酸
曹
達
ｒ

沃
度
加
里
劫
榿
皮
舎
利
別
誠

硫
酸
苦
土
英
ホ
ー
レ
ル
水
批

纈
草
丁
幾
浩
老
利
児
水
衆

芳
香
丁
幾
贈
莫
児
罪
浬
水
守

ゲ
ン
チ
ァ
ネ
丁
幾
阻
純
エ
ー
テ
ル
鋭

吐
根
酒
吐
抱
水
ク
ロ
ラ
ー
ル
固

な
お
、
こ
の
薬
篭
に
は
小
乳
棒
、
箸
、
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
、
薬
包
紙
、
薬

袋
が
入
れ
て
あ
り
、
明
治
四
十
年
森
本
詠
帰
斎
の
印
刷
が
な
さ
れ
て
い
る
。

マ
ン
ス
ヘ
ル
ド

十
二
写
本
八
冊
和
蘭
満
斯
歌
爾
篤
師
口
授
生
理
学
、
解
剖
新
説
、

病
理
学
等
、
明
治
六
年
な
い
し
八
年
頃
の
も
の

十
三
日
記
父
の
ド
イ
ツ
外
遊
記
ほ
か

十
四
父
の
患
者
覚
え
書
き
ノ
ー
ト
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一
奈
良
時
代
に
お
け
る
僧
侶
の
医
療
に
つ
い
て
樋
口
誠
太
郎

奈
良
時
代
に
お
け
る
僧
侶
の
社
会
的
分
野
に
お
け
る
活
躍
の
顕
著
な
様
相

は
当
時
の
事
を
記
し
た
「
日
本
書
紀
」
「
続
日
本
紀
」
「
日
本
霊
異
記
」
な
ど

か
ら
、
一
応
の
事
は
判
る
が
、
個
々
に
具
体
的
史
料
を
求
め
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
と
、
そ
の
探
究
は
困
難
で
あ
る
。

今
回
の
主
題
で
あ
る
「
僧
侶
の
医
療
」
も
こ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
当
時
の
僧
侶
が
医
療
に
つ
く
し
た
事
に
関
し
て
は
「
医
史
学
」
で
は

「
僧
医
」
と
言
う
名
称
を
付
し
て
、
そ
の
事
蹟
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
た
だ

私
は
奈
良
時
代
、
古
代
律
令
国
家
と
し
て
の
日
本
で
は
「
医
疾
令
」
が
在
り

医
師
養
成
の
規
程
が
見
ら
れ
て
い
る
し
、
一
方
「
僧
尼
令
」
で
は
僧
尼
が
吉

凶
を
卜
相
し
た
り
巫
術
で
療
病
す
る
様
な
呪
術
行
為
を
い
ま
し
め
て
い
る
。

十
五
明
治
二
十
九
年
第
一
高
等
学
校
在
学
証
書

十
六
大
正
十
五
年
調
三
五
同
級
会
会
報
同
期
生
、
井
上
誠
夫
、
石

原
誠
、
田
原
淳
、
二
木
謙
三
、
三
田
定
則
、
三
宅
鉱
一
ら
の
名
が
見

ら
れ
る

十
七
入
沢
達
吉
撰
、
相
良
知
安
記
念
碑
拓
本
以
上

二
頼
山
陽
の
病
志

木
講
演
は
近
く
原
著
に
て
掲
載
し
ま
す
。

十
一
月
例
会
十
一
月
二
十
七
日
（
土
）

於
日
本
学
士
院

富
士
川
英
郎

ま
た
、
こ
の
様
な
こ
と
に
長
じ
て
い
る
僧
尼
は
還
俗
さ
せ
る
様
に
と
記
さ
れ

て
い
る
。

当
時
の
僧
侶
に
は
「
公
」
に
認
め
ら
れ
、
階
級
を
与
え
ら
れ
た
「
官
僧
」

と
も
言
う
べ
き
も
の
と
、
自
か
ら
出
家
し
て
「
山
林
」
で
修
行
を
つ
ん
だ
と

こ
ろ
の
「
私
度
僧
」
と
も
言
う
べ
き
僧
侶
が
存
在
し
た
事
は
、
良
く
知
ら
れ

て
い
る
。
奈
良
時
代
の
僧
侶
の
有
徳
の
事
蹟
を
記
し
た
「
日
本
霊
異
記
」
の

中
か
ら
「
医
療
行
為
・
除
病
行
為
」
を
と
り
あ
げ
て
比
較
し
て
行
く
と
「
官

僧
」
或
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
僧
侶
の
一
団
の
行
為
と
「
私
度
僧
」
と
言
わ
れ

る
僧
侶
の
行
為
も
こ
れ
と
言
っ
た
明
確
な
差
異
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
な
の

に
僧
尼
令
の
規
程
で
は
、
仏
法
に
基
く
「
医
療
、
或
は
除
病
行
為
」
を
行
な

う
者
は
還
俗
さ
せ
な
く
て
も
良
い
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
事
か
ら
考
え
る
と
、
当
時
の
僧
侶
の
医
療
、
或
は
除
病
行
為
は
、
そ

れ
が
「
官
僧
」
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
な
ら
ば
、
僧
侶
の
「
才
芸
」
の
ひ
と

つ
と
し
て
公
認
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
当
時
の
宮
廷
に
於
て

も
僧
侶
に
看
病
を
受
け
た
り
、
呪
法
を
行
な
わ
せ
た
り
し
て
い
る
。

当
時
の
高
僧
と
言
わ
れ
る
人
々
の
中
に
は
、
鑑
真
の
よ
う
に
薬
草
の
知
識

に
長
じ
た
も
の
、
道
鏡
の
よ
う
に
看
病
、
薬
湯
な
ど
の
知
識
に
長
じ
た
も
の

な
ど
が
あ
っ
た
。
一
方
「
私
度
僧
」
の
医
療
行
為
は
主
と
し
て
「
呪
術
」
を

中
核
と
し
て
い
る
様
に
見
ら
れ
る
。

一
一
一

奈
良
時
代
の
仏
教
信
仰
の
目
的
は
国
家
的
視
点
か
ら
は
「
鎮
護
国
家
」
で

あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
般
民
衆
に
と
っ
て
は
、
「
除
病
得
富
」
で
あ
っ
た
（
こ

れ
は
、
中
世
ま
で
ず
っ
と
民
衆
の
仏
教
信
仰
の
背
景
に
存
在
し
た
様
に
見
ら
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れ
る
）
。
し
か
し
「
官
僧
」
と
民
衆
と
の
距
離
は
決
し
て
近
い
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
た
め
「
私
度
僧
」
に
よ
る
呪
法
が
広
く
民
衆
の
生
活
の
中
に
存
在

し
た
と
も
言
え
よ
う
。
私
度
僧
は
こ
の
た
め
、
民
衆
の
信
頼
を
得
た
。
「
役

の
小
角
」
、
「
行
基
」
な
ど
は
、
そ
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
等

は
そ
れ
故
に
、
国
家
か
ら
追
求
も
さ
れ
た
り
し
た
。

一
方
律
令
制
度
で
規
制
さ
れ
た
「
医
師
」
は
そ
の
員
数
か
ら
推
察
し
て
も
、

と
て
も
当
時
の
需
要
を
満
た
す
に
不
充
分
で
あ
る
事
は
明
確
で
あ
る
。

続
日
本
紀
等
の
記
事
か
ら
、
奈
良
時
代
の
流
行
病
の
記
事
を
抽
出
し
て
見

る
と
、
約
七
十
余
年
間
に
二
十
項
目
以
上
の
記
述
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
三
年

に
一
回
の
割
り
合
い
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
疫
病
（
流
行
病
）
の
盛
行
に

対
し
て
、
「
呪
術
」
を
行
な
い
、
薬
草
、
薬
物
の
知
識
を
も
っ
た
僧
侶
の
特

技
、
才
芸
が
世
の
人
々
の
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
た
事
は
、
宗
教
の
如
き
精
神

生
活
以
前
の
現
実
の
問
題
と
し
て
注
視
す
べ
き
事
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
は

同
時
に
中
国
伝
来
の
「
仏
教
医
学
」
の
我
国
に
お
け
る
原
点
と
し
て
此
の
時

代
の
医
学
は
究
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

四

今
回
の
発
表
は
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
十
七
巻
三
号
の
私
槁
「
奈
良
時
代

に
於
け
る
僧
侶
の
才
芸
と
し
て
の
医
療
を
中
心
に
し
て
行
な
っ
た
が
、
発
表

後
当
日
私
が
発
表
資
料
と
し
て
提
示
し
た
「
東
大
寺
献
物
帳
」
に
記
さ
れ
て

い
る
当
時
の
薬
物
類
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
先
学
諸
賢
の
方
々
よ
り
様
々
な

御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
「
医
疾
令
」
の
中
の
医
生
教
習
条
に
関
し
て

は
具
体
的
に
ど
の
様
に
実
施
さ
れ
て
い
た
か
と
言
う
事
も
指
摘
さ
れ
た
が
、

確
信
を
も
っ
て
こ
れ
に
応
え
る
史
料
を
私
は
持
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
平
城

宮
出
土
の
一
万
点
を
越
え
る
勤
務
評
定
関
係
の
木
簡
の
中
に
「
医
生
」
の
も

二
吉
益
東
洞
門
人
録
に
つ
い
て
矢
数
道
明

先
頃
譲
り
う
け
た
故
安
西
安
周
氏
の
両
全
室
文
庫
の
中
か
ら
、
「
東
洞
、

南
涯
両
先
生
門
人
録
」
と
い
う
ひ
ど
く
蚕
蝕
さ
れ
た
一
冊
の
写
本
が
現
わ
れ

て
き
た
。
こ
の
本
は
東
洞
と
南
涯
と
北
洲
と
三
代
に
わ
た
る
門
人
を
各
藩
別

に
記
録
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
ほ
ど
に
「
天
保
癸
卯
の
秋
、
七
月
廿
日
、
洛

東
華
頂
山
下
袋
街
、
弄
月
亭
に
於
て
之
を
写
す
、
常
陽
後
学
奥
田
鳳
作
夫
、

此
書
は
実
に
吉
益
家
秘
蔵
な
り
、
固
よ
り
他
見
を
許
さ
ず
」
と
あ
り
、
「
奥

田
蔵
書
」
の
大
き
い
蔵
書
印
が
捺
し
て
あ
っ
た
。

「
東
洞
全
集
」
に
、
東
洞
の
通
刺
記
（
門
人
録
）
の
こ
と
が
出
て
い
る
が

そ
れ
に
よ
る
と
、
仙
東
洞
の
門
人
は
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
か
ら
安
永
二

年
（
一
七
七
三
）
ま
で
に
五
四
六
人
。
南
涯
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
か

ら
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
ま
で
に
一
、
四
一
二
人
。
北
洲
は
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）
か
ら
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
ま
で
に
六
七
五
人
と
あ
っ

て
、
南
洲
の
門
人
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
と
対
比
す
る
と
き
は
、

本
門
人
録
は
全
く
そ
の
一
部
に
過
ぎ
ぬ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
奇

異
と
す
る
と
こ
ろ
は
「
江
州
（
近
江
国
滋
賀
県
）
の
と
こ
ろ
に
門
人
と
し
て

中
神
右
内
（
号
琴
渓
）
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

中
神
琴
渓
は
従
来
東
洞
の
門
人
六
角
重
任
の
著
「
古
方
便
覧
」
を
読
ん
で

感
激
し
て
医
に
志
し
た
と
い
わ
れ
、
終
生
師
に
就
く
こ
と
な
く
、
独
学
に
よ

の
も
或
は
含
ま
れ
て
い
て
、
教
習
の
具
体
的
な
姿
が
見
出
さ
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

も
し
今
後
の
研
究
で
、
幸
運
に
も
こ
の
様
な
史
料
を
得
た
な
ら
ば
、
ま
た

の
機
会
に
、
会
員
各
位
の
御
指
導
を
仰
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
以
上
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っ
て
彼
の
名
医
の
地
位
を
築
き
あ
げ
た
と
さ
れ
て
い
た
。
年
代
を
調
べ
て
み

る
と
東
洞
は
（
元
録
一
五
年
八
一
七
○
二
Ｖ
ｌ
安
永
二
年
八
一
七
七
三
Ｖ
）

七
十
二
才
没
、
琴
溪
は
（
寛
保
三
年
八
一
七
四
三
Ｖ
ｌ
天
保
四
年
八
一
八
三

三
Ｖ
）
九
一
才
没
で
あ
る
か
ら
勿
論
師
事
す
る
機
会
は
十
分
に
あ
っ
た
訳
で
、

本
書
を
写
し
た
奥
田
鳳
作
も
こ
れ
に
私
見
に
よ
り
補
註
を
加
え
て
「
晩
年
の

弟
子
か
」
と
附
言
し
て
い
る
。

琴
渓
が
東
洞
の
門
人
録
に
名
を
掲
げ
て
あ
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
門
人
録
を
み
る
と
入
門
者
は
全
国
各
藩
に
及
び
北
は
松

前
藩
よ
り
南
は
薩
摩
藩
に
及
ん
で
い
る
。
ま
こ
と
に
隆
盛
を
極
め
た
こ
と
が

了
解
さ
れ
る
。

琴
渓
が
三
十
余
才
に
し
て
医
に
志
し
た
動
機
に
つ
い
て
は
い
ま
ま
で
謎
と

さ
れ
て
い
た
が
、
森
銑
三
氏
の
「
人
物
逸
話
辞
典
」
の
中
に
髪
結
床
の
主
人

の
言
葉
に
よ
っ
て
発
心
し
た
そ
の
動
機
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
私
は
岩
波

書
店
日
本
思
想
大
系
月
報
一
五
、
近
世
科
学
思
想
下
に
執
筆
し
た
の
で
参

照
）

東
洞
の
著
名
の
門
人
三
十
五
人
の
業
績
、
南
涯
の
著
名
門
人
十
七
人
の
業

績
な
ど
を
省
み
る
と
、
ま
さ
に
一
大
王
国
を
築
き
あ
げ
て
い
た
観
が
あ
る
。

（
覧
表
省
略
）

さ
て
本
書
を
洛
東
華
頂
山
下
袋
街
の
弄
月
亭
で
写
し
た
奥
田
鳳
作
は
、
私

と
同
県
で
茨
城
県
真
壁
郡
河
間
村
大
字
奥
田
の
人
、
現
在
は
下
館
市
に
編
入

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
奥
田
家
の
現
在
の
後
嗣
嘉
門
氏
（
千
代
田
区
開
業
）

と
私
は
昭
和
十
六
年
八
月
に
同
時
に
宇
都
宮
に
召
集
さ
れ
、
南
方
で
生
活
を

共
に
し
た
戦
友
で
、
先
祖
の
こ
と
を
嘉
門
氏
に
き
く
と
、
鳳
作
は
竹
山
と
号

し
て
い
た
と
い
う
。

呪
治
三
十
三
年
昭
和
八
年

千
葉
医
専
卒
明
和
医
専
卒

奥
田
竹
山
（
鳳
作
）
Ｉ
（
東
瞑
）
Ｉ
鼎
作
ｌ
廩
之
助
ｌ
嘉
門

と
し
子
（
土
の
作
者
長
塚
節
の
妹
）

鳳
作
は
東
洞
の
直
門
、
岑
少
翁
の
門
人
「
某
」
に
師
事
し
、
北
洲
の
養
子

復
軒
（
震
）
と
親
し
い
交
り
を
結
ん
で
い
た
ら
し
い
。
鳳
作
に
は
「
腹
診
図

考
」
と
い
う
著
述
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
本
写
本
が
何
故
両
全
堂
文
庫
の
中
に

あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
安
西
氏
は
昭
和
三
十
四
年
十
月
十
日
の
日
本
医
事
新

報
「
医
人
文
人
あ
れ
こ
れ
」
に
、
「
長
塚
節
と
久
保
猪
之
吉
」
側
を
掲
げ
て

く
ち
の
す
け

い
る
。
こ
こ
で
嘉
門
氏
の
父
廩
之
助
氏
が
長
塚
節
の
妹
と
し
子
と
見
合
の
と

き
長
塚
家
を
訪
れ
、
節
と
初
対
面
し
た
記
録
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
安
西
氏

は
度
々
嘉
門
氏
を
訪
問
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
奥
田
家
の
秘
蔵
書

を
発
見
さ
れ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

節
は
痔
漏
で
廩
之
助
の
治
痛
を
う
け
、
入
院
中
「
土
」
を
執
筆
し
て
い
た

と
い
う
。
私
は
嘉
門
氏
に
何
か
東
洞
の
書
で
も
な
い
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

早
速
故
郷
下
館
へ
連
絡
し
て
下
さ
っ
て
、
吉
益
晨
の
書
い
た
筆
跡
を
届
け
て

く
れ
た
。
そ
の
文
面
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
奥
田
貴
兄
京
師
に
瀞
び
、
予
と
兄
弟
の
交
り
を
為
し
、
日
夜
共
に
曽
祖

東
洞
翁
の
道
を
談
ず
。
因
て
積
年
の
或
を
解
き
、
以
て
蔬
奥
の
微
妙
を
知
る

此
に
翁
の
手
沢
草
棄
を
贈
り
、
以
て
其
恩
を
謝
す
と
い
う
」
（
原
漢
文
）

天
保
癸
卯
初
秋
吉
益
震

○
○

○
○

と
あ
る
。
手
沢
は
秘
蔵
害
、
草
章
は
草
稿
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
害
は
期
せ

ず
し
て
、
東
洞
の
秘
蔵
言
門
人
録
の
草
稿
を
鳳
作
に
貸
与
し
、
鳳
作
が
こ
れ

を
写
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
天
保
癸
卯
（
十
四
年
）
と
あ
る
の
が
よ
く
合

致
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
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と
き
十
一
月
十
四
（
日
）

と
こ
ろ
京
都
府
立
勤
労
会
館
・
六
階
会
議
室

１
佐
伯
理
一
郎
と
そ
の
看
護
婦
・
助
産
婦
教
育
長
門
谷
洋
治

２
紹
興
本
草
に
つ
い
て
岡
西
為
人

３
モ
ル
ヒ
ネ
の
近
代
医
薬
史
上
の
位
置
宗
田
－

４
最
近
入
手
せ
る
「
金
創
痛
治
之
書
」
（
武
生
本
）
に
つ
い
て竹

内
真
一

５
阿
蘭
陀
文
字
の
こ
と
岩
治
勇
一

６
ろ
く
ろ
師
と
医
薬
（
阿
波
医
学
史
余
聞
）
今
市
正
義

７
江
馬
蘭
斎
に
関
す
る
一
資
料
に
つ
い
て
青
木
一
郎

８
三
河
に
お
け
る
華
岡
胄
洲
の
門
人
安
井
広

９
坪
井
信
道
訳
「
謨
斯
多
・
消
渇
病
」
に
つ
い
て
津
田
進
三

ｍ
中
天
勝
の
「
視
学
一
歩
」
に
つ
い
て
藤
野
恒
三
郎

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部

一
共

蘭
学
資
料
研
究
会
関
西
支
部

科
学
史
学
会
京
都
支
部

〔
追
記
〕
本
稿
は
昭
和
輔
年
ｕ
月
”
日
上
野
日
本
学
士
院
に
お
け
る
口
本

医
史
学
会
例
会
で
講
演
し
た
要
旨
で
あ
る
。
当
日
出
席
の
中
里
龍
瑛
氏

は
、
東
洞
門
人
録
の
更
に
詳
し
い
も
の
が
東
大
図
吾
館
呉
秀
三
文
庫
の

中
に
あ
る
旨
追
加
発
言
を
さ
れ
た
。

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会

催

一

二
月
四
日
付
を
も
っ
て
文
部
省
か
ら
財
団
法
人
許
可
。
ま
ず
京
都
を
中
心

に
京
都
府
医
師
会
の
協
力
を
得
て
資
料
収
集
の
活
動
を
開
始
す
る
。
保
管
は

国
立
京
都
博
物
館
に
依
頼
す
る
予
定
。
設
立
者
太
山
典
礼
。
役
員
に
緒
方
富

雄
、
小
川
鼎
三
、
大
鳥
蘭
三
郎
、
阿
知
波
五
郎
の
顔
振
れ
で
出
発
。
更
に
多

く
の
有
識
者
を
役
員
に
依
頼
し
、
陣
営
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

連
絡
場
所
東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
二
一
太
田
事
務
所
内

16 15 14 13 12 11

口
科
古
医
書
の
異
同
に
つ
い
て
杉
本
茂
舂

後
藤
新
平
と
岡
崎
の
医
師
・
斎
藤
道
四
郎
と
の
交
流
中
沢
修

別
爾
摂
律
私
色
．
］
．
屑
『
園
①
言
叩
】
弓
ご
ｌ
扁
盆
）
の

蘭
訳
本
と
村
上
英
俊
の
「
舎
密
明
源
」
に
つ
い
て
阿
知
波
五
郎

天
文
暦
算
阪
府
教
授
・
福
田
貫
通
斉
に
つ
い
て
中
野
操

高
橋
至
時
の
新
修
五
星
法
と
そ
の
情
円
軌
道
説
渡
辺
敏
夫

山
片
蟠
桃
の
天
文
学
説
薮
内
清

財
団
法
人
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
発
足

イ

’
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伊
東
玄
朴
の
墓

伊
東
玄
朴
の
墓
は
東
京
下
谷
三
崎
町
の
天
龍
院
に
あ
る
。
玄
朴
が
葬
ら
れ

た
明
治
四
年
に
は
、
天
龍
院
の
門
の
入
っ
て
左
脇
に
建
立
さ
れ
た
が
、
後
に
、

道
路
拡
張
や
門
の
脇
で
あ
る
た
め
起
る
不
祥
事
を
避
け
る
た
め
、
同
院
の
裏

側
に
移
さ
れ
た
。
現
在
は
そ
こ
に
あ
る
。
玄
朴
と
夫
人
の
墓
碑
は
写
真
で
わ

か
る
よ
う
に
非
常
に
近
代
的
感
覚
で
造
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
で
も
そ
の
漸

新
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
昭
和
姉
年
１
月
、
玄
朴
の
残
後
百
年
記
念
の
法
要
が

営
ま
れ
た
時
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
墓
前
に
百
年
祭
記
念
碑
の
建
立
が
遺
族

玄
朴
夫
妻
の
墓
の
記
念
碑

１
１

雑
報

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

の
間
で
企
画
さ
れ
た
。
こ
れ
は
七
月
に
実
現
し
そ
の
記
念
碑
の
写
真
が
送
ら

れ
き
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

玄
朴
残
後
一
○
○
祭
記
念
碑

愛
知
県
医
事
風
土
記

愛
知
県
下
の
寺
社
、
名
所
旧
蹟
、
伝
説
、
民
間
信
仰
、
風
俗
習
慣
、
社
会

事
業
、
人
物
、
動
植
物
等
で
特
に
医
と
関
係
の
あ
る
事
柄
を
一
々
現
地
に
出

向
い
て
調
査
し
た
成
果
を
ま
と
め
あ
げ
た
本
書
は
よ
く
そ
の
特
色
を
出
し
た
。

読
ん
で
面
白
い
本
で
あ
る
各
編
集
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
手
分
け
し
て
県
下
の
各

舞蕊譲蕊ｊ
ｊ
３
～
１
１
１

新
刊
紹
介Ｉ

辮
鐸
率
蕊
瀧
聡鐸掻番
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さ
き
に
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
生
朧
」
を
著
わ
さ
れ
た
日
本
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
学

の
耆
宿
瀬
木
嘉
一
法
士
が
今
ま
た
著
述
さ
れ
た
本
書
は
い
か
に
も
碩
学
レ
ン

現
代
科
学
思
想
事
典

伊
東
俊
太
郎
氏
編
一
六
○
余
名
の
各
氏
の
分
担
執
筆
に
な
る
本
書
は
ま
こ

と
に
時
宜
を
得
た
有
用
か
つ
便
利
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
科
学
技
術
万
能
と

さ
え
思
え
る
現
代
に
あ
っ
て
科
学
技
術
の
本
来
の
姿
を
そ
の
発
展
過
程
の
う

ち
で
と
ら
え
、
そ
の
思
想
史
的
背
景
の
中
で
考
え
る
こ
と
は
大
い
に
必
要
と

考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
は
正
に
そ
の
要
望
に
こ
た
え
た
も
の
で
あ
る
。
事
典

と
銘
う
っ
て
あ
る
が
、
読
み
物
と
し
て
も
な
か
な
か
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

収
載
さ
れ
て
る
二
八
○
の
項
目
に
つ
い
て
は
多
少
の
異
論
も
な
く
は
な
い
が
、

ま
ず
は
推
奨
に
価
す
る
も
の
と
い
え
る
。

（
六
一
五
頁
、
講
談
社
発
行
、
五
九
○
円
）

地
区
を
ま
わ
り
ゃ
調
べ
上
げ
ら
れ
た
結
果
が
ま
こ
と
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

史
料
的
に
十
全
の
も
の
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
参
考
に
は
十
分

に
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
書
の
編
集
委
員
の
一
人
で
あ
ら
れ
た
、

幕
末
期
の
名
医
伊
東
玄
朴
の
末
流
、
執
行
進
氏
が
本
書
の
完
成
を
み
ず
し
て

亡
く
な
ら
れ
た
の
は
ど
ん
な
に
御
心
残
り
で
あ
っ
た
か
と
、
謹
ん
で
御
悔
み

申
上
げ
た
い
。
（
三
九
六
頁
、
愛
知
県
医
師
会
発
行
、
非
売
品
。
尚
、
愛
好

者
に
限
り
先
着
千
名
に
実
費
領
布
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
実
費
千
円
と
郵
送
料

百
四
十
円
を
添
え
て
、
名
古
屋
市
中
区
栄
四
ノ
十
四
ノ
ー
八
愛
知
県
医
師

会
宛
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。
振
替
名
古
屋
四
○
四
○
）

科
学
の
使
徒
・
レ
ン
ト
ゲ
ン

馬
詰
嘉
吉
著
恩
師
井
上
誠
夫
先
生

井
上
誠
夫
先
生
は
昭
和
妬
年
８
月
、
卯
才
の
高
令
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
著

者
は
東
京
医
大
の
理
事
長
と
い
う
激
務
に
あ
り
な
が
ら
、
師
の
枕
辺
に
訪
れ
、

尋
ね
て
聞
き
だ
し
た
こ
と
を
傍
証
を
加
え
な
が
ら
ま
と
め
た
本
で
あ
る
。
井

上
先
生
は
明
治
弘
年
東
大
医
学
部
を
卒
業
し
、
ド
イ
ツ
留
学
の
後
養
家
の
井

上
眼
科
を
一
時
預
り
、
岡
山
医
専
、
順
天
堂
医
院
、
東
京
医
大
で
眼
科
を
担

当
し
た
。
著
者
は
先
生
の
生
涯
を
描
き
な
が
ら
、
養
家
先
の
井
上
眼
科
を
介

し
て
明
治
の
眼
科
の
実
態
に
触
れ
、
ま
た
東
大
時
代
の
同
級
生
を
井
上
先
生

の
語
る
ま
ま
記
録
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
な
ど
我
々
が
今
、
当
時
の
資
料
か
ら

は
得
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
甚
だ
貴
重
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
こ
の
本
は
井
上
誠
夫
佃
人
の
伝
記
で
あ
る
の
は
勿
論
だ
が
、
そ
れ
に

と
ど
ま
ら
ず
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
医
界
の
一
端
を
知
る
本
に
な
っ
て
い

る
。
（
Ｂ
６
版
、
二
七
二
、
定
価
八
百
円
、
出
版
社
金
剛
出
版
）

ト
ゲ
ン
ヘ
の
著
者
の
敬
慕
の
念
の
こ
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
を

抱
か
せ
る
。
本
書
は
も
と
名
古
屋
の
瑞
穂
学
園
の
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
が
、

今
回
そ
れ
を
ま
と
め
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、

写
真
・
図
葉
を
多
く
拝
み
、
多
数
の
史
料
を
使
っ
て
著
者
な
り
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
観
が
よ
く
出
て
い
る
。
私
家
版
な
の
で
多
く
の
人
の
目
に
と
ま
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
え
る
の
は
惜
し
い
気
が
す
る
。

（
二
一
○
頁
、
Ｘ
レ
イ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
行
、
非
売
品
）

ス
ス
ル
タ
大
医
典
全
三
巻

尻
．
ｒ
国
冨
の
ｇ
四
四
９
弾
の
英
訳
よ
り
重
訳
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原
訳
者
伊
東
弥
恵
治
補
訳
者
鈴
木
正
夫
申
込
先
東
京
都

日
本
医
史
学
会
発
行

既
刊
第
一
巻
（
三
○
○
○
円
）

ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
全
一
巻

大
地
原
誠
玄
訳
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
者
よ
り
）
大
阪
市
北
区
常
安
町

三
三
大
阪
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
内
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究

会
発
行

（
一
○
○
○
○
円
送
料
五
○
○
円
振
替
大
阪
六
二
四
二
）

医
史
学
者
に
と
っ
て
待
望
久
し
か
っ
た
イ
ン
ド
医
学
の
古
典
曾
筈
目
国

困
日
三
日
の
邦
訳
が
世
に
で
た
。
し
か
も
性
格
を
異
に
し
た
二
極
の
訳
本
が

あ
い
つ
い
で
刊
行
の
は
こ
び
と
な
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。
『
ス

ス
ル
タ
大
医
典
』
は
、
故
伊
東
弥
恵
治
博
士
が
故
高
楠
順
次
郎
博
士
よ
り
贈

ら
れ
た
英
訳
本
を
昭
和
一
五
年
よ
り
今
二
三
年
の
間
に
わ
た
っ
て
邦
訳
さ
れ

た
も
の
を
母
体
と
し
、
こ
れ
に
鈴
木
正
夫
博
士
が
補
訳
の
筆
を
加
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
底
本
は
イ
ン
ド
で
も
定
評
の
あ
る
訳
本
で
あ
り
、
し
か
も
ア

ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
に
精
通
し
た
イ
ン
ド
人
の
碩
学
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
原
訳
者
、
補
訳
者
と
も
に
多
年
本
那
医
学
界
に
指
導
的
な
役
割
を

は
た
さ
れ
た
医
学
者
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

一
方
の
『
ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
』
も
永
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
訳
者
大
地

原
誠
玄
氏
は
明
治
一
七
年
に
生
ま
れ
、
四
高
を
経
て
、
ま
ず
東
大
理
学
部
で

動
物
学
を
専
攻
さ
れ
、
つ
い
で
京
大
文
学
部
で
イ
ン
ド
哲
学
史
を
学
ば
れ
た
、

と
い
う
経
歴
を
持
ち
、
本
書
の
訳
業
に
あ
た
ら
れ
た
の
は
大
正
十
年
前
後
よ

り
昭
和
十
六
年
頃
ま
で
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。
翻
訳
の
経
緯
は
訳
者
の
御
令
息

で
イ
ン
ド
文
献
学
の
権
威
で
あ
る
大
地
原
豐
氏
が
本
訳
本
に
よ
せ
ら
れ
た

吉
川
芳
秋
著
本
草
蘭
医
科
学
郷
土
史
考

尾
張
郷
土
史
、
と
く
に
そ
の
本
草
、
医
学
の
歴
史
に
関
す
る

高
権
威
で

あ
る
著
者
の
十
冊
目
の
著
書
で
あ
る
。
第
一
著
『
水
谷
豐
文
翁
之
伝
』
が
昭

和
二
年
の
発
刊
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
氏
の
学
問
の
奥
行
き
の
深
さ
が
知

ら
れ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
二
年
度
の
日
本
医
史
学
会
総
会
の
折
の
特
別
講
演
「
伊
藤
圭
介
の

業
績
」
は
今
な
お
耳
朶
に
の
こ
る
が
、
氏
の
幅
広
い
業
績
中
で
も
伊
藤
圭
介

研
究
は
そ
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
著
書
も
、
そ
の
方
面
の
貴

重
な
論
文
教
篇
を
収
め
て
い
る
。
（
非
売
品
、
限
定
二
五
○
部
）

践
文
「
亡
父
と
ス
シ
ュ
ル
タ
」
に
感
動
的
に
え
が
か
れ
て
い
る
。

従
来
ま
っ
た
く
未
開
拓
の
分
野
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
医
学
史
の
研
究
に
先
鞭

を
つ
け
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
偉
大
な
訳
業
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し
、
そ
の
完
成

を
心
か
ら
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。

■
内
容

津
軽
と
人
体
解
剖
津
軽
に
お
け
る
人
体
解
剖
の
事
蹟
、
比
良
野
貞
彦
と

解
剖
図
譜

津
軽
と
種
痘
青
森
県
に
お
け
る
種
痘
の
歴
史
、
種
痘
法
の
移
入
と
弘
前

藩
の
態
度
、
中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
、
中
川
五
郎
治
に
関
す
る

近
の

知
見

津
軽
の
医
家
藩
医
桐
山
正
哲
の
事
蹟
、
藩
医
山
上
俊
泰
と
「
フ
サ
キ
」

、
渋
江
抽
斎
と
直
舎
伝
記
抄
、
佐
盈
木
元
俊
と
「
地
学
全
書
」

擁
林
明
轆
著

津
軽
の
医
史
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青
木
一
郎
著
「
年
譜
で
見
る
坪
井
信
道
の
生
涯
」

付
美
濃
蘭
学
者
の
動
静

坪
井
信
道
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
伝
記
が
で
て
い
な
か
っ
た
。

信
道
は
「
万
病
治
準
」
の
訳
者
で
あ
り
、
そ
の
門
に
は
緒
方
洪
庵
、
川
本
幸

民
、
青
木
周
弼
、
杉
田
成
卿
な
ど
多
く
の
逸
材
が
輩
出
し
、

近
は
日
習
堂

医
按
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
、
そ
こ
で
の
医
学
教
育
の
優
れ
て
い
た
こ
と
が
痛

感
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
信
道
の
生
誕
地
と
同
郷
の
岐
阜
県
揖
斐
郡
大
野
町
に
在
住
し
、
序

文
に
よ
れ
ば
約
十
年
前
か
ら
信
道
に
興
味
を
持
た
れ
た
と
い
う
。
同
地
で
開

業
と
い
う
激
務
の
か
た
わ
ら
、
信
道
に
か
か
わ
る
資
料
を
こ
と
ご
と
く
渉
猟

し
、
遂
に
、
信
道
の
生
涯
を
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
内
容
は
表
題
に
見
る

よ
う
に
、
年
を
追
っ
て
記
し
、
資
料
を
中
心
に
し
た
客
観
的
筆
致
に
か
か
わ

津
軽
と
疫
病
流
行
津
軽
に
お
け
る
痘
瘡
の
流
行
、
津
軽
に
お
け
る
風
疫

の
流
行
、
蝦
夷
地
に
お
け
る
所
謂
水
腫
病
、
下
北
疫
痩
史

阿
片
と
秘
薬
「
津
軽
一
粒
金
丹
」

渋
江
抽
斎
覚
え
書
渋
江
抽
斎
の
校
勘
記
、
渋
江
抽
斎
と
永
井
荷
風
、
渋

江
抽
斎
と
荷
風
日
録
、
岩
木
山
と
四
十
八
川
、
渋
江
抽
斎
の
探
索

発
行
所
津
軽
書
房
青
森
県
弘
前
市
品
川
町
二
八
番
地
〒
○
三
六

電
話
○
一
七
二
二
’
三
’
一
四
一
二
振
替
秋
田
二
三
七
四

Ａ
五
判
、
ク
ロ
ス
装
函
入
り
上
製
本
、
本
文
九
ポ
イ
ン
ト
一
段
組
二
六
四

頁
、
写
真
二
頁
定
価
一
七
○
○
円
（
送
料
右
書
房
負
担
）

Ｉ害
評Ｉ

ら
ず
や
そ
の
多
難
な
前
半
生
、
そ
し
て
後
半
生
の
多
く
の
困
難
、
病
い
な
ど

に
打
ち
勝
つ
有
様
に
思
わ
ず
ひ
き
こ
ま
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
改
め
て
偉

大
な
信
道
の
イ
メ
ー
ジ
が
読
者
の
中
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
。
ま
た
、
各
年

の
終
り
に
美
濃
の
蘭
学
者
、
特
に
江
馬
藺
斎
一
家
、
小
野
蘭
山
、
飯
沼
欲
斎

親
子
な
ど
や
、
坪
井
信
道
の
門
人
な
ど
の
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
新
所
見

を
採
り
入
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
方
面
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
大
い
に
参
考

に
な
る
。
只
、
そ
れ
だ
け
に
惜
し
ま
れ
る
こ
と
は
、
出
典
の
記
し
て
あ
る
も

の
が
少
く
、
参
考
資
料
と
の
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
し
、
ま

た
索
引
の
な
い
こ
と
を
ひ
ど
く
残
念
に
思
う
。

こ
の
本
に
序
文
を
書
か
れ
た
中
野
操
先
生
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
助
け
ら

れ
た
と
聞
く
。
そ
の
関
係
も
ま
た
こ
の
本
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。

昭
和
四
十
六
年
度
日
本
医
史
学
会
寄
贈
本
リ
ス
ト

新
訂
和
漢
薬
赤
松
金
芳

日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
緒
方
富
雄

近
世
日
本
の
化
学
の
始
祖
川
本
幸
民
伝

信
濃
教
育
特
集
山
極
勝
三
郎
先
生
信
濃
教
育
会

臨
床
卿
年
続
続
漢
方
治
療
百
話
矢
数
道
明

蘭
学
事
始
一
五
○
年
記
念
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

日
本
法
医
学
会
総
会
別
回
の
歩
み
日
本
法
医
学
会

東
北
大
学
医
学
部
脳
研
年
鑑
東
北
大
学

碧
南
市
医
師
会
史
碧
南
市
医
師
会

東
京
都
盲
、
ろ
う
教
育
義
務
制
施
行
訓
周
年
記
念
会

（
酒
井
シ
ヅ
）
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愛
知
県
医
事
風
土
記
愛
知
県
医
師
会

岡
山
の
医
学
岡
山
文
庫
中
山
沃

○
耳
閉
ｎ
日
．
豆
再
勝
．
弓
日
目
岸
三
口
の
８
国
房
３
１
８
号
一
閉
○
冒
輿
閉

字
畠
の
ｇ
ｏ
画
の
宮
○
画
ユ
○
の
］
・
蜀
冒
冨
冨
ご

○
耳
四
の
、
○
コ
壱
万
国
の
．
弓
９
コ
○
騨
冨
匡
開
ｏ
閏
扇
８
門
旨
Ｃ
Ｑ
①
宮
の
Ｑ
ｐ
Ｑ
四
ｍ

辱
自
①
日
○
四
ｍ
貴
○
四
ユ
。
ｍ
］
・
蜀
冒
置
く
や
〉

○
す
Ｈ
四
ｍ
○
日
目
豆
①
国
的
．
目
○
日
ｃ
幹
冨
匡
開
。
函
酎
８
門
言
○
・
①
画
の
○
旨
ｏ
旨
印

字
【
①
巳
の
四
の
食
ｎ
ｍ
Ｈ
さ
の
］
．
甸
冒
冨
昌
ご

］
房
⑦
詩
凰
冨
①
ｇ
、
巴
］
○
巨
司
邑
巴
．
目
迂
の
］
房
里
ご
具
ぐ
ゆ
『
里
ｑ
ｍ
Ｏ
云
○
具
旦

一
国
①
Ｑ
一
○
一
口
①

弓
Ｃ
天
国
。
］
房
①
涛
罠
冨
旦
言
巴
甘
口
同
冒
巴
．
弓
壷
の
］
涛
里
ご
巳
く
①
Ｒ
里
ｑ

の
○
声
○
○
一
○
【
二
目
①
Ｑ
芦
○
門
己
の

シ
助
冨
口
冨
巴
旨
巴
宕
巨
吋
ご
巴
．
⑳
胃
ｇ
巴
同
昌
茸
昌
冒
（
目
）
旨
で
四
宮
冨
且
旨
巴

ｐ
こ
こ
雷
言
①
園
】
胃
Ｚ
。
．

シ
晩
冨
口
冨
＆
言
筥
吉
巨
門
口
巴
．
の
月
旦
巴
向
三
三
○
コ
（
目
）
旨
己
四
口
畠
＆
言
巴

己
巨
巨
豚
宜
①
３
》
胃
ｚ
○
・

○
匡
画
・
田
ご
Ｏ
印
座
の
函
扇
ｇ
討
冨
ユ
の
盲
の
里
口
Ｑ
屯
巨
三
門
Ｐ
ぐ
巳
皀
夢
勗
》
い
い

唖
四
》
』
『
》
い
つ
》
い
い
ｕ
酌
印
画
四
ｍ
】
寧
醇
》
い
の
》
吟
岸
》
一
画
》
《
』
り
く
←
函
》

・
字
【
胃
ロ
芦
の
庁
の
Ｈ
』
Ｃ
ｍ
ｍ
胃
巨
・
己
四
ご
匡
○
幽

醒
の
旨
口
冨
且
旨
巴
］
○
匡
目
巴
．
ｇ
８
邑
両
島
丘
①
口
（
臣
）
盲
目
二
三
且
胃
里

で
巨
三
房
壷
の
圃
曹
国
Ｚ
ｎ
．

昭
和
四
十
六
年
度
日
本
医
史
学
会
寄
贈
リ
ス
ト
（
雑
誌
）

日
本
医
師
会
雑
誌
師
巻
１
１
く
週
日
本
医
師
会

日
本
学
術
会
議
日
本
学
術
会
議

福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
第
皿
号
福
井
県
医
師
会

本
邦
医
学
研
究
現
況
第
３
集
日
本
医
師
会

諺
晩
冨
寓
言
①
＆
。
巴
言
巨
尻
冨
堅
》
ぐ
巳
．
昼
〕
ｚ
Ｐ
］
Ｉ
ぐ
巳
．
底
・
ｚ
ｐ
届

］
四
℃
四
国
言
の
ｇ
ｏ
巴
己
匡
匡
騎
ぽ
ゆ
厨
》
胃
ｚ
ｐ

冨
且
言
巴
弔
○
巽
四
且
目
芯
切
言
一
℃
〕
ｚ
ｐ
早
く
ｚ
ｐ
馬

冨
且
言
巴
ｚ
①
君
の
．
ｚ
ｏ
匡
守
鴫
ｚ
ｏ
．
］
胃
闘
雑
珊
訓

目
。
云
昌
ｏ
］
詩
の
房
禺
冨
の
島
、
巴
旨
豆
尽
冒
堅
．
ぐ
巳
．
旨
》
ｚ
ｐ
］
》
蝉
夢
一

目
胃
］
詩
里
己
昌
ぐ
の
ｏ
画
○
巳
具
冨
印
旦
言
巴

三
○
号
『
回
冨
＆
言
ヨ
企
冨
ａ
の
目
冨
＆
甘
言
①
謝
粧
聖

古
川
明
「
欧
州
に
お
け
る
人
痘
接
種
法
の
歴
史
‐

十
七
巻
・
三
号
の
正
誤
表

頁
行
誤

一
六
九
一
○
モ
ン
テ
ー
グ

一
七
五
八
デ
ィ
ム
ス
デ
ー
ル

一
七
六
五
メ
ー
サ
ー

一
七
七
三
人
痘
接
種
法
が
ひ

ろ
く

一
七
九
三
の
呂
昌
８
国

二
七
二
三
言
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
ｐ

１
口正

モ
ン
タ
ギ
ュ

デ
ィ
ム
ズ
デ
ー
ル

メ
ー
ザ
ー

人
痘
接
種
法
の
知

識
が
ひ
ろ
く

⑦
四
目
勝
０
国

一
己
同
己
輌
宙
ロ
ロ
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日
本
に
於
け
る
本
草
学
の
如
く
、
近
世
ま
で
の
生
物
学
、
特
に
生
理
学
・

解
剖
学
・
発
生
学
な
ど
は
医
学
に
従
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
故
、
研
究

人
口
の
少
な
い
生
物
学
史
の
分
野
で
は
、
医
史
学
の
皆
様
の
御
指
導
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

◇
本
誌
の
特
色

・
生
物
学
史
及
び
関
連
分
野
を
含
み
、
日
本
に
於
け
る
生
物
学
史
研
究
の

動
向
を
知
り
得
る
。

・
完
成
さ
れ
た
論
文
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
熟
さ
ん
と
す
る
研
究
も
多
く
載

せ
る
。

◇
出
版
要
項
年
二
回
、
タ
イ
プ
印
刷
、
平
均
帥
頁
、
既
に
虹
号
ま
で
発

行
。
・
ハ
ッ
ク
ナ
ン
パ
ー
あ
り
。

◇
会
費
年
額
千
円
会
員
は
本
誌
へ
の
投
稿
及
び
発
言
権
を
も
つ
・

◇
申
込
先
東
京
詞
目
黒
区
大
岡
山
東
京
工
業
大
学
工
学
部
八
杉
研

究
室
（
電
話
）
七
二
六
’
二
二
内
線
一
三
五
九
江
上
生
子
気

付
日
本
科
学
史
学
会
生
物
学
史
分
科
会
振
替
東
京
六
五
○
三
○

◇
毎
月
一
回
例
会
を
開
い
て
い
る
。

八
「
生
物
学
史
研
究
」
〉
購
読
へ
の
お
誘
い

三
両
目
Ｃ
Ｐ
Ｆ
函
扇
目
○
詞
禺
ｌ
弓
胃
○
認
。
芭
言
昌
己
堅
具
岳
①
卑
冨
呂

留
ｇ
①
ｑ
き
『
岳
の
雷
の
ざ
ご
昌
冨
＆
冨
口
①
Ｉ

副
題
が
示
す
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
医
史
学
会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
一
九
五

七
年
に
創
刊
し
、
現
在
十
五
巻
を
数
え
る
季
刊
雑
誌
で
あ
る
。
内
容
は
医
学

史
、
生
物
学
史
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
傾
向
と
し
て
、
十
六
世
紀
以

後
の
著
名
人
の
業
績
に
関
す
る
評
価
、
あ
る
い
は
伝
記
を
補
足
す
る
も
の
な

ど
が
多
い
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
で
行
わ
れ
る
オ
ス
ラ
ー
の
記
念
講
演

会
な
ど
定
例
の
著
名
な
講
演
会
で
の
講
演
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
、
日

本
か
ら
は
本
学
会
の
会
員
松
木
明
知
氏
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
た
。

発
行
所
は
言
昌
８
ョ
①
旨
の
耳
目
蕨
具
昏
①
雷
ｍ
８
ｑ
具
冨
＆
冨
昌
の
で

あ
り
、
こ
こ
の
所
長
厚
．
同
Ｚ
．
Ｆ
四
首
席
『
が
編
集
長
で
あ
る
。
購
読
料

は
年
間
十
二
ド
ル
・

尚
、
こ
の
雑
誌
の
パ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
一
’
三
巻
の
一
部
に
欠
号
が
あ

る
が
、
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
に
あ
る
。

世
界
の
医
史
学
雑
誌
’
一
一
Ｉ
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第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
開
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
つ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
開
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
二
○
○
○
円
を
前
納
す
る
。
た

だ
し
外
国
に
居
住
す
る
会
員
は
年
額
一
○
ド
ル
と
す
る
。

日
本
医
史
学
会
々
則

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
（
維
持
）
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
、
理
事
、
監
事
、
幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

三
、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
推
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、

幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は
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発
行
期
日
年
四
回
（
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
（
た

だ
し
会
長
を
除
く
）

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
）
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
は
編
集
委
員
が
行
な

う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も

あ
る
。

原
稿
枚
数
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
版
等
を
除
く
）
で
五

印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
）
ま

で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ペ

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

別
刷
投
稿
者
に
は
論
文
掲
載
紙
を
五
部
無
料
贈
呈
す
る
。
別

刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学

会

編
集
委
員
大
島
蘭
三
郎
（
委
員
長
）
石
原
明
杉
田
暉
道

大
塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
沢
井
貫
太
郎

（ 66） 338



日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
山
形
敞
一

常
任
理
事
石
原
明
大
烏
蘭
三
郎

会
計
監
事
宗
田
一

理
事赤

松
金
芳
阿
知
波
五
郎
石
川
光
昭

今
田
見
信
内
山
孝
一
大
久
保
利
謙

大
塚
敬
節
大
矢
全
節
緒
方
富
雄

岡
西
為
人
蒲
原
宏
佐
藤
美
実

杉
靖
三
郎
鈴
木
正
夫
鈴
木
勝

宗
田
一
竹
内
薫
兵
津
崎
孝
道

戸
苅
近
太
郎
中
野
操
三
木
栄

矢
数
道
明
吉
岡
博
人
和
田
正
系

幹
事大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
沢
井
貫
太
郎

杉
田
暉
道
谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

赤
松
金
芳
安
芸
基
雄
阿
知
波
五
郎

石
原
明
石
田
憲
吾
石
川
光
昭

今
市
正
義
今
田
見
信
岩
治
勇
一

内
山
孝
一
大
烏
關
三
郎
大
塚
敬
節

大
塚
恭
男
王
丸
勇
大
矢
全
節

緒
方
富
雄
小
川
鼎
三
岡
西
為
人

片
桐
一
男
川
島
恂
二
蒲
原
宏

金
城
清
松
久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎

山
下
喜
明
氏
昭
和
娼
年
の
新
潟
で
の
医
史
学
会

総
会
で
「
日
本
検
疫
史
」
と
題
し
て
特
別
講
演
さ

れ
た
同
氏
は
こ
の
た
び
新
潟
検
疫
所
長
よ
り
大
阪

検
疫
所
長
に
転
任
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
の
利

を
得
て
検
疫
史
の
仕
事
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る

こ
と
と
思
う
。

新
住
所
は
大
阪
市
港
区
築
港
二
’
七
’
二
八
で

あ
る
。

松
木
明
知
松
木
氏
は
本
誌
に
あ
る
い
は
関
係

誌
で
、
会
員
に
既
に
馴
染
み
深
い
。
氏
は
こ
の
た

び
一
月
か
ら
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
留
学
さ
れ
、
専
門

酒
井
シ
ヅ

杉
靖
三
郎

鈴
木
勝

高
木
圭
二
郎

田
中
助
一

戸
苅
近
太
郎

中
沢
修

長
門
谷
洋
治
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OntheHistoryofVaccinationat

HachinoheDiStrict,AomoriPrefecture

AkimotoMatsuki,M.D.

Aconsisedescriptionof thevacciationformanypeople inthe

HachinohewasfoundinadiaryofamerchantChobeiOh-oka・ This

elucidatedthatinl865expectedepidemicsofvariolawasprevented

effectivelyby the vaccination, and thiswas supposedly the first

performanceofthevaccinationinthisdistrict.

(DepartmentofAnesthesiology, HirosakiUniversitySchool of

Medicine,Aomori, Japan)
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OnDr. YoshunFukase

-ProfessoroftheAomoriHospital-

AkiraMatsukiM.D.

MoriOhgai-themost famouswriter andmedical doctor in the

MeijiandTaishoErawroteonDr.Y・Fukaseinhisbiographical novel

wlZAWARANKEN"・ Inthepresentpapersomeerrorsmentionedby

MoriOhgai in thenovel are corrected, and the author reports the

biographyofDr. Y.Fukase.

TwoCasesofHumanAutomical

DissectionsatAomoriduringthe

MeijiEra

AkitomoMatsuki,MD.

Twocasesof anatomical dissections ofHumancadaverswere

elucidatedbymeansofthetombsfound intheSan-nai cemeteryof

Aomori.

Thefirstcase, thecadaverofFusanosukeOhshikawasdissected

byGenteiMatuzawa,thedirectorofAomori PublicHospital inl818

atAomori.DetailswereunknounaboutOhshika. Thesecondwas

TatsuzoMasumurawhowasaprisonerdiedofsyphilisintheAomori.

prisonandthedissectionofhis cadaverwas immediatelyperformed

inl885byGenteiMatsuzawa.

Matsuzawawasthemostfamousphysicianat that time in this

district,whowasgraduatedfromTokyoUniversity,SchoolofMedicine

inl876.

(DepartmentofAnesthesiology, HirosakiUniversity, School of

Medicine,Aomori, Japan)
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Summarv
〃

ASearchfortheOriginoftheCitation

fromHippocrates inthePractical

HandbookofMejicinebyHeister.

TomioOgataM.D

GentakuOtsukiwasthefirst inJapan towrite a short note in

praiseofHippocrates in l799. In thisnotehementioned that the

PracticalHandbookofMedicinebyHeister contains thewords bv
〃

Hippocrateswhichincludedthephrasemeaning (!theNature is the

bestphysicianofthehumanbody,whilethephysicianis theservant

.ofthenature." However, thepresentauthorwasunable to find the

correspondingwords intheHippocraticwritings． Aftera lengthy

studythe authordisclosed that thepassage inquestionoriginated

fromthechapterwhereHeister stronglyopposed to thedoctrineof

animismbyStahl. InhisdiscussionHeistercitedthewordsbyStahl

whichincludedtheabovephrase・ Stahl inhis part seems tohave

unitedtwo separatewords in the IIippocraticwritings intoone.

GentakuOtsuki,withoutknowing the situation, musthavebelieved

thatHeistercitedthemdirectlyfromHippocrates. Inanyway, the

wordsstronglyappealedJapanesephysiciansdevoted to theWestern

medicineasdirectlycomingfromHippocrates.

(ProfessoremeritusofUniversityofTokyo)
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notesonrelatedPrOcedures. (Partl).Bull・ Hist. Med.,Vol. 8:68-114,
1940.

Stedman'smedicaldictionary, 20thed.: 657,Williams&WilkinsCo., Balti-

more, 1961.

T.OGAWA:GeschichtederMedizin, (Japanisch) 77,Chuokoronsha, Tokio,

1964．

MeVersLexikon、7.Aufi,, Bd、5: 479, Bibliographisches lnstitut, Leipzig,

1926．

AIgemeneWinklerPrinsEnCyclopedie. 557,EIsevier,Amsterdam, 1957.
Ch. vanderSLOOT:Privatbrief, 1971.

A. BOTTENHEIM-HERMAN:Privatbrief、1971.

T・ ASHIZUKA:Privatbrief, 1971.

13）

14）

15）

ｊ
ｊ
ｊ
１

６
７
８
９

１
１
１
１

抄録

デ．グラーフの名前について

酒井 恒

グラーフの卵胞にその名をとどめているデ・グラーフdeGRAAFは，オランダの内

科医であり，且つ解剖学者であった。

著者は血管の防腐注入法の史料を調べている間に，デ・グラーフの名前のつづりに幾
通りかあることを知った。そこで，その正確なつづりを知るために，さらに，人名辞

典，その他を調べた結果， 少なくとも六通りのつづりが用いられていることが判明し

た。しかし，そのいずれが正しいかを判断することはできないので，金沢大学医学図書

館所蔵のオランダ語の図書（解剖学，産科学，婦人科学）を調べたが，いずれもR、de

GRAAFと略記されているのみで，その正確なつづりを知ることはできなかった。

この疑問は，在日オランダ大使館文化部のvander SLOOT, BOTTENHEIM-

HERMANおよび芦塚の三氏の御好意により解決し, ReinierdeGRAAFが正しいつ

づりであることが判明したので，ここに紹介しておく。
（金沢大学医学部解剖学教室）
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vanDeG." (deGraafse follikels), deblaasjesmet deeicellen.

DeilljeCtiespuit iszijnuitvinding,

AI1merkungen

HerrenCh. vander SLOOTundT・ASHIZUKAundFraulein

A.BOTTENHEIM-HERMANm6chteichfijrdiefreundlichstenUnterwei-

sungenindenLiteraturenherzlichstenDanksagen.

HerrnProf.Dr.T.OGAWAschulde ich fiirvielfacheRatschlage

undausfiihrlicheRevisionbeimSchreibendieseSBeitrags herzlichsten
Dank.

Literaturen

1) Haberling,W., F.H(ibotter&H.Vierordt:BiographischesLexikonderhervor.

ragendenArzteallerZeitenundV61ker，2. Aufl., Bd. 2: 815-816, Urban
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2) Kulmus, J､A､:0ntleedkundigeTafelen, Benevensde daar toebehoorende

AfbeeldingenenAanmerkingen. 15, deJ,vanWaesberge,Amsterdam, 1734.

3) Dorland's illustratedmedicaldictionary. 23rded.: 572,W.B,SaundersCo.,

Philadelphia,London, 1957.

4) UnitedStatesArmy: Index-Catalogueofthelibraryofthesurgeon-general's

o伍Ce・Vol. 5:540, GovernmentPrintingO価ce,Washington, 1884.

5) Chambers'sencyclopaedia. Vol. 5:342,W．&R.ChambersLtd.,London,

Edinburg, 1926.

6) DerGroBeBrockhaus、15.Aufl.,Bd, 7 : 545-546,F.A. Brockhaus,Leipzig,
1930．

7)MeyersGroBesKonverstations-Lexikon.6.AuH.,Bd、8:193, Bibliographi-

scheslnstitut,Leipzig,Wien, 1905.
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9) Thenewinternational encyclopaedia. 2nded.,Vol. 10 : 203,Dodd,Mead&

Co.,NewYork, 1925.

10) Debus,A.G.:WorldwhO'swhoinscience. 1sted.: 432,A.N.MarquisCo.,

Chicago.,Illinois,1968,
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1300, 1940.
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rungrichtigist.DeshalbhatderVerfasserHerrnCh. vanderSLOOTp

MitgliedderNiederlandischenBotschaft danachgefragt, welchedie

richtigeware. DurchdieLiebenswiirdigkeitHerrnvanderSLOOTs

hatsichderrichtigeVornameaufgeklart'7,19):derVornamedeGRAAFs.

istReinier undRegnerus seiderLateinisierteinderfrUheren

ZeitundseinBerufwarAnatomundArzt. Aus diesemGrunde･

stellendas"BiographischeLexikon')"undT.OGAWA'4) denrichtigen

VornamenunterdenobenangefUhrtenBiicherndar.

ManchmalwerdendieNamen, dieLebenslaufe,dieArbeitenu.s､w、

vondenVorgangerndenNachwiichsen falsch iibermittelt. Deshalb

istes, nachderMeinungdesVerfassers, eineunsererAufgaben, um

solcheSachendenNachwiichsengenauzuiibermitteln.

HierwurdedierichtigeBuchstabierungdesVornamensdeGRAAFs

vorgestellt.

AmEndewerdendieBeschreibungeniiberReinierdeGRAAF in

den"OntleedkundigenTafelen2)'' undinder"AlgemeneWinklerPrins

Encyclopedie'6)" imOriginalvorgestellt.

OntleedkundigeTafelen, Benevens dedaar toebehoorendeAfbeel-

dingenenAanmerkingen. (S. 15, 1734)

RegnerusdeGRAAF, Geneesheer, teDelft, heeft zeeruitvoerig

vandeteel-delenderbeidesexengeschreven･ Zynewerken,waar

inhymedehet alvleesch-sapopeensubtilewyzeonderzoekt"

zynteLeidenAn.1677in8vogedrukt.

AIgemeneWinklerPrinsEncyclopedie.(S. 557, 1957, dankderfreund-

lichenHilfeFrauleinsA.BOTTENHEIM-HERMANs)'8)

ReinierdeGRAAF

Nederlandsgeneeskundige, anatoom(Schoonhoven, 30-7-1641-Delft

17-8-1673).Werdin l663 student teLeiden,promoveerde in

1665teAngerstotDr.Med. Wistalsstudentreedshet pancreas-

vochtvaneenhondoptevangenenbeschreeflaterzeeruitvoerig-

demannelijkeenvrouwelijkevoortplantil'9sorganen. Hijwasde

eerstediebloedvatenopspootmetgekleurdevloeistoffen, zodathij

zebijdcsectiebeterkon zien. Hij ontdektede z.9. @@follikels.
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Vorname

Regner

Regnerus

Literaturen

Dorland'sillustratedmedicaldictionarv3)

Index-Catalogueofthelibrary4)

OntleedkundigeTafelen2)

Chambers'sencyclopaedia5】

DerGroBeBro(khau3)

MeyersGroBesKonversations-Lexikon7)

Muret-SandersenzyklopadischesW6rterbuch8)

Thenewinternationalencyclopaedia9)

Worldwho'swhoinscience'0)

H.R.CATCHPOLE'')

J.FRIEDENWALD&S.MORRISON'2)

Dorland's illustratedmedicaldictionary3)

Stedman'smedicaldictionary'3)

BiographischesLexikon')

T･OGAWA'4)

MeversLexikonl5)

Regnier

Reijnier

Reinier

Reynier

Beruf

Anatom DerGro6eBrockhaus6)

MeyersGroBesKonversations-Lexikon7)

MeversLexikon'5)

Muret-SandersenzyklopadischesW6rterbuch8)

WorldwhO'swhoinscience'0)

Chambers'sencyclopaedia5)

Dorland'sillustratedmedicaldictionary3)

Thenewinternational enCyclopaedia9)

H.R.CATCHPOLE'')

J.FRIEDENWALD&S.MORRISON'2)

Stedman'smedicaldictionary'3)
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ａ
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ｎ
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Ａ

Arzt

Physiolog,Biolog

DaderVornamedeGRAAFsindenaufNiederlandischgeschrie-

benenBilchernderAnatomieundderGeburtshilfenichtgefunden

werdenkann, die inderBibliothekderUniversitatKanazawa im

Besitzsind, hatderVerfasserkeinUrteildarUber,welcheBuchstabie-
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UberdenVornamendeGRAAFs

von

H.SAKAI*

EsgibtkeinenMediziner,werdenNamendeGRAAFsnichtwei8

DadeGRAAFderEntdeckerdesFollikels imEierstock ist, ist de

GRAAFeiner der beriihmten niederlandischenWissenschaftler im

BereichderMedizinundda seinName inderBeschreibungder

AnatomiederGeschlechtsorganedesMenschenalsdie sogenannten

"FolliculiGraafianiovarii '' nochstetsfortlebt,wissenalleStudenten

derMedizinseinenNamenschonbeimKursus derHistologie inder

frilherenStufedermedizinischenBildung.

WahrenddesAufsuchensderBeschreibungeniiberdieGes('hichte

derGefaBinjektionsmethodenhattederVerfasser eineBeschreibung

iiberdeGRAAFindem"BiographischenLexikon')'' gefunden: @&…Be-

kannt istseinStreitmitJANSWAMMERDAMiiberdiePrioritat der

durch ihnver6ifentlichtenanatomischenEntdeckungenundGefass-

injectionsmethoden, welcherdieAusgabe seiner "Defensiopartium

genitaliumadversus Swammerdammum'' (L. B. 1673) zur Folge

hatte...."・ DeswegenhatderVerfasserseineGefaBinjektionsmethoden

nocheingehenderwissenwollen.

Indessen ist es andenTaggekommen, daBderVornamede

GRAAFs anders in den "OntleedkundigenTafelen2)" geschrieben

wurde;d.h.ReinierdeGRAAFindem"BiographischenLexikon')"

undRegneruSdeGRAAFinden[IOntleedkundigenTafelen2)''.Wegen

diesesUnterschieds zwischenden beidenBeschreibungen hat der

VerfasserdiegenaueBuchstabierungdesVornamens deGRAAFs in

denLiteraturengesucht. DerVornameundderBerufvondeGRAAF

k6nnenfolgendermaBentabellarischdargestelltwerden.

* a.o. PrOfessoI．,Anatomisches lnstitiut,MedizinischeFakultat, Universitat
KANAZAWA
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3) TheCommittee for thePublicationof theS"§γ""-sα"z〃"〃 in

Japanese
甲

4) Easternlnstitute

5) Indo-JapaneseCulturalAssociation,

forgivingmethisopportunitytoputbeforethemmyviews on this

somewhatdifficutbut interestingsubjectof theTraditionalMedicine

inlndia, calledtheAvurveda.

Iamalsothankful totheaudienceforgivingmeapatienthearing.

V.V・Gokhale

Dr.V.V.Gokhale

by

HajimeNakamura(Univ. ofTokyo)

Dr.V.V.GokhalewasbornatKolhapur(India)onMarch20, 1901.
Hisfatherwasajudge. HelearnedChineseandTibetanandstudied

MahayanaBuddhismatVisva-BharatiUniv.(Santilliketan),wherethe

founder of theUniv.,RabindranathTagorehadagreat inHuenceon

him.HegotB.A.(Holls) ofBombayUniv.,andthencontinuedhis

AsianStudiesatHeidelbergandBonnsecuringAlexandervonHumboldt

Scholarship (1926-'30). He received thedegreeofDr・ Phil．(sehr
gut) ofBonnUniv. in l930andwas appointedProfessorofPali
andGermanatFergussonCollege, Poona inl932. Inl959,hewas
offeredthechairofBuddhistStudiesatDelhiUniv. andthenhebecame

theHeadoftheDept・ofBuddhistStudies. Afterhisretirementfrom

DelhiUniv・ inl966, hehadbeenProfessoratPoonaUniv. Meanwhile,

hewas aVisitingProfessoratCheenaBhavan,Visva-BharatiUniv.

(1937-'38)andanOffiCeronSpecialDutyatLhasa,Tibet (1948-'50).

HehasengagedinlaboriousstudyofSanskritMss. discoveredinTibet

andpublishedsomeimportanttextsofBuddhismandSkt. literature.

He isaleadingscholarofBuddhiststudiesnotonlyinlndiabutalso

intheworld; oneofhisworkshasbeenpublishedinU.S.A. and

appreciatedinternationally. Hehasseveraloldfriendsamonglearned

circleshereandsomeyoungJapanesescholarshavebeeninlndiato

studyunderhisguidance. At theinvitationofJapanSocietyforthe

PromotionofSciencewhichisagovernmentalorganization, hestayed

inJapan for threemonthssinceOct.,1971todeliverthelecturesat

TokyoUniv.andsoon.

（本稿の邦文抄訳は「大法輪」昭和47年5月号に掲載。全訳は追って東方研究会の機関
紙に掲載する）
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burdenonthestudentsofAyurveda(whoseenocomparableprospects
forthemintheirprofessionalcareer).Recentlytherewasamovement

画

among these students to suspend their studies in theAyurvedic

Colleges. This phenomenonof economicconsiderationsplayingan

cbstructiveroll intheacademicfield,isnotnewtoJapanandmany

othercountriesoftheworld. So, there is aproposal to reduce the

burdenonthestudentsbyconvertingtheabove-mentioned integrated

coursesinto courses inPureAyurveda (Suddha-Ayurveda), i.e.by

removingfromthemall thesubjects inmodernmedicalscience. This

willobviouslybearetrogradestep, andit ishoped, that thePurists

will realise, thatknowledgeas applicable tohuman life, whichever

maybeitsformofapproach, cannot isolateitselfbehindthewallsof

partisanship. Unlessalldoctorsarepreparedtounderstandwithout

prejudiceallsystemsofmedicine, thathaveprovedeffective andare

,opentostudy, thereisno chanceof themedical profession finding

the rightwayof relievinghuman suffering. Above all, thebest

medical talentsarefacedtodaywiththechallengetoacknowledgethe

meritsanddemeritsofthevariousmedicalsystemsand integrate the

goodpoints ineach, soas tobuildupan idealwayof practising
medicine.

Itwillnotbeoutofplace tomakeaspecial referenceon this

occasiontothekeensenseofawareness,whichisbeingshownbythe

medicalprofessioninJapan, bothwithrespect to the shortcomings

!ofmodernWesternmedicine and thenecessityof exploringnew

approachestotheirscience, thatmighteliminatesomeof thehidden

,dangers tohuman lifeonearth. Alreadyone of the fundamental

worksoftheAncientlndianMedicine,viz., theS"""α一sα噸"〃〃has

comeout in twoJapanese translations and it ishoped, thatmore

basicworksofthissystemwillbesimilarlymadeavailabletomedical

scientistsofJapan. Onlyatrueand intimateunderstandingof this

"andothersvstemsofmedicinecould lead toanew, comprehensive
響

.andprogressiveoutlook.

Finally, Ihavetothankall those, andmoreparticularly:

1) TheJapaneseAssOciationfortheStudyoftheHistoryofMedicine

2) TheJapaneseAssociationfortheStudyofOrientalMedicine
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5. (iii) KnowledgeOfmodernscienceeggentialforAyurveda
Ontheotherhand, therecanbenodoubt, thatAyurvedahas to

keepitselfabreastofmodernmedical research, newscientificadvance,
ase.g. inbacteriology, biologyetc., newsurgical practicesandnew

remedies inordertotestandverify the truthof itsownprinciples
andaccept newknowledge. The direction inwhich this ancient

systemis toberevivedandmade toserve thepeoplewithgreater

e伍ciencyandbenefitwill dependobviouslyupon its adaptability to
modernscientificpractices. Theeffortswhicharebeingmadeinlndia

todaytogiveitfacilities, statusandrecognitionmust at the same

timeseektogiveitspractitionerstheknowledgeofallmoderntheories

andscientificappliancessothatcomparative researchandprogress in
Ayurvedabecomespossible.

5. (iv)Medicalsyllabi inXyurvedicColleges

Mostof thosedoctors inmodernlndiawhowere reputedas the､

most successfulmedical practitioners inAyurveda (like the late

MaharSiAnnasahebPatwardhan (Poona) or thelateDr.Bhadkamkar

(Bombay)werewellversedinmodernWesternmedicineandhadalso･

fullyrecognizedthevalueofanintegratedsystemoflndianmedicine

SuchanintegratedAyurvedicsystemhasbeensought tobeprescribed

in the syllabi of thenewlyopenedAyurvedicColleges at various

UniversityCentres inlndia・ In these syllabi a training inmodern

medical science (includingsubjects likeAnatomy, Physiology, Bio-

chemistry, Pathology&Bacteriology, Surgery <includingENT&

Opthalmology>, Midwifery&Gynaecology) is impartedalongwith

all theparallelAyurvedicsubjects(including:D""〃毎如加αﾉα〃〃”"α,．

Dγα”αg""α"〃"α"α, R"sfz"sかα&A""〃邦〃抑α"α, S"αsZhα”がα，

"""""α"“ﾙα,WS(z-Zα"かα,Rog""〃"α"fz,K"ygci〃Zs",Sα/"""/""",
Kα郡加グγ”"jyzzandall theirsubdivisions, alongwithSanskritstudies

intheSα加片〃yfz&V"""ﾙαｶﾙ〃OsOP"eSaswell as critical studies

inthebasicworks ofCaraka, SuSrutaetc). I ammentioninghere

thesyllabi inAyurvedicColleges insomedetail, because theyshow

hownecessaryit is tostudy theAyurvedic systemin the light of

modernWesternmedicine, if itsprinciplesandpracticeare toprove･

universally bene6cial. These studies naturallyput averyheavy
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advancedandintegratedcourses intheAyurveda・ Nodecisiveaction

seemstohavebeentaken,however,intheEasternStatesofBihar,Orissa,

AssamandBengal. IntheSouthlndianStates, althoughnoorganized

effortseemstohavebeenmadetoset theAyurvedicmedicineona

iirmfooting, separatewell-managedlnstitutesinKerala, theAndhra,

Pradesh,Tamil-NaduandMysorearehelping inraisingthestatus

andstandardof the traditional lndianmedicine. APost-graduate

AyurvedicResearch lnstitute equippedwithahospital and other

facilities isdoingpioneeringworkatJamnagar(inSaurashtra)anda

schemeforestablishingaherbariumoflndianmedicinal plantsona

largescalsisbeingimplementedbytheCentralGovernmentoflndia.

5. (ii) ErectiveuseofXyurvedicmedicine

Afterall, themainobjectiveofanymedical systemin theworld

couldonlybetopreservethehealthandprolongthelifeofapeople.

Asnotedabove, thetraditional sVstemofmedicineinlndiahasbeen，
管

ful611ingthisfunctionsuccessfullyinthecaseofoverhalf amillion

Indianvillagesbyprovidingthepeoplewithsoundways andmeans.

ofkeepinghealthyandpreventingandcuringdiseasesbymeans of

mildbuteffectivedrugswhichareeasilyandcheaplyavailable,andare

suitedtothelife, climate, culture andenvironments inlndia・ The･

aimoftheAyurvedicmedicinehasalwaysbeentoincreasethepower

ofresistencetoadisease, totreat thediseaseinitstotal relationship

withthemindandbody,andithaslookeddownuponlop-sidedorpartial'

methodsof investigationand treatment. It isdifficult todeny the
＝

richness, varietyandefficacyoftheAyurvedicpharmaCopoeia・Awell

known lndian traditionalist has suggested that in themondern

Westernmedicinetherebeinghardlyany reliabledrugs fordiseases.

like: chroniediarrhoea(sα畑gγα〃α"2),dysentery(Pj'""""),dyspepsia

("g"加""dyfz),oedema(jof"fz),asthma(j"Sfz), obesity("edOj'ogz),

diseasesofthenervoussystem("""y""), heartdisease(〃γdT'o9"),

skindiseases ("Zzdγα片24s肋α), ascites ("αγα), polyurea including

diabetes (pγα"e〃α), rheumatic troubles ("""""), psycho-neurosis

("""sα一"y""),urinarytroubles(加虎かα"“んγα) etc., it shouldbe

possibletoreservesomebeds ineachAllopathichospitalfortreatment

ofthesediseasesbyAyurvedicmethods.
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findsitselftodayinlndia. Itwill be readilygranted, that for the

progress andutilityof a scientific systema properly organized

.educationandwell-equipped research in that systemis the first

requisite. However, since themodernWesternmedicinehadbeen

recognizedforoverahundredyearsbytheBritishrulersastheonly

standardsystemofmedicineinlndia, itwasnaturalthatthatAllopathy,

whichrepresents theprogressivemedical science today, was being

givenall thesupport, encouragementandrecognitionby theGovern-

mentoflndia, tothedetriment of the traditional lndianandother

･systems. It isonlysincethelndianlndependencethattheAyurvedais

receivingspecicalattentionandsupportfromtheState. Whetherthe

theoretical lndianapproachtomedicine is appreciatedornot, the

practicalvalueandutilityoftheAyurvedic systemcouldhardlybe

underestimated, becauseithasactuallybeenservingthemedicalneeds

,ofnearly80%ofthepopulation,particularyinthethousandsofvillages

andsmall towns,wheretheeasilyaccessible andcheap remedies in

the formof herbs and indigenous chemicals havebeenall along

･successful inpreservingthehealthofthelndianmasses. But tokeep

pacewiththemodernscientificadvances, itwasfoundnecessary,that

thetraditionalAyurvedicdoctor(calledV"""), trainedprivatelyin

Sanskritmedical theoryand indigenous pharmacopoeia, was also

taughttheuseof thermometers,stethoscopes,microscopes,X'raysand

advancedmethodsinsurgeryetc.

5. (i) XyurvedicTraining-⑪1dandnew-

Withthispurposeinview, AyurvedicCollegeswereopenedwith

thenecessaryadjunctsoflargehospitals,wheredissectionsandsurgery

couldbetaught tothestudentsand indigenousmedicinesusedand

tested･ TheAyurvedicVaidyaswerealsodulyregisteredasqualified

doctors・ TheStateofMaharashtrahas takenconsiderable initiative

inrecognisingandsupportingthetraditionalmedicinealongwith the

modernWesternmedicine, andtheotherStatesinlndia, likeGujerat,

Rajasthan, thePanjabandMadhyaPradeshhave followedsuitby

establishingindependentFacultiesofAyurvedicMedicineintheirres-

pectiveUniversities・ IntheUttarPradesh,whichhadtakenanearlV
学

leadinthismatter, theLucknowUniversityisgoingaheadwith its
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(2)R"!zsand(3)Tα池aSinthefirstcolumncorrespondto(1)P"ffz, (2)

V“αand(3)K""inthesecondcolumn. Inthe thirdcolumnthe

correspondinggrossmaterialelementscanbeshownas :(1)Fire(tzg"f),

(2)WindandSpace (V""and亙陀""),and (3)EarthandWater

(”f〃"jand")respectively.

CosmicG"""s Physiologicalhumours

-T"-dos"

P"ja(Bile)

V〃a(Wind)

K""(Phlegm)

Representedinfivematerial

elementsby-

Fire("g"i）

Wind("jl")&Space("ﾙα")

Earth(P""")&Water(")

Sα"りa

Rajas

Tα”as

Weneednotgodeeper intothewell-coordinatedconceptionofa

cosmicstructurevisualizedbytheSamkhyaPhilosophersandutilized

forbuildingupaconsistentsystemoflndianmedicinebythefounders

ofAyurveda. Butwemaybear inmind, thatthereisaclassification

oftheelements inthephysicalbody(d〃"/") like flesh, blood, bones

etc. correspondingwiththematerialelements in the externalworld

andfurtherclassificationsoftheirphysical, chemical, pharmacological

andphysiologicalproperties, describedindetail, so thatwehavea

completesystemof internalandexternalelementsintheuniverseas

abasisforstudyingmutualactionsandreactionswith theultimate

purposeofsavingandprolongingthelifeofbeings onearth. While

discussingtheT"do"(Threehumours), theAyurvedadealssystema-

ticallywiththeir causes ("8"), their symptoms (""gfz) and their

antidotesordrugs (α"，“"α), andindeterminingthepotencyofthe

medicineallpossiblefactors insidethebodyand in theenvironment

areminutelyconsidered: e.g．age, strength, constitution, season,

regionalpeculiarities, adaptabilityetc., accordingtowhichtheresponse

tothemedicinemaydiffer. Similarly,weiindspecial attentionpaid

tothejuices(γas"=chyle) likesweet, souretc.,tothepotency(""jﾉα）

{ indicatedbyheat, coldanddryness, to thebio-chemicalactionas

food(2）f"")andalso totheoverall effect (力γめん"") ofmaterial

substancesusedeitherasfoodordrugs.

5. ThepresentstateofXyurveda

Letusnowturntothesituationinwhichthetraditionalmedicine
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particularanimals.''

4. (iii) Qualitativechangeinsubstances

Anotherpointregardingtherelationshipofthe livingbodywith

itsenvironment is thatthematerial stuffavailabletothebodycould i

eitherserveas itsnutrition(Po""α)orasacurativedrug ("S"")」
一

orasapoison(""").TheAyurvedaisseentohavestudiedallthese

threeaspectsveryminutelyonthebasisofobservationandexperiment

andhavedescribedindetailhow,inmanycases, aparticularcapacity

(e､9. thatofactingas poison) couldbeconverted intoadifferent

capacity(e､g. thatofactingas adrug)when the stuff is suitably

combinedwith certaindietetic conditions or subjected to certain

pharmacological treatment.

4. (iv) ThetheoryofThreeHumours(Tri-doga)

Forappreciatingthis,wehavetotakealookat themost fund-

amental theory, developedandappliedbyAyurveda in itsmedical

practice. Thistheoryconcernstheoriginof all diseases and it lays

downthreehumours(orvitiatingagencies) knownasT"dO", viz.,

Wind("“α),Bile("")andPhlegm("P")which,iftheykeepin

harmony(s""")keepthebodyhealthy, but fallen intodisharmony

(""""")producedisease. This theoryagain rests on theneatly

presentedevolutionaryphilosophyof theSamkhya. Wehaveseen

above, that thefivematerialelements(viz.,Earth,Wateretc.)together

withtheircorrespondingsense-organsevolvethemselves intowhat is

calledalivingbeing,whosewell-beingandlongevityis the subject-

matteroftheAyurveda. But theSamkhyagoesbackstill furtherto

findthat intheirturnall those elements, including thephysical as

well as themental, owe their existence to three creative factors

(called"g""α"), viz. (1) theSα"z)" (IntrinsicPurity), (2) theRaj“

(Activity), and(3) theTα”as(Inertia), andit isthesethreewhichare

representedinthehumanbodyas (1)P"ja(Bile),(2)Vaja (Wind)

and(3)K"""(Phlegm)respectively. Thus,wehavehereapicture

ofthatcosmicunityofwhichlifeisaproduct. Andinthisproduct,

thefivematerialelements:Earth,Water,Fire,WindandSpace,which

buildupthenaturalworld, havetheirdueshare. ThiscouldbeshOwn

inasortofageneaological table,inwhichthecosmicfactors:(1)Sα""α，
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4. (ii) Functionalaspectofsubstances(dravya)
It is important tonote, that it isthefunctions and the inherent

qualitiesofasubstance,which theAyurvedaholds tobe themost

essential factors, whichanymedical systemmust beawareof in

treatingdiseases･ Itrecognizes,ofcourse,theotheraspectsofasubsta-

nce, liketheatomiccontents,orthestructureortheanalysisof it, in

whichtheancientVaiSesika svstemor themodernWesternscience
ジ

specializes. Theknowledgeof theseother aspectshas itsuse, no

doubt; but theAyurvedaisseentoemphasizethe fact, that for its

pharmacology the important thing is aknowledge of thespecific

quality(andnotmerequantity)ofasubstance, itseffectiveness (and

notmerelyits structure),itssyntheticvalue (andnotmerelyits

analyticcontent). Whilethequalities andfunctionsof a substance

havetobestudiedinrelationtotheireifectontheinternalorgansof
－

thebody, aclinicalsystemis absolutelyessential in theAyurvedic

medicine. Thelivingandactivehumanbodyon the onehand,and

the innumerable natural substances found in its environment, of

whichit is itselfanindividualproductontheother, and themutual

reactionsoftheirforcesandqualitiesuponeachother becomes thus

thecentral fleldofstudywithwhichAyurvedaisprimarilyconcerned.

Toelucidate this further, Imayquote an interestingandcritical

observationmadebya leadinglndianphysicianin this connection.

He asks: "If only the apparent similaritybetween thedigestive

processesinthebodyandthechemicalprocessesinalaboratorywere

takentobetheonlycriterion indecidingquestions of c()mparative

biologicalnutritionandtreatment，howshallwe explain thestriking

disparitybetweenthenatural foods adopedby the same species of

animals，like； abuffalo，anelephant，atiger，a lionor apig？ The

elephantwithhishugebodylivesonlyongrass andherbs, i､e・' 1s

completelyvegetarian, andyet ithasgreatstrengthand intelligence,

forwhichhedoesnotneedanymeat-eating1 Ifwesee,thatfrogsare

relishedbyserpentsandmicebycatsanddecayingfleshbyvultures,we

havetoconclude, thatbehindtheseinstinctivenutritionalpredilections

theremustbeexistingsomebio-chemical functionaldifferences,which

theAyurvedarecognizesasthespecial biological aptitudes of those
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of900sinewsandlO7""'”α〃(dangerousspots)onthebodyaswell

as in thewidevarietyofmassagingobtained inlndia today. As

regardstheChinese approach in the treatment ofhumandiseases,

Dr・Stiefvater's observation isworthquoting･ He says, "that this

treatmentpresupposesacertaincalmnessandpoise. Itdistinguishes

itselfbyanintensivesearchintothe""oIe"(zf"eoff"8pα"g"f･･･…．

Modernsciencepreferschemico-physicalmethodsof examinationand

isabletoanalyse, butnever to synthesize them." This, indeed, is

alsothespirit inwhichthetraditional Indianmedicineapproaches its

problems.

4．PrinciplesofAyurveda

Weshall llowtakeaverybriefsurveyoftheprinciplesonwhiCh
一

theAyurvedicsystemisfounded・ Likemanyothermedical systems,

theAyurvedapresupposes thatall diseasearises fromadisturbance

ofthebalancebetweenthefundamentalelements,whichmakeupa

livingbeing, humanorotherwise. Itdoesnotprofesstogointohowor

whysuchaderangementwasatallcreatedforthe6rst time in the

primordial frameworkof ahealthyandperfectlybalanced living

being;-nophilosophyhasyetbeenable toanswer this perennial

question, not even theSamkhyaphilosophy,which theAyurveda

acceptedasthebasisof itssystematization.

4, (i) TheSamkhyaPhilogophyofcosmicevolution

Butitacceptedthe fact, that human life, as conceivedby the

Samkhya,hasevolveditselfoutofaunionof the five elementsof

matter,viz.,Earth("""j),Water("),Fire(""s),Wind("y")and

Space(""")withthatinscrutablesentientprincipleoflife,representing

theSoulorthespirit (耐加α〃or cα"α"yfz)． Thesematerial elements

are, of course, not the sameas the92andoddnatural elements

constitutingthematerialworldofmodernscience;because these five

elementsaresuchasarecloselyrelatedwiththecorresponding6ve

senses of perception in thehumanbody, viz., the sensesofsmell

(g"zd〃α), oftaste(γas"),ofsight(""fz),offeeling(sP"")andof

hearing(jfzMfz)respectively. It isthesefivesensesalone,whichbeing

thegatesofknowledgecancomprehendtheinherentqualities(gw"α）

andfunctions(h""")etc. ofallmaterialsubstances.
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theSanskritoriginalofwhichseemstohavebeen lost after itwas

translatedintoTibetaninthe8thcenturyA.D. Thereis,however, a

Tibetantranslationof the famousAS/""gα〃rdayzZofVagbhatawith

anunknowncommentary; andrecentlyanewmedical text incorpora-

tedinthewellknowncanonicalBuddhistwork,calledS"抄”"”γα6〃asα‐

s"〃α, hasbeenbroughttolightbyJ.Nobel,whichistranslatedboth

inTibetanandChineseandacknowledgedasbelonging to the3rd

centuryA.D.Themedical textsfoundintheMss.j'ewz""Sdiscovered

inEasternandSouthernTurkestanbyHoernlegobackstill further

tothe2ndcenturyA.D・anddealwithastillolder tradition,differing

fromthatofCaraka. Theseandotherfacts leavenodoubtaboutthe

acceptanceoftheAyurvedictheoriesnotonlybytheTibetansbutalmost

all inhabitants ofCentralAsia andwere certainlyknown to the

Chinese・ LiketheArabsoftheMiddleEast, theTibetanshavebeen

good transmitters of knowledgebetween lndia and theNorthern,

CentralandEsternpartsofAsia includingChina. Descriptions and

picturesoflndianmedicinalherbsweremadeknowninChinathrOugh

Buddhistworksandthereisafairpresumptionthat lndian theories

regarding nerve-centres and breathing techniques as theywere

developedinthelndianYりg"andmethodsofpulse-diagnosis andof.

massaging for curing certain diseases had become the common

propertyofwhatProf.HajimeNakamurahasaptlycalledthe"Indian

Asia."

3. (vi) AyurvedaandChinesemedicine

Althoughnoconclusive evidenceofmutual borrowingsbetween

IndiaandChina is available, andalthough thedoubleprincipleof

Yin-Yangrules theChinesemedicineinsteadof the tripleprinciple:
一

wind-bile-phlegm(vata-pitta-kapha) of theAyurevda, it isworth

nothingthat it istheharmonyofthebasicprincipleswhichis tobe'

restoredbythephysiciantocurediseasesandkeepthebodyhealthy.

ThesensitivehandoftheChinesephysician, whichcan feel the l4

pulsesonthesurfaceofthebody, 800andmorepoints on the skin

whicharerelatedwiththeinternalorgansandtheChinese treatment

ofdiseasesbyacupunctureandmassageseemtohavecertainparallels

inthe""j一Pα”た"(pulse examination) technique, the recognition
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beingeminent transmittersof learning invarious branchesofkno-

wledgefromonecountrytoanother, brought about the enrichment

|andamalgamationoflndian, PersianandChinesesystemsofmedical
･treatment.

3. (iii) Unani (=Ionian)gystem

After thisUnani-Tibbi systemhad come to lndia with the

Muslims, itcameintoclosercontactwiththeAyurvedic systemand

more Indianherbs and drugs were introduced into itsMateria

Medica. Inlaterhistory, inSouthlndia,wheretheArabshadtrading

relations, someoftherulers likeHyderAli, Tippuand thePeshwas

,ofPoonaareknown tohaveemployedArabphysicians, andmore

･recentlytheUnani－Tibbi systemwas raised to the status ofState-

medicinebytheNizamofHyderabad. At the timeofHakimAjmal

.Khan, thewell-knownnational leaderof the lndependencemovement

inlndia,Delhihadbecomearenownedcentre.ofthismedicine along

withothercentresatLucknow,PatnaandAllahabad. Of late, there

hasbeenamovement infavourofanIndianizedGreek-Arabmedicine,

whichseekstoevolveanewsystembycombiningtheUnani and the

Ayurvedicsystemswhichhadanancientandbasic relationshipwith

eachother. Withthispurposeinview, an lnstitute for thehistory

andresearchinindigenousmedicinehasalreadybeenopenedatNew

Delhiunder theauspicesofthepresentPrimeMinisteroflndia. Thus

theancientlndianmedicine, after havingestablishedcontactswith

the ancientWesternworld andwhile gathering newexperiences

undergonemanymodi6cations,maybesaidnewtohavecomehometo

roost.

3. (iv) AyurvedainCeylOnandBIErma

FormedicineinCeylonwhereAyurvedaprobably reached in the

3rd centuryB.C・ through theBuddhist emissaries sent there by

EmperorASoka, andinBurma,wherethefameofSugrutaisknownto

havespreadathousandyearslater,Sanskritmodelsandtechnicalterms

arestillbeingfollowedbythemedical textbooks inthesecountries.

3. (v) AyurvedainTibetandMongolia

InthenortherncountriesofTibetandMongoliatheystill follow

theancientAyurvedictexts, likethe <$FourTantraJ(Catus-tantraﾉ，
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constitutedforminthedidactivemanuals(i.e.ofCarakaandSugruta),

belongingtotheenvironsoftheChristianera, has itsessentialbases

(viz. thedoctrinesofwindandofthebreaths, ofthefierynatureof

thebileetc.) intheancientVedictexts, anteriortotheformationof

theGreekscience, butthat ithasbeenelaboratedandconstitutedas

asystemduringtheperiodof theefHorescenceofGreekscienceand

parallel toit.''Hippocrateswasanear contemporaryof theBuddha

andhisdoctrinesasexpressedinhismanuals #$OnBreath3' andon.

various subjects, havebeenonthewholefoundtobecloser to the

Indiantheoriesonwind(vata)etc. thantothoseofthecontemporary

GreekschoolofEmpedoclesandDiogenesofAppolonia(whodied in

428B.C.). Thesamekindofevidence is found inPlato'sTi"""s

whichclassi6esdiseases intothreegroups, thelastofwhichiscaused

bypneuma(vata),phlegm(kapha)andbile(pitta),thethreehumours

ofclassicallndianmedicine. ThenextGreekphysician,whohadsettled_

downinRome:GalellofPergamon(131-201A.D.)set thepacefora

moresystematicapproachtomedicalscienceandhadnohesitationin

givingrecognitiontolndianeye-ointments, plaster, herbals etc. But

thenafterhim,Europeseemstohavefallenintoa lethargy for over

athousandyears, i.e. untilwemeetwithParacalsus(1493-1541A.D.)、

thefounderofmodernChemistry，whodevelopedrealisticmethodsof.

medical analvsis, that havecomedown tous inmodernWestern

medicine.

3. (ii) AyurvedainPersiaandArabia

Inthemeanwhile,however,theNestoriansof theGreekChurch,.

whowereexiledinthe5thcenturyA.D・fromtheByzantine empire-

bytheOrthodoxChurch, carriedmedical literaturetoAsiaMinorand

thentoPersia,wheretheGreekwritingscame tobe translated into

Syriac, andwherelndiansientific contributioncontinued tocome in

evenafter the invasions of lndia by lslam. In the8th century

OmmayidCaliph's empire extended fromSpain toSamarkandand.

Greekmedicalworkswere translatedalso intoArabic. Thus in

Baghdad,wherephysiciansfromlndia,EgyptandChinaHourished, a

newconceptofMateriaMedicacame intovogue・ Thiswas called

Greco-ArabmedicineorU"α〃j－T沁腕, asdevelopedbytheArabs,who.
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TheAyurvedaisseentohave started its careerquiteearly in

Indianhistory. Weknowvery littleabout the state ofmedical

knowledgeinthelndusValleyculture, reachingupto five thousand

years ago, except perhaps the fact that thesepeoplewith their

bathingtanksandwellbuiltdrainagesystems,hadakeensense for

publichygiene・ But thencoming to theAZ"αγ"α一Ved", which is

mixedupwithsuperstitions andmagic, we find, especially inthe

Kα"“たα一s"かabelongingtoit, clearreferences todiseases and their

cures, andalsotothe (eight parts' (aStaliga) of theAyurveda, as

recognizedbythelatertradition. AtthetimeoftheBuddha(i.e. in

the6thcenturyB.C.)weareleft innodoubtthatawell-recognized

systemofmedical knowledgehadcome intoexistence. Thehalf-

legendaryfigureofJIvaka, thegreatmedical genius ofTaxila, who
戸

isglorifiedintheSibi-Jataka, emergesasthefirst surgeon-physician

oflndia, towhomnotonlymarvellous surgical operations, but also

somemedicinal formulaehavebeenattributed・ TheMahavaggaof

thePali-Vinayamentionspurgativesandmedicines for fever, con-

stipationetc. ashouseholdremedies・ Theoldest completemedical

worksonAyurveda, however, areknowntobethoseofSuSrutaand

Caraka(oftheearlyChristianera),whoproducedifferentgeneao-

logiesoftheirpredecessorsstartingrightfromtheGodBrahma, and

theyhavecomedowntousmore as textbooks for students rather

thanasindependentoriginal treatises, sothat onecan surmise that

actual theorieswere6rstmootedatamuchearlierdate.

Prof. J.Filliozat inhis "ClassicalDoctrineof IndianMedicine''

hasdiscussedextensivelyandpenetratinglythe relationshipbetween
-

theVedasandtheAyurvedaaswell as theonebetween theGreek

medicineandtheAyurveda, andhasarrivedat importantconclusions

regardingtheircomparativechronology.Withspecialrelianceuponthe

evidenceofMegasthenes,whohadlivedforalongtimeasambassador

at thecourtofCandraguptaMauryainlndia, heproceedstoobserve

that "Indianmedicineduringthesevenor eight centuries preceding

theChristianerahadnevar ceased tobe activelvcultivatedand

directedtowardsthedefinitiveconstitutionof itsdoctrines." Hethen

coIIcludesthat @･classical lndianmedicine,which is found ina fully
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economics; thereistheK"柳α"sかaestablishedbyVatsyayana,dealing

withsex-lifeinall itsaspects; thereareD〃αγ"z旙"S"(zs,dealingwith
F

socialordarandsocialfunctions, andseveral otherS"s〃αs like the
”

S"盛asかa(ScienceofArchitecture),R(zs""s〃a(Chemistry)etc.-

andaddtothesethefieldsofknowledgs, dealingwithfine arts, like

dance,music, paintingetc・ systematised intheancientⅣ"Zy""s〃α
a

ofBharata-; it isfromthese thatwecome to realizewhat the
〃

IndianconceptionofaS"s〃αorascientificsystemingeneral signi-

fies. All thesesystemsofknowledgehaveservedandmaybearestill

servingahistoricalpurpose,viz.,thepurposeofbuildinguprationally

anidealsocietyofhumanbeings, healthy inmindandbody. They

havebeenconstantlytryingtoroot out inconsistencies andvagaries

ofthehumanmindandestablishasystemofknowledge (invarious

walksof life)withawell-orderedlogicalstructure,baseduponreliable

factsofexperience,withsoundtheoriesandhypothesis, inshort, to

bescfe""c intheproper senseof the term. Theadvanceof all

knowledgethroughthecenturieshasbeenfitful, unbalancedandwith

avarietyofapproaches. Inveryearlystages,manwasprone to

speculateandaccept"'"o"considerations. But, whenreasoning

begantoassert itselfoverstrayhumanemotionsandindividualfancy,

truesciensehavingasocialvaliditybegantocomeintoitsown; and

thengradually""fo"and idealistic considerationsbegan tobe

replacedby realisticmethods based upon direct perception and

experimentation. It iswell-known, thatfor all advance inhuman

knowledge,bothmethodsof approach thedeductiveaswell as the

inductive, andsynthesisaswell as analysis haveprovedthemselves

indispensableasformingaunitarylogicalprocessof thehumanmind,

whichleadstotheestablishmentofaconsistentgroupoffacts,which

wecall Science. This is alsowhat hashappened in the caseof

Ayurvedaas a science. However, beforewe takea lookat the

theoreticalprinciplesunderlyingthisancient systemofmedicine, we

may rapidlypass under reviewits historical backgroundand its

relationshipwithafewotherprevailingsystems of ancientmedicine

inAsia.

3. HistoricalBackgrOUnd: (i)XyurvedainGreece

361 ( 2 )



TheTraditionalSystemoflndianMedicine*

(Ayurveda)-theBackground-

by

V.V.Gokhale**

1．1ntroductOrv
ご

TospeakonMedicineonellastobeapractisingmedical doctor,

-apractitionerwithas large anexperience as possible; because

Medicineisaboveallapracticalscience,-wemaysay, almost as

practicalas lifeitself,whichitprofessesto treat andkeephealthy.

Myself, professingonlytobea <Doctor ofPhilosoph"andnot of

Medicine, Iwouldtrytodealwiththissubjectmoreinrelationtoits

historical, philosophicalandcultural, ratherthantechnical side.Asa

laymall, thetraditional lndianmedicineaswellas themodempractice

ofWestemmedicineinIndiabeingmore familiar tome thanmanV

othersystems, Iproposetospeakalso,inageneralway, about the

effortswhicharebeingmade theretopreserve themethodologyand

principlesofAyurvedainfaceofthestandardisedmedical scienceas

practisedtodayintheWestaswellas inlndia.

2．ScientinCvalidityofAyurveda-甑stra

Toquestionthescientificvalidityof the lndianAyurvedaas is

oftendoneistomymindeitherpointlessorchauvinistic, because in

doingsowemaybeapplyingthewrongcriterions tojudgethehisto-

ricalvalueofasystemofknowledge, whichhas yet bynomeans,

outliveditsutilitytohumanlife, norceasedtoberational. Thereare

severalotherareasofancientlndianculture,whichmayappeartobe

outmodedfromthepointofviewofmodernthinking・ Thereis, e､9.,

theA""""s"αofC"akya, dealingwithproblems ofpolitics and

* LecturedeliveredonThursdayl6thDec.1971, at thelndianEmbassyHall,
Tokvo.

** FormerlyProf. andtheHeadof theDpt. ofBuddhistStudies,Univ, ofDelhi,
PermanentAddress: 39/14-15, PRABHATROAD,POONA4 (INDIA)
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一
号
昭
和
妬
年
３
月
発
行

医
学
と
は
何
か
医
学
史
と
は
何
か
三
木
栄

吉
益
東
洞
の
医
説
に
つ
い
て
大
塚
敬
節

明
治
三
年
の
加
賀
藩
の
人
体
解
剖
酒
井
一
但

江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た
本
製
人
体
骨
幣
模
型
（
木
骨
）
に
つ
い
て

蒲
原
宏

矼
斎
改
訳
の
「
人
身
究
理
小
解
序
」
に
つ
い
て
大
内
弘

杉
田
玄
白
著
「
韻
斎
遺
稿
」
に
つ
い
て
大
鳥
蘭
三
郎

坪
井
信
道
の
「
五
液
診
法
」
中
山
沃

司
馬
俊
海
の
「
七
新
薬
説
」
と
化
学
宗
田
一

明
治
初
期
医
学
害
に
つ
い
て
阿
知
波
五
郎

緒
方
郁
蔵
訳
述
、
富
士
川
治
筆
写
「
薬
性
新
論
」
に
つ
い
て赤

松
金
芳

秋
田
藩
医
斎
藤
養
達
に
つ
い
て
ｌ
と
く
に
白
鳥
雄
蔵
と
の
関
係
ｌ

松
本
明
知

「
遁
花
秘
訳
」
の
一
写
本
に
つ
い
て
安
井
広

花
野
井
有
年
と
医
方
正
伝
土
屋
重
朗

関
寛
斎
の
研
究
（
第
一
報
）
福
島
義
一

同
一
年
中
に
二
種
類
版
行
さ
れ
た
大
阪
医
師
番
付
に
つ
い
て中

野
操

阿
波
に
お
け
る
医
学
者
の
墓
所
と
墓
碑
銘
拓
本
供
覧
米
田
賀
子

久
居
藩
に
お
け
る
洋
医
、
木
村
家
に
つ
い
て
茅
原
弘

日
本
医
史
学
会
雑
誌
第
十
七
巻
総
目
次
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二
号
昭
和
妬
年
６
月
発
行

江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た
木
製
人
体
骨
幣
模
型
（
木
骨
）
に
つ
い
て

蒲
原
宏

加
賀
藩
最
初
の
人
体
解
剖
酒
井
恒

「
鵲
斎
遺
稿
」
に
つ
い
て
日
大
鳥
蘭
三
郎

越
後
新
発
田
藩
の
口
科
医
佐
藤
家
の
記
録
に
つ
い
て
本
間
邦
則

第
詑
回
国
際
医
史
学
会
の
報
告
大
矢
全
節

ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
業
績
に
つ
い
て
巴
陵
宣
祐

ス
ス
ト
菌
の
発
見
と
北
里
柴
三
郎
藤
野
恒
三
郎

パ
ピ
ル
ス
・
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
か
ら

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
ヘ
の
外
科
学
の
推
移
鈴
木
哲
哉

「
増
参
阿
会
経
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
看
護
行
為
関
根
正
雄

東
大
初
期
の
看
護
教
育
長
門
谷
洋
治

明
治
期
学
校
衛
生
史
の
研
究
⑧
学
校
看
護
婦
の
州
現
杉
浦
守
邦

日
本
医
学
放
射
線
技
術
史
上
に
お
け
る
医
学
放
射
線
技
術
論
の
発
生
点

今
市
正
義

医
科
器
械
図
譜
よ
り
み
た
歯
科
器
械
の
変
遷
鈴
木
勝
・
谷
津
三
雄

明
治
以
前
に
お
け
る
検
疫
に
つ
い
て
山
下
喜
明

小
石
川
養
生
所
に
つ
い
て
津
田
進
三

第
三
高
等
中
学
校
医
学
部
の
講
義
内
容
大
滝
紀
雄

日
本
の
医
師
免
許
制
度
に
つ
い
て
安
芸
基
雄

「
医
学
天
正
記
」
の
研
究
矢
数
道
明
・
矢
数
圭
道

「
千
金
要
方
」
の
研
究
（
第
二
報
）
大
塚
恭
男

84 7451 44 〃 4241 〃 393837 363534 33 32 31 30 29

363



三
号
昭
和
姉
年
９
月
発
行

欧
州
に
於
け
る
人
痘
接
種
法
の
歴
史
、
と
く
に

ト
ル
コ
式
接
種
法
の
西
欧
へ
の
ひ
ろ
が
り

奈
良
時
代
に
於
け
る
僧
侶
の
才
芸
と
し
て
の
医
痛

「
鵲
斎
遺
稿
」
に
つ
い
て
㈲

明
治
前
北
海
道
疾
病
史
目

北
海
道
に
お
け
る
人
体
解
剖
の
事
蹟
ｌ
追
補
ｌ

伊
東
玄
朴
の
人
と
交
友

第
氾
回
日
本
医
史
学
会
総
会
追
加
討
論

昭
和
“
年
度
医
史
学
関
係
論
文
目
録
②

書
評

第
泌
回
国
際
医
史
学
会
に
つ
い
て

弓
声
①
宛
○
行
具
○
吋
、
画
昌
圃
①
Ｑ
詞
陽
の
四
月
ゴ
ロ
昌
扇
ご

ロ
①
く
堅
呂
目
、
日
具
昏
の
ｚ
①
日
○
ｍ
ｇ
の
言
８
の
函
．
君
．
富
農
自
国

明
治
前
北
海
道
疾
病
史
目
松
木
明

秋
田
藩
医
斎
藤
養
達
ｌ
と
く
に
白
烏
雄
蔵
と
の
関
係
Ｉ
松
木
明
知

堀
内
文
書
の
研
究
目
片
桐
一
男

ド
イ
ツ
人
教
師
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
著
述
「
東
京
医
学
」
㈲
小
川
鼎
三

蝿
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
医
学
教
育
を
探
る
岡
島
道
夫

お
玉
ケ
池
種
痘
所
と
種
痘
法
の
伝
来
小
川
鼎
三

平
田
篤
胤
の
「
志
都
乃
石
室
」
を
読
ん
で
酒
井
シ
ヅ

富
士
川
瀞
を
語
る
側
そ
の
生
活
、
趣
味
、
嗜
好
、
娯
楽

佐
藤
美
実

古
川
明

樋
口
誠
太
郎

大
鳥
蘭
三
郎

松
木
明
知

松
木
明
知

緒
方
富
雄
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四
号
昭
和
妬
年
蚫
月
発
行

へ
イ
ス
テ
ル
内
科
害
と
そ
の
な
か
の
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
の
言
葉

青
森
大
病
院
教
授
深
瀬
洋
舂
ｌ
伊
沢
蘭
軒
覚

え
害
Ｈ

「
鵲
斉
遺
稿
」
に
つ
い
て
㈲

津
軽
に
お
け
る
人
体
解
剖
の
事
蹟
同

青
森
県
八
戸
地
方
の
種
痘
史
に
関
す
る
一
史
料

戸
塚
静
海
よ
り
兄
柳
斉
宛
の
書
簡
の
紹
介

堀
内
文
書
の
研
究
㈲

プ
ル
ク
・
ワ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
ア
ジ
ア
の
医
学
体
系
の
比
較
研
究
」

に
出
席
し
て

堀
内
文
書
の
研
究
③
片
桐

川
本
幸
民
像
緒
方

日
本
に
お
け
る
甘
草
の
歴
史
大
塚

上
不
肢
反
射
に
関
連
し
た
文
化
史
的
並
び
に
生
物
学
的
象
徴
性

ｌ
豊
倉
教
授
へ
の
追
加
と
し
て
Ｉ
三
輪

川
本
幸
民
の
理
化
学
書
’
二
、
三
の
書
誌
学
的
考
察
Ｉ
宗
田

川
本
幸
民
残
後
百
年
に
お
も
う
こ
と
井
上

川
本
幸
民
と
蘭
学
者
た
ち
緒
方

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
例
会
記
事

新
刊
紹
介

片戸松松大松
桐塚木木烏木

蘭
一芳明明三
男男知知郎明

大
塚
同
恭
男
鑑

緒
方
富
雄
恥

當悌 卓
雄雄一爾

一
男

富
雄

恭
男
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父
の
遺
品
を
め
ぐ
っ
て

奈
良
時
代
に
お
け
る
僧
侶
の
医
療
に
つ
い
て

吉
益
東
洞
門
人
録
に
つ
い
て

口
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会

伊
東
玄
朴
の
墓

新
刊
紹
介

書
評

昭
和
凹
十
六
年
度
日
本
陸
史
学
会
寄
贈
本
リ
ス
ト

大
滝
紀
男

樋
口
誠
太
郎

矢
数
道
明

〃 394 〃 331 3303､8 327 3妬

箕
作
院
甫

人
蓼
史
全
七
巻

一
日
本
産
科
叢
書

刊

癖
日
本
眼
科
学
史

既

一
杏
林
叢
書
全
二
巻

華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科

東
洞
全
集

呉
氏
医
聖
堂
叢
書

刊新
太
古
エ
ジ
プ
ト
の
史
実
よ
り
説
き
起
し
て
、
西
欧
に
お
け
る
泌
尿
器

最
科
学
の
発
進
を
興
味
深
い
挿
図
を
添
え
て
詳
述
、
更
に
は
本
邦
の
た

く
雅
術
家
が
刎
川
に
こ
れ
を
導
入
、
咀
哺
し
て
、
今
Ｈ
の
我
国
医
靜
の

隆
盛
を
導
い
た
か
に
貝
っ
て
、
余
す
所
が
な
い
。
丈
今
川
、
仏
文
択

の
Ｈ
本
泌
尿
器
科
学
史
を
新
た
に
付
し
た
。

よ
は
ひ
草
全
六
巻

※
日
本
医
学
史
名
著
シ
リ
ー
ズ
／
，

泌
尿
器
科
学
史

定‘1呉定.礼呉定入呉定.1富定.I小定入呉定.I今定.礼呉定ﾙｩ

判
・
一
、
川
○
○
貞
・
帷
・
人

価
一
二
、
○
○
○
円

秀
三
著

一
⑪
日

叫
←
き
○
輿

価
五
、
五
○
○
円

村
：
・
ん
郵
○
霊

戸
口
ｊ
■

価
五
五
、
○
○
○
円

秀
三
他
著

一
初
．
→
：
一
凡
○
頁

価
九
、
○
○
○
円

川
剣
三
郎
著

Ｆ
勘
・

苫
菖
○
瓜

価
三
、
三
○
○
円

士
川
除
○
弾
轌

戸
抄
・価

一
○
、
○
○
○
円

秀
三
著
・
宗
田
一
補
訂

一
Ｊ
・

肌
川
○
貞

価
六
、
五
○
○
円

秀
三
・
富
士
川
淋
進
蛎
怯
定

一
。
．
Ｌ
（
○
貞

価
六
、
五
○
○
円

秀
三
編

言
祁
・

肥
六
○
輿

価
七
、
五
○
○
円

Ａ
４
．
六
三
○
貝

大
矢
全
節
著

特
価
八
、
五
○
○
円

（
・
二
月
末
生
＆
）
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各；'各科領域で

汎用される

C6H・ベーリンガゾーン社製品

域

汎用ざれ

鋸

力男刀。L又’高血圧治療剤
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近時、抗炎症の作用機作の一つとして

注目されている
、

生体膜安定化作用の
強力な

.、

当社研究･創製品
ﾛ､ ｡ 』､1 1
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J 園 毛 ■1
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て起こることが明らかになりました。
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